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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　　　　１




　緑の匂においを含ふくんだ涼すずやかな風が、開け放たれた窓から吹ふき込んでくる。

　窓の両りよう端はしに寄せられ、房ふさ飾かざりのついた留め紐ひもを掛かけられているのはかなり年季の入った絹織物のカーテン。丁てい寧ねいに補修しているため一目ではわからないが、あちこちに擦すり切れた痕あとや虫食いの穴がある。

「……まだ、ユートは戻もどっておらぬのか」

　窓まど際ぎわから投げられた声に、やや下がって立つ女性は低く「はい」と答えた。

　均整のとれた身体からだを簡素なドレスに包んだ、二十代後半の女性だ。艶つややかな漆しつ黒こくの髪かみを高く結ゆい上げ、銀の髪かみ飾かざりで留めている。

　抜ぬけるように色の白い顔にはごく薄うすい化け粧しようが施ほどこされているだけだったが、それで十分と思わせる怜れい悧りな美び貌ぼうの持ち主だった。

「連れん絡らくもありません。これだけの日数があってなお、戻ってこないということは──」

　女性にしては低い落ち着いた声の底に、気き遣づかうとも案じるともつかない響ひびきが混ざる。

　窓際に立った男性は、肩かた越ごしにちらりと女性の顔へと目をやる。

　癖くせのある金きん髪ぱつに、頰ほおと口元を覆おおう手入れの行き届いた髭ひげ。五十を超こえる年ねん齢れいの割に若々しい印象のくるりと丸っこい深青色の瞳ひとみ。

　仕立ての良い衣服に包まれた腹回りのあたりが若じやつ干かん窮きゆう屈くつそうだったが、若い頃ころはそれなりに鍛きたえたとわかる身体つきをしている。

　女性の瞳に沈しずんだ光があるのを見て取って、男性──フォーレ国王ナーヴァルセス・テイムズ・ベル・フォーレは苦い笑えみを浮うかべて小さく首を振ふった。

「……戻れない事態となっているのか、あえて無視をしているのか。どちらにしても、困った息子むすこだ。親に心配をかけさせおって」

　こらえきれずに口にしてしまったような呟つぶやきには、拭ぬぐっても拭いきれない懸け念ねんと不安の色がのぞいていた。







　ニーザベイムの北の国境に近い、ノウェイク州。

　行く手を塞ふさぐ茂しげみを飛び越こえ、ユートは森の中に建つ古城の前庭へと駆かけ込んでいった。

　前庭とはいっても手入れはされておらず、伸のび放題の草に覆われた空き地が広がっているばかりだ。空き地の片かた隅すみに停とめられている馬車を発見し、ユートの目が鋭するどさを増す。

　行方ゆくえ不明になったタジェスが、この城に捕とらわれていることを知ったのはつい数日前だ。

　タジェスが鳥に託たくした手紙で城の場所と、タジェスの叔父おじであるヴェスカ・リオール・ザイン・エル・スタインフェードが拉ら致ちに関かかわっていることを知った。

　ヴェスカがタジェスの命を使って、〈遺稿ビブリオ〉と呼ばれる古代の遺物の力を解放しようとしていることも。

（そんなこと、断じてさせてたまるものか──！）

　下草を蹴け散ちらしてユートは馬を進め、古城の正面にある入口へと向かう。

　そこは形こそ完全に残っていたが、年月による風化の跡あとがそこかしこに見て取れた。

　硝子ガラスの入っている窓はほとんどなく、壁かべや柱を形作るくすんだ灰色の石材もあちこちが欠け落ちている。壁の一部はびっしりと蔦つたに覆われ、玄げん関かんの扉とびらも外れて落ちたのか四角い穴だけが残っている。

　入口の前で馬から飛び下りると、ユートは〈イリュウス〉を握にぎり締しめたまま石造りの階段を駆け上がっていった。

〝王子、一人で突とつ入にゆうしては──〟

　頭の中で響くのは、剣けんに宿る精せい霊れいイリュウスの声だ。

　冷静に状じよう況きようを指し摘てきするような声に、ユートは苛いら立だち混じりの言葉を投げ返す。

「悠ゆう長ちようなことを言ってる場合か！　もう一刻の猶ゆう予よもないんだ──早くタジェスを助け出さないと！」

　城を中心に、肌はだを粟あわ立だたせるような圧あつ迫ぱく感かんが発せられているのがわかる。

　物理的な息苦しささえ感じさせる感覚の正体は、〈遺稿ビブリオ〉を解放するために集められている魔力だった。

　目には見えない異様な力の高まりが、ユートに残された時間の少なさを教える。

（──無事でいてくれ、タジェス！）

　扉のない出入口から、ユートは古城の中へと駆け込んでいく。

　入ってすぐの場所は、広々とした吹き抜けの広間になっていた。左右の壁に沿う形で階段が設けられ、中二階の回かい廊ろうへと続いている。

　それぞれの階段の下には、両りよう翼よくの建物に向かう廊ろう下かの入口が見えた。正面には硝子の入った大きな窓があり、室内は十分な光に満たされている。

　ユートは左右の廊下を見比べると、手にした〈イリュウス〉に視線を落とす。

「この城に集まっている魔力の中心はわかるか？　おそらく、そこにエーデバルツも──タジェスもいるはずだ」

〝魔力の密度が濃こすぎて、はっきりとは──右手の建物だということはわかりますが〟

「それだけわかれば十分だ！」

　言って駆け出そうとしたユートに、イリュウスが警告を発する。

〝右の廊下の奥から人が近づいています。数は一〟

「──っ！」

　同時に、ユートは半ば反射的に身を伏ふせる。

　廊下の奥から飛び出してきた光る円えん盤ばんが、目にも留まらぬほどの速度で自分へと迫せまってくるのに気づいたためだった。

　伏せたユートの頭上すれすれを、それは音一つ立てずにかすめ去っていく。

　まるで重さがないような異様に滑なめらかな動きだった。ユートは背筋に冷たい汗あせを感じながら目の端はしで飛び去る円盤を追う。

　大人の肩かた幅はばくらいの真円形をした物体だ。厚みはほとんどなく、まるでごく薄く削けずり出した丸い石板のようにも見える。

　しかし淡あわい光をまとい、空中を自在に飛び回る円盤がただの石であるはずがなかった。

「──魔ま術じゆつか!?」

　白い円盤がかすめた広間の壁には、鋭い刃は物もので付けたような深く滑らかな傷きず痕あとがくっきりと刻まれている。

　ユートの声に答えるように、廊下の奥から若い男性の声が発せられた。

「ここから先へは、誰だれも通すわけにはいかないんでな」

　声の方向にユートの注意が逸それた瞬しゆん間かん、背後で急きゆう旋せん回かいした円盤がユートの背中めがけて襲おそいかかってくる。

〝王子！〟

　はっとしてふり向いた時には、円盤はすでに目の前だった。

　間に合わないのは承知の上で、飛び退のこうとしたユートに飛びついてきた影かげが、彼の身体を抱かかえ込むようにして床ゆかに転がったのは次の瞬間だった。

「──っ！」

　空中を薙ないでいく円盤が目の端に映り、ユートは飛びついてきた相手の名を口にする。

「──カーマイクル!?」

「馬ば鹿か！　敵の本ほん拠きよ地ちへ一人で突つっ込んでいく奴やつがあるか！」

　真しん剣けんな口調で怒ど鳴なりつけられ、ユートはわずかにばつの悪そうな表情となる。

　盗とう賊ぞく団〈疾風ベンダの紅バール〉の頭目であるカーマイクルの声には、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくとともに心底ユートを案じる思いがのぞいていた。

　だがユートが口を開くより早く、空中に舞まい上がった円盤が再び方向を変えて二人へと襲いかかってきた。

　ユートはカーマイクルの腕うでを解ほどいて立ち上がると、手にした〈イリュウス〉を低く構える。円盤の動きは速かったが、ユートの目は複雑な軌き道どうを描えがいて飛ぶ円盤の姿をしっかりとらえていた。

〈イリュウス〉が一いつ閃せんするのと同時に、空中で円盤は真っ二つに切り裂さかれる。

　縦に両断された円盤は、細かな光の粒りゆう子しと化して消え去っていった。
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　ユートの目にわずかに安あん堵どの色がにじんだが、入口の近くから投げられた声に再びユートは表情を硬かたくした。

「油断するのは早い！　まだ使い手が残っておるぞ！」

　ユートと同年輩の外見にふさわしからぬ言こと葉ば遣づかいの声は、翼つばさの後こう継けい者しやを名乗る魔術の使い手──アークのものだった。瞬間的に身構えるユートの目に、ゆっくりと廊下の奥から歩み出てくる一人の男性の姿が映った。

　二十代半ばと見える、砂灰色の髪かみの瘦やせた男だ。

　ぼさぼさに伸びた髪を適当に束ね、大きすぎる衣服を着き崩くずすように身につけている。特とく徴ちようのない顔の中で、淡たん褐かつ色しよくの瞳ひとみだけがいやに強い輝かがやきを放っていた。

　よくよく注意して見れば、瞳に宿る光が捨て鉢ばちなものであることに気づいただろう。

「お前は……？」

　しかしユートは、男の瞳に潜ひそむ表情に気づくことはなかった。

　男の顔に、見覚えがあったのだ。どこで目にしたのかを思い出すのと同時に、ユートの目が大きく見開かれた。

「確か、あの時……ヘイザンのもとで〈戦せん機き〉の研究をしていた……」

　ニーザベイムの王宮の地下で、ひそかに進められていた古代の兵器の研究。

　研究の中心的役割を担にない、〈戦機〉を復活させたのは目の前の男であったはずだ。復活した〈戦機〉が暴れ出した混乱に乗じて姿を消したのも。

「覚えていたのか、ユーディルシア王子。たった一度、それもわずかな時間顔を合わせただけだというのに──しがない研究者風ふ情ぜいとしては光栄の限りというべきだろうな」

「レイド……だったな。どうしてお前が……」

　苦く笑しようとも微び笑しようともつかない表情を漂ただよわせて、言葉を返すレイドの顔をユートは呆ぼう然ぜんと見つめやる。

　ユートの目に思い当たったような色が浮かぶのと同時に、レイドは口を開いた。

「俺の雇やとい主はもともとリオール公だ。公の命令で、一時的に他ほかの人間の下で働くこともあったがな」

「やはり、ヘイザンに〈戦機〉を与あたえたのはリオール公──ヴェスカか！」

　くっと喉のどの奥で笑って、レイドは隠かくすように手に持っていた宝ほう珠じゆを掲かかげる。

　完かん璧ぺきな真球の形をした、拳こぶしくらいの大きさの宝珠だった。先さき程ほどの円盤と同じ濁にごった白色で、内側では細かな光が瞬またたいている。

　宝珠が紫むらさきがかった光を帯びるのと同時に、レイドの周囲にいくつもの光の図形が描かれる。

　真円の中に、角度を変えて重なる三角形を封ふうじ込めたような図形だった。精密な幾き何か学がく紋も様ようにも似た図形には整然とした美しさがあった。

　そこに集まった光が、質量を伴ともなった半はん透とう明めいの円盤を形作る。

　次の瞬間、宙を切り裂いて襲いかかってきたそれを、ユートとカーマイクルはそれぞれ別の方向へ飛び退いてかわす。

「これは……っ！」

「〈月げつ華か〉──エーデバルツはそう呼んでいた」

　飛び回る円盤に目をやろうともせず、レイドは乾かわいた声で言った。

「古代の兵器の一つだそうだ。リオール公の収蔵品の中にあったものだが──対人用の兵器としてはそれなりに有用らしいな。もっとも、〈遺稿ビブリオ〉に比べればせいぜい時間稼かせぎに使われる程度のガラクタだが」

　俺と同じように、とレイドは陰かげりのある笑えみを浮うかべる。

　ユートの目になにか察したような色がのぞいたが、飛び交かう円盤の間をかいくぐる彼に口を開く余よ裕ゆうはなかった。

「捨て駒ごまにされるのがわかっていて、なぜ儂わしらの前に立ちふさがろうとする!?」

　かわりに声を発したのは、厳しい表情で両者のやりとりを見ていたアークだった。

「そこまで忠義を尽つくす価値がヴェスカにはあるのか、レイド!?」

「……そういえば、あんたもいたんだったな」

　薄うすい笑みを口元に残したまま、レイドはアークの顔に目を向ける。

「さすがに〈遺稿ビブリオ〉が関かかわっているとなれば、御おん大たい直々に出向かざるを得ないか。あんたの力でも、完全に復活した〈遺稿ビブリオ〉を破は壊かいできるかどうかは怪あやしいだろうが……」

「だからこそ、その前に止めねばならんのだ！」

　アークが言いざまに伸のばした指先を中心に、光る図形が一いつ瞬しゆんにして浮かび上がる。

　図形が帯びた光は、何条もの矢となってレイドに向かって放たれた。

　薄うす白じろく輝く矢がレイドの身体からだに突き立とうとした瞬間、宙を滑すべるように飛び込んできた〈月華〉がすべての矢を受け止めた。

　ぶつかり合った矢と円盤が、強きよう烈れつな光を発して広間を白く染める。

　光が消え去ったあと、残されていたのは無傷のレイドと空中に重なり合って浮かぶ何枚もの〈月華〉の姿だった。

「──ちっ！」

　舌打ちするアークを、重なった〈月華〉がほどけるように分かれて襲う。

　アークは空中に指を滑らせたが、光の図形が浮かぶよりも〈月華〉が彼の眼前に到とう達たつするほうが早かった。

「ぬをっ!?」

　珍ちん妙みような声は、気配も感じさせずに走り寄った影が、半ば体当たりのような形でアークを抱えて横っ飛びに飛んだためだ。

　影の正体は、ユートたちの戦いを油断なくうかがっていたケイオスだ。

　ニーザベイムの王太子の密みつ偵ていである彼に魔術の知識はなかったが、目の前の光景から円えん盤ばんが危険なものと判断したためためらいはなかった。

　アークの頭を庇かばいながらケイオスは床を転がり、起き上がるのと同時にアークへと低く声を投げやる。

「──大だい丈じよう夫ぶですか？」

「一応な。中身が出るかと思ったが……命には替かえられないとはいえ、今のはちょっとばかり老人にはきつかったわ」

「……それほどのお年には見えませんが？」

　ほんのわずか眉まゆを寄せてから、ケイオスは素す早ばやくアークを抱え上げて後方に跳ちよう躍やくする。

　角度を変えて突っ込んできた〈月華〉が、二人のいた床を深く抉えぐり取っていったのはその直後のことだった。

「アーク！」

　声をあげるユートのもとにも、次々と白い円盤が飛来する。

　目で追うのがやっとの速度で襲おそいかかってくる〈月華〉を、ユートは懸けん命めいにかわしながら動きの先を読んで〈イリュウス〉で斬きり捨てていく。

　しかし次々と生み出される円盤の数は、いっこうに減る気配を見せなかった。

（これじゃ、きりがない……！）

〝──王子〟

　歯は嚙がみするユートの脳のう裏りに、音声にならない澄すみきった声が届いた。

〝レイドに狙ねらいを──アークが隙すきを作ります〟

　イリュウスの言葉の意味を瞬しゆん時じに察して、ユートは左右から襲いかかる〈月華〉を身を低くしてかわす。

　低い体勢のまま床ゆかを蹴けりつけ、ユートはレイドに向かって駆かけ出す。

　同時に、アークが空中に手を伸ばして光る図形を描きあげる。真円の中に九つの頂点を持つ星型を中心とした幾何学模様が描かれた複雑な図形だった。

　紫の電光をまとった光の矢がそこから放たれるのと、空中に舞う〈月華〉がすべてレイドの前に戻もどるのは同時だった。

　レイドの眼前で重なり合った円盤を、一点に収束した何条もの光の矢が直ちよく撃げきする。

　重なった円盤の半分ほどが一瞬にして消え去ったが、レイドの身体まで光の矢が届くことはなかった。

　だが続けてユートが振ふり下ろした〈イリュウス〉の刃やいばが、残った〈月華〉をあっさりと斬り裂さいた。

「……っ！」

　分断されて消しよう滅めつしていく〈月華〉をレイドは愕がく然ぜんと見上げる。

　はっと我に返って彼が手にした宝珠に意識を集中しようとするよりも早く、アークが放った淡あわい銀色の光の矢がレイドの身体に命中した。

　同時にレイドの手からこぼれた宝珠を、ユートは〈イリュウス〉で一刀両断に断たち割った。

「……この、馬ば鹿か者め」

　倒たおれたレイドを見下ろして、アークが苦々しげな呟つぶやきを発した。

「知っているのか？　こいつのことを……」

「かつて儂に協力していた遺物の研究者だ。しばらく前に行方ゆくえをくらましておったのだが……まさか、こんな形で巡めぐり合うことになろうとはな」

　アークの声はごく低かったが、答えるように床に倒れたレイドがかすれた声をあげた。

「……研究者として、魔ま術じゆつの力を徹てつ底てい的に追究したいと思っただけのことだ」

　身構えるユートとアークを見上げて、レイドはうっすらと笑みを浮かべる。

「〈遺稿ビブリオ〉の解放は、俺の望みでもある……たとえ使い捨ての駒こまであっても、一役買うことができたのなら本ほん望もうだ。リオール公には、研究の上で色々と援えん助じよしてもらったしな……」

　切れ切れの声で告げると、満足したようにレイドは顔を伏ふせて目を閉じる。

　アークは複雑な表情でレイドの姿を見下ろし、ユートは唇くちびるを嚙かむとケイオスに向けて言葉を投げやった。

「こいつを兵士に引き渡わたしてくれ！　もうじき到とう着ちやくするはずだ！」

　ケイオスの返事を待たず、ユートは〈イリュウス〉を握にぎり締しめてレイドが出てきた廊ろう下かの入口へと駆け込む。

　アークとカーマイクルがあとに続き、三人の姿は見る間に遠ざかっていった。

　なにか言いたげな表情を瞳ひとみの奥にのぞかせて三人を見送ってから、ケイオスは床に横たわるレイドのもとへ歩み寄っていった。

　身を屈かがめてレイドに触ふれようとした時、ごくかすかな振しん動どうが足元から伝わってきた。

「………？」

　伸ばしかけた手を止めて、ケイオスは足元の床を見つめやる。

　小刻みな振動は収まることなく、徐じよ々じよに強さを増していきつつあった。大地そのものが脈動しているような、不気味な揺ゆれにケイオスの目に警けい戒かいの色が浮かぶ。

「始まった……な」

　低くレイドが洩もらした呟きが、動きを止めたケイオスの耳にいやに鮮せん明めいに届いた。

「ようやく、〈遺稿ビブリオ〉の真の力が解き放たれる……ここまでお膳ぜん立だてをしてやったんだ。成功させろよ、エーデバルツ……」

　こらえきれないような笑いを洩らしながら、呟きを発するレイドをケイオスは黙もく然ぜんと見下ろした。

　ユートたちの消えていった廊下へ、ケイオスは視線を転じる。

　感情をのぞかせない瞳の奥には、どこか祈いのるような切実な光が見え隠かくれしていた。







「……くっ！」

　意識が戻るのと同時に、全身に強い重圧感を感じてタジェスは呻うめき声をあげた。

　思いの外大きく響ひびいた声が、タジェスの意識をはっきりと覚かく醒せいさせる。

　まず最初に感じたのは、頰ほおに伝わる冷たい床の感かん触しよくだった。両りよう腕うでは背中に回され、細い縄なわのようなもので手首を縛しばり上げられている。身体に伝わる感触から、タジェスは自分が横向きに床に寝ねかされていることを悟さとった。

「おや、もうお目覚めですか」

　ゆっくりと瞼まぶたを開くタジェスの耳に、低く豊かに響く男の声が入る。

　顔は見えなかったが、声の主は明らかだった──魔術の研究者にして、自身も様々な魔術を操あやつる男エーデバルツ・ドゥーガル・セクテ。

　タジェスは声の方向に目を向けようとしたが、後ろ手に縛られた身体は彼の意思に反してぴくりとも動かなかった。

　不自由な体勢であるだけでなく、身体全体が鉛なまりと化したように重かった。

　わずかに顎あごの先だけを動かしたタジェスに、微び笑しようを含ふくんだエーデバルツの声が告げた。

「無理なさらないほうがいいですよ。いくら非殺傷系の魔術だったとはいえ、かなりの打だ撃げきを受けているはずですから……普ふ通つうの人間なら、意識を取り戻すかどうかも怪あやしいところです。さすがに魔ま力りよくが高いだけあって、魔術への耐たい性せいも並なみ大たい抵ていではないようですね」

　意識が戻らないほうが幸せだったかもしれませんが、と笑えみを潜ひそませたままエーデバルツは付け加える。

「やはり念のため、拘こう束そくさせていただいて正解でした。まともに動ける状態ではないでしょうが、あなたの精神力は侮あなどれませんからね。下手へたに暴れられて、手元が狂くるったりすればかえって苦しませてしまうことになりますし」

　エーデバルツの声を聞きながら、タジェスは感覚の鈍にぶい指先に懸命に力を込める。

　手も足も自分のものでないように重かったが、少しずつ薄うすれていた感覚が戻ってくる。

「エーデバルツ……」

　気取られぬように指を動かしながら、タジェスは低く声をあげる。

　思うように動かない首を渾こん身しんの力で上げ、少しだけ広がった視界に入ったのは抜ぬき身の剣けんを提さげて近づいてくるエーデバルツだった。

　エーデバルツの背後には、壁かべを背にして立つヴェスカとラシェンナの姿もあった。

　片手に杖つえをついたヴェスカがタジェスを見やる目には、甥おいに向けるものとは思えないような薄い関心の色しかなかった。

　鋭するどく光る目をヴェスカに向けたまま、タジェスは目の端はしで周囲の様子をうかがう。

　タジェスが横たわっているのは、アーチをいくつも連ねたような高い天てん井じようを持つ大広間の中だった。天井は何本もの大きな柱に支えられ、天井の近くに設けられた窓から斜ななめの光が室内へと差し込んできている。

　だが、エーデバルツの全身を薄うす青あおく染めているのは窓からの光ではなかった。

　床の上から淡い光が放たれていることに、タジェスはようやく気づく。

「……っ！」

　同時に目を見張ったのは、自分の周囲を取り囲むように複雑な光の紋もん様ようが広がっているのを見て取ったためだった。

　光の線の交差する場所には、一定の間かん隔かくで水すい晶しようの塊かたまりのようなものが置かれている。

「これは……」

　意識せずに呟いたタジェスに、エーデバルツが言葉を返す。

「〈遺稿ビブリオ〉の力を解放するための術陣じんですよ。力のある術者なら、これだけでも〈遺稿ビブリオ〉を解放することができるのでしょうが……あいにく私はそこまでの才に恵めぐまれておりませんものでして」

　申し訳ありませんね、とまるで心のこもっていない言葉を投げ、エーデバルツはタジェスのかたわらで足を止める。

　彼の手に握られた黒銀の物体に、タジェスの視線が吸い寄せられるように留まった。

　手のひらに収まるほどの立方体だったが、材質はまるで見当がつかない。半はん透とう明めいに透すきとおっている様子は鉱物のようにも、ずっしりとした質感は金属のようにも見える。

「そう──これが〈遺稿ビブリオ〉ですよ」

　タジェスの視線が手元に注がれていることに気づいたのか、エーデバルツは満足そうに目を細めて言った。

「小さいでしょう？　ですが、この内部には数千、数万という魔術の術式が詰つまっている──それを自在に操るための知識と技術も。〈遺稿ビブリオ〉は記録庫であるのと同時に、失われた知識と技術を復活させるための工こう房ぼうでもあるんです」

「……工、房？」

「ええ。かつて手にしていた力を、人間が取り戻もどす日のために用意された──古代の人々の遺産なんですよ」

　エーデバルツはタジェスの脇わきを通り抜けて、床ゆかに描えがかれた紋様の中心と覚おぼしき場所にそっと手にした〈遺稿ビブリオ〉を置く。

　同時に光の線が輝かがやきを強め、胃の腑ふを圧あつ迫ぱくするような感覚が強さを増す。

　息苦しささえ感じながら、タジェスはエーデバルツの動きを目の端で追う。床に触れた箇か所しよからかすかな振動が伝わっていたが、タジェスの意識には上らなかった。

　一心に集中して、身体からだの感覚と自由を取り戻そうとする。

（……ここで、あきらめるわけにはいかない）

　利用される前に自ら命を絶つという方法が失敗に終わった今、タジェスにできるのは抵てい抗こうを続けて一秒でも命を長らえることだけだった。

（ユートは必ずここへ来る──あるいはもう、近くまで来ているかもしれない）

　瞳に強い輝きをたたえて、タジェスは自分に言い聞かせるように内心で呟つぶやく。

　手がかりはないにも等しかった。居場所を知らせる手紙を鳥に託たくしたが、誰だれかがそれを発見してくれるという保証もない。

　しかし、ユートがいずれこの城にたどり着くことをタジェスは信じて疑わなかった。

　半ば確信にも似た思いは、ユートの人ひと柄がらを知っているがゆえだった。

（君は私を見つけ出すまで決してあきらめたりはしないだろう。だったら、私も──最後まで全力で抵抗してみせる。〈遺稿ビブリオ〉の解放を阻そ止しするためには、もう他ほかに方法は残されていないんだ。君がこの場に現れる可能性に、私はすべてを賭かけよう）

　再び近づいてくるエーデバルツの姿を、タジェスは身動きもせずに見つめる。

　ニーザベイムのため──ルーイン王太子のため、〈遺稿ビブリオ〉の力をヴェスカに渡すことだけはできなかった。

　自分だけでなく、他の多くの人間の命と未来がかかっているのだ。

「さて、準備は整いましたね。必要最小限の魔力は術陣に蓄たくわえられた──あとは、殿でん下かの血に宿る魔力で術陣を起動させるだけでいい」

　タジェスの側そばで足を止めて、エーデバルツは微笑ほほえみながら言葉を投げかける。

「殿下の死は無む駄だにはなりませんよ。はるか昔に失われた、先人の遺産を手にするための貴い犠ぎ牲せいとなられるのですから。ニーザベイムの人々は……いいえ、魔ま術じゆつの恩おん恵けいを受けるすべての人間が、あなたに感謝することでしょう」

　睨にらみつけるタジェスの視線を意にも介かいさず、エーデバルツは手にした剣を高く振ふり上げる。

　ぎらりと光を弾はじく白はく刃じんが、振り下ろされようとした瞬しゆん間かんタジェスは動いた。

　渾身の力で身体を回転させると、その勢いを利用してエーデバルツの膝ひざに全力の蹴けりを叩たたき入れたのである。

「……っ!?」

　思いもよらない反はん撃げきを受けて、エーデバルツの体勢がわずかに崩くずれる。

　タジェスはその隙すきを逃のがさず、膝立ちになるとエーデバルツに体当たりをかける。

「く……おおおおおっ！」

　両腕を後ろ手に縛られた上、満足に力も入らないためほとんど床を這はいずるような形での体当たりとなった。

　虚きよを衝つかれたエーデバルツだったが、寸前で横へと飛び退のいてかわす。

　しかし、そこまではタジェスも計算済みだった。床に転がるのと同時に、タジェスは大きく足を振り上げてエーデバルツの手首を蹴りつける。

　衝しよう撃げきで弾き飛ばされた剣が、床に当たってカランと乾かわいた音を立てた。

　タジェスはさらに床を転がって、落ちた剣を遠くに蹴り飛ばそうとする。しかしタジェスの身体はそこで動けなくなった。

　青白く光る鎧よろいのようなものをまとった腕うでが、タジェスの首を押さえつけていたためだ。

「……参りましたね。まさかここまで動けるとは」

　苦みを帯びた微笑を口元にたたえて、エーデバルツが言葉を発した。

　彼の横に立っているのは、人間と昆こん虫ちゆうの輪りん郭かくを混ぜ合わせたような巨きよ大だいな影かげだった。鎧を着た人の姿にも似ているが、身長ははるかに高く腕や足の関節の数も多い。

　なにより、異様に広い肩かたから伸のびる四本もの腕──

「これは……まさか」

　表情を凍こおりつかせて、タジェスはおとぎ話の悪神のような姿を見上げる。

　タジェスの目にあるのは未知のものに向けられる恐きよう怖ふではなく、記き憶おくにあるがゆえの驚おどろきの色だった。

「そう、〈戦機〉ですよ。〈遺稿ビブリオ〉に収められている術式に含まれていましたのでね──この程度の兵器なら、読み取った術式からでも復元することができるんですよ」

　言いながら、エーデバルツは離はなれたところに転がっていた剣を拾い上げる。

　タジェスの首を摑つかんだ〈戦機〉は、タジェスの身体を最初に横たわっていた位置まで強ごう引いんに引きずり戻していく。

「ぐ……っ！」

　タジェスは懸けん命めいにもがいたが、〈戦機〉の腕を振りほどくことはできなかった。

　むしろ首を締しめ付ける力が強くなるばかりで、気が遠くなるほどの息苦しさと疲ひ労ろうがタジェスの手足から力を奪うばう。

　もとの場所に戻され、両りよう肩かたを床に押さえつけられる。

　残る二本の腕が喉のど元もとを狙ねらっているのがわかったが、もはやタジェスには身じろぎするほどの力も残されていなかった。

「やれやれ……せめて、人の手で送って差し上げようと思ったのですが。こうなっては仕方がありませんね」

　エーデバルツの言葉とともに、鋭い鉤かぎ爪づめの生えた手を〈戦機〉が振り下ろす。

　両肩は縫い留められたように床から離れず、タジェスにできたのは精せい一いつ杯ぱい首を横に捻ねじることだけだった。

（かわし……きれない！）

　そんな思いが、タジェスの脳のう裏りをよぎった瞬間だった。

「──やめろぉっ！」

　響ひびき渡わたった声とともに、無数の氷の礫つぶてを含ふくんだ突とつ風ぷうが〈戦機〉の上体を直ちよく撃げきした。

　氷ひよう塊かいそのものがぶつかってきたような衝撃が〈戦機〉の巨きよ体たいをよろめかせ、振り下ろされた鉤爪はタジェスの首を逸それて床に突き立つ。

　首の真横に突き刺ささった爪に、しかしタジェスの目が向けられることはなかった。

　飛び込んできた涼すずやかな声が誰のものか、彼にははっきりとわかっていた。突とつ如じよとして巻き起こった突風の正体も。

　あお向けに倒たおれたまま、タジェスは喜色のにじむ声を張り上げた。

「ユート！」







　タジェスが声をあげるのと同時に、ユートは全速力で大広間の入口から駆かけ出した。

　床に倒れたタジェスを取り囲むように、青白い光を放つ環かん状じようの紋もん様ようが描かれている。紋様は光る線で他のいくつもの紋様と結ばれ、広間の床の三分の一近くを占しめる巨大な一つの円えん環かんを形作っていた。

「──タジェス！」

　だが、ユートの目に入っていたのはタジェスと、彼のかたわらに立つ巨大な異形の人ひと影かげだけだった。

　明らかに人間ではない大きさの、四本の腕を持つ鎧姿の兵士。

　その正体に思い至るよりも、ユートが兵士に走り寄って手にした〈イリュウス〉を突き出すほうが早かった。

「はあっ！」

　兵士の胴どうを狙った刃やいばは素す早ばやい動きでかわされ、腕の一本だけを斬きり飛ばす。

　空中に舞まった腕は、無数の光の粒りゆう子しと化して消えていく。

　斬って捨てた手て応ごたえと間近に見上げた姿から、ユートが兵士の正体に気づいたのは次の瞬間だった。

「これは──〈戦機〉か!?」

　答える声はなく、振り上げられた別の腕がユートの頭部を襲おそう。

　横に飛び退いて鉤爪の一いち撃げきを避よけ、ユートは横よこ薙なぎに〈イリュウス〉を振るう。

　二本目の腕がすっぱりと断たたれるのと同時に、〈戦機〉は大きく飛び退すさってユートから距きよ離りを取った。

　ユートは追つい撃げきはせず、床ゆかに倒れたままのタジェスに目をやる。

「大だい丈じよう夫ぶか、タジェス!?」

　やっと〈戦機〉の腕から解放されたタジェスは、苦しげに喉元を手で押さえながらも笑えみを浮うかべて言った。

「おかげさまで、なんとか首と胴どう体たいが繫つながっているよ」

　余よ裕ゆうすら漂ただよわせて告げるタジェスの声は、記憶にあるものと寸分変わりなかった。

　ユートの胸にじわりと熱いものが広がったが、唇くちびるを嚙かみしめてこらえると「そうか」とユートはそっけない声を投げ返す。

「だったら良かった──動けるか？」

「相変わらずつれないなぁ……もう少し喜んでくれてもいいと思うんだけど」

「うるさい、そんなことを言ってる場合か！」

　ユートの声が尖とがったのは、〈戦機〉から少し離れたところに剣けんを携たずさえて立つエーデバルツの姿を認めたためだ。

〈戦機〉が攻こう撃げきを受けるのと同時に素早く飛び退いたらしく、エーデバルツは突風の影えい響きようを少しも受けてはいなかった。

「これは……驚きましたね」

　微び苦く笑しようめいた表情を顔にのぞかせて、エーデバルツは口を開いた。

「まさか、ここを突き止められるとは……手がかりになるようなものは、いっさい残していなかったはずですが」

「タジェスが黙だまって、お前たちの言いなりになっているだけだと思ったのか？」

　ユートは油断なくエーデバルツと〈戦機〉を見み据すえながら、タジェスを抱かかえ起こして手首を縛しばっている縄なわを切る。

　部屋の中には、エーデバルツと〈戦機〉の他ほかに一組の男女の姿があった。

　こちらもユートの急きゆう襲しゆうに気づいて、壁かべ際ぎわに逃れたのだろう。上質な衣服を身につけた細身の男性を、抜ぬき身の剣を構えた女性が背後に庇かばうようにして立っている。

　薄うす茶ちや色いろの髪かみを結ゆい上げ、地味なドレスをまとった女性の顔にユートは見覚えがあった。

　かつて〈戦機〉を復活させたヘイザンのもとで働き、彼が捕とらえられた際に行方ゆくえをくらましていた侍じ女じよラシェンナだ。

　その背後に立っている男性こそが、タジェスの叔父おじであるリオール公──ヴェスカであるはずだった。

「なるほど、監かん視しが甘かったということですか。どんな方法を使って居場所を知らせたのかは知りませんが、助けなど呼べないと思ってつい油断してしまいましたね」

　エーデバルツの声に、ユートは目の端はしでラシェンナの動きを監視しながら皮肉をにじませた言葉を返す。

「タジェスのしぶとさと悪運を馬ば鹿かにすると、痛い目に遭あうということだ。おかげでこっちは助かったけどな」

「……なんだか、あんまり嬉うれしくない言われようだね」

　複雑な表情でタジェスが呟つぶやいたが、ユートはとりあうそぶりも見せなかった。

「それに、タジェスからの報しらせを受け取ることができたのは、お前が置き去りにしたリュイの証言のおかげだ──お前がリオール公に接せつ触しよくしていたことがわかったから、公の領地に捜そう索さくの兵を派は遣けんすることができたんだ」

「リュイが……」

　わずかに驚いたようにエーデバルツは呟いたが、すぐに薄うすい笑みが口元にのぞいた。

「それは、失敗しましたね──やはり温情などかけず、きちんと彼を始末してからあの屋や敷しきを離れるべきだった」

「お前……っ！」

　ユートが思わず声を荒あららげた瞬しゆん間かん、タジェスが頭上を見上げてはっと目を見開く。

「──ユート、上だ！」

　警告の声が響き渡るのと同時に、空中高く浮かび上がっていた有ゆう翼よくの獅し子しがユートへと襲いかかってきた。

　急降下してくる二頭の獅子を、ユートは〈イリュウス〉を一いつ閃せんして斬り捨てる。

　しかし獅子は陽動に過ぎず、注意が逸れた一いつ瞬しゆんの間に〈戦機〉が距離を詰つめて鉤爪の付いた腕うでをユートの首に振ふり下ろしていた。

「──っ！」

　寸前で〈イリュウス〉の刃を爪と首筋の間に割り込ませ、ユートは〈戦機〉の攻撃を受け止める。あまりの威い力りよくに靴くつ底ぞこが床を滑すべり、後方に押しやられそうになるのをユートは両足に力を込めてこらえた。

「く……うあああっ！」

　気合いとともに〈戦機〉の腕を押し戻もどし、ユートは剣を横薙ぎに振るう。

〈イリュウス〉の刃は〈戦機〉の胴体を両断し、真っ二つになった異形の兵士は無数の光の粒つぶとなって消える。

　だが、ユートの周囲にはさらに四体の〈戦機〉が、取り囲むように姿を現していた。

「……ずいぶんとまた、派手な歓かん迎げいだな」

　低く身構えて呟くユートに、エーデバルツが「当然でしょう」と声を投げ返す。

「〈イリュウス〉の主あるじを相手に、手加減などする余裕は私にはありませんので……できることなら、あなたと正面からぶつかるような真似まねは避けたかったのですが」

「そうか──だが」

　ユートの口元に、ごく淡あわく不敵な笑みが浮かぶ。

「ここへ来たのが俺一人だと思っているなら、大おお間ま違ちがいだぞ！」

　声が放たれた瞬間、大広間を横切った閃せん光こうが〈戦機〉の一体に命中した。

　光に吞のみこまれるように〈戦機〉は分解して消え、残る〈戦機〉にも薄く紫むらさきを帯びた閃光が次々と襲いかかる。

〈戦機〉は素早く散開したが、かわしきれずもう一体が閃光の直ちよく撃げきを受けて消しよう滅めつした。

「な……っ！」

　エーデバルツが巡めぐらせた視線がとらえたのは、入口の側そばに立ったアークとカーマイクルの姿だった。

　アークの周囲には、ぼんやりと光を放つ真円がいくつも浮かんでいる。

「あなたは……！」

　愕がく然ぜんとした呟きが、エーデバルツの口から零こぼれ落ちる。

　複雑な曲線で分ぶん割かつされた真円から、再び紫がかった閃光が放たれたのはその時だった。エーデバルツを狙ねらった閃光は、間に飛び込んだ〈戦機〉の身体からだで受け止められる。

〈戦機〉とエーデバルツの注意が逸それた隙すきに、ユートはタジェスの身体を肩かたで支えて床に描えがかれた紋様の上から離はなれる。

　閃光を受け止めた〈戦機〉は一瞬で消滅したが、その後ろにエーデバルツの姿はなかった。

　床に描かれた紋様の中央──〈遺稿ビブリオ〉の置かれた場所にすでに彼は移動していた。

「……参りましたね。あともう一歩というところだったのですが」

　微苦笑を口元にたたえて、エーデバルツは床に置かれた〈遺稿ビブリオ〉を拾い上げる。

　彼の手に剣はなく、かわりに握にぎられていたのは一つの透とう明めいな宝ほう珠じゆだった。

「翼つばさの後こう継けい者しやと、〈イリュウス〉の主を同時に相手取って勝てると思うほど、私は楽観的ではありませんのでね──これで失礼させていただきましょう」

　幸い、〈遺稿ビブリオ〉は手に入りましたし、とエーデバルツは笑みを深めて付け加える。

「逃にげる気か──！」

　ユートが声をあげるのと同時に、アークが鋭するどい声を発する。

「このまま逃がすとでも思うてか!?」

　宙に伸のばした指の先に輝かがやく図形が浮かび上がったが、それが閃光を放つよりも早くアークの死角から有翼の獅子が襲いかかった。

「──ご老体っ！」

　カーマイクルが間に飛び込み、獅子の牙きばを剣で受け止める。

　しかし反対側からも二頭の獅子が現れて、アークへと飛びかかっていった。アークは放ちかけていた閃光の狙いを変え、獅子のうちの一頭を撃うち倒たおす。

　もう一頭の牙が喉のど元もとに食い込む寸前、アークの鼻先に浮かんだ光の図形が獅子の身体を弾はじき飛ばした。

「エーデバルツ！」

　さらに続けて放った光の矢で、二頭の獅子を引き裂さかれた紙し片へんに戻したアークがエーデバルツに向き直る。

　だが、床ゆかに描かれた紋もん様ようの外に歩み出たエーデバルツの身体は、すでに足元から立ち上る円えん筒とう状の光に包まれかけていた。

　エーデバルツの手の中では、透明な宝珠が淡い光を放っている。

「──待て！」

　ユートも支えていたタジェスの身体から腕を離はなして駆かけ寄ろうとするが、最後に残った一体の〈戦機〉が彼の行く手を阻はばむ。〈イリュウス〉で一刀両断に斬きり捨てたものの、その時には四体の〈戦機〉がユートを取り囲むように姿を現していた。

　大広間の床の端はし々ばしに隠かくすように置かれた透明な結けつ晶しようが、輝きを放つのと同時に異形の兵士が形作られていく。アークの眼前にも四体の〈戦機〉が立ち、目を見張るアークにエーデバルツは笑って声を投げた。

「ちょっとした置き土産みやげですよ。では、ご機き嫌げんよ──」

　声が途と切ぎれたのは、エーデバルツが光に包まれて消失したためではなかった。

　彼の胸から生えているのは、背中に突つき立てられた刃やいばの切っ先だった。背中から胸にかけて深々と貫つらぬかれ、言葉のかわりにエーデバルツの口から血が溢あふれる。

　ぐらりと体勢を崩くずしたエーデバルツの背中から、血に濡ぬれた刃が引き抜かれる。

　エーデバルツが床に倒れ伏ふすと、彼の全身を包んでいた光も消失した。光の柱の陰かげに隠れて立っていた人物の姿が、ユートたちの目に入る。

　倒れたエーデバルツを冷たい表情で見下ろしていたのは、細身の剣けんを片手に立っているヴェスカの侍じ女じよラシェンナだった。







　　　　２




「──お前がいずれ私を裏切って〈遺稿ビブリオ〉を奪うばい去るつもりでいることは、最初からわかっていた」

　静まり返った空気に、こつりこつりと床を打つ杖つえの乾かわいた音とかすれた声が響ひびいた。

　色の薄うすい顔にひっそりとした笑えみをたたえて、ヴェスカは床に倒れ伏したエーデバルツを見下ろす。

「すぐに持ち去らなかったのは、うまくすれば解放された〈遺稿ビブリオ〉の力が手に入ると思ったがゆえ……失敗しても、〈遺稿ビブリオ〉さえ手に入れれば何度でもやり直せる。そう思って協力を申し出たのだろう？」

　エーデバルツはわずかに口を動かしたが、洩もれる息は言葉にはならなかった。

　彼の手を離れて床に転がっていた〈遺稿ビブリオ〉を、ラシェンナは身を屈かがめて拾い上げる。

〈遺稿ビブリオ〉を手に床の紋様の中央に足を進めていく彼女を見て、はっとしたようにアークが大声をあげた。

「いかん、そやつを止めろ──！」

　アークの声は、間近に迫せまった〈戦機〉の振り下ろした腕に断たち切られる。

　寸前、空中に広がった真円を枠わくとした光る図形が攻こう撃げきを受け止めたが、同時に別の〈戦機〉の眼前から半月状の光が放たれた。

　カーマイクルがとっさにアークの腕を摑つかんで引き寄せ、体勢を崩したアークの頭の真横ぎりぎりを光がかすめ去っていく。光が突き立った後方の床には、巨きよ大だいな刃は物もので切りつけたような深々とした亀き裂れつが穿うがたれていた。

　アークの様子はユートの目にも入っていたが、援えん護ごに駆けつける余よ裕ゆうはなかった。

　目の前に現れた、四体の〈戦機〉の攻撃を防ぐだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。〈イリュウス〉で一刀両断にしようにも、途切れることなく繰くり出される攻撃になかなか反はん撃げきの機会を摑むことができない。

　むろん、アークの言葉に従ってラシェンナを止めることもできなかった。

「残念だったな、エーデバルツ。私は最初からお前のことは信用などしていない。〈遺稿ビブリオ〉の力を解放するために、お前の知識と技術を利用していたに過ぎない。お前も私を利用しようとしていたのだから、お互たがい様と言うべきだろうが」

　ラシェンナが〈遺稿ビブリオ〉を床の紋様の中央に戻もどすのを見て取り、ヴェスカはタジェスが最初に寝ねかされていた場所へと足を進める。

　タジェスの目がはっとしたように見開かれたのは、その瞬しゆん間かんだった。

「叔父おじ上うえ、まさか──！」

「術に必要な血の量というのは、どの程度のものだと思う？」

　肩かた越ごしにうっすらと笑みを浮うかべた顔を向け、ヴェスカは声を放つ。

「多ければより強力な魔ま力りよくを得られるのは確かだが、術を起動するだけならば──この程度の量でも事足りるのだそうだ」

　ヴェスカは懐ふところから取り出した短たん剣けんの鞘さやを払はらうと、左手首を深く切りつける。

　流れ落ちた血が床の紋様の空白──タジェスが最初に横たえられていた場所──に触ふれた瞬間、部屋全体を満たすほどの輝きが紋様から放たれた。

「──っ！」

　あまりの光量に、タジェスは思わず目を細める。

　休みなく襲おそいかかってくる〈戦機〉のうちの一体を、やっとのことで消しよう滅めつさせたユートも同様だった。

　わずかに姿勢が乱れた瞬間、襲いかかってきた鉤かぎ爪づめをユートは半ば直感だけでかわす。

　交差するように突き出した〈イリュウス〉の刃が装そう甲こうに包まれた腹部を貫き、二体目の〈戦機〉が細かな光の粒つぶへと変わる。残る二体が警けい戒かいするようにユートから距きよ離りを取り、ユートは視界がちかちかするのを感じながら大きく踏ふみ出そうとする。

　次の瞬間、全身に感じていた強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんが跡あと形かたもなく消え去った。

「な……っ!?」

　慌あわてて速度を緩ゆるめた直後、足元から伝わっていた微び細さいな揺ゆれが立っていられないほど強烈なものへと変わった。

「……っ!!」

　ユートはかろうじて両足を踏みしめて転てん倒とうを免まぬかれるが、自力で立っているのがやっとのタジェスは均きん衡こうを崩して床に転がる。

「タジェス！」

　駆け戻ろうとしたユートの脳のう裏りに、静かに冴さえ渡わたった──しかしどこか切せつ迫ぱくした響きを持つ声が届いた。

〝王子、集められた魔力が術式によって物質に変へん換かんされています。反応は多数──場所はこの部屋の──〟

　イリュウスの言葉を、ユートは最後まで聞くことができなかった。

　脳裏に響く声を消し去るように、床を断ち割る音が至るところから聞こえてきたのだ。床を突き破って現れたのは巨大な結晶にも似た透とう明めいな石柱で、ユートの身長をはるかに超こえる高さまで一いつ瞬しゆんで伸のびていく。

「──これは!?」

　困こん惑わくをにじませたユートの声に、答える者はなかった。

　ユートの足元にも不ふ吉きつな音を立てて亀裂が広がり、慌てて飛び退のいた瞬間彼の身体からだのあった場所を太い石柱が貫いていく。

　床を断ち割る音と、石柱同士がぶつかり合う澄すんだ響きが広間中を満たした。







　現れた石柱をユートが呆ぼう然ぜんと見つめていたのは、ほんの一瞬だった。

　ユートは素す早ばやく周囲に視線を巡めぐらせると、タジェスのもとへ駆け戻ってよろめきながら立ち上がろうとしていた身体を支える。

　いまだに激しい揺れが二人の足元を襲い、再び倒たおれそうになったタジェスの身体をユートは両りよう腕うでで抱だき止める。

「大だい丈じよう夫ぶか？　タジェス──」

「このまま死んでもいい気がしてきたよ。君にこんなにも熱ねつ烈れつに抱だき締しめてもらえるなんて」

　思わずタジェスを床ゆかに放ほうり出したい衝しよう動どうに駆かられたが、ユートは寸前でこらえてこめかみに青筋を立てながら言い返す。

「この状じよう況きようでふざけた口が叩たたけるのは、世界でお前一人くらいのものだな。というよりそんな馬ば鹿かは、お前一人で十分だ！」

「それはそうだ、世界中の誰だれよりも君を強く思っているのは私なんだから。君にとっても私が世界で唯ゆい一いつの存在だというのは嬉うれしい限りだよ。たとえ世界一の愚おろか者であっても……愛いとしい人の前では誰しも愚か者になってしまうものなんだ」

「寝ね言ごとか？　寝言なんだな？　目を開けたまま寝るとは器用な奴やつだが、まぎらわしいから即そつ刻こく完全に気を失わせてやる！」

　ユートが拳こぶしを握にぎりしめたところで、タジェスは「冗じよう談だんだよ、冗談！」と笑顔で言う。

「冗談を言ってる場合じゃないだろう！　見てわからないのか!?」
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「まぁ──確かにそんな場合じゃないみたいだけどね」

　タジェスの笑みに苦いものが混ざったのは、周囲を埋うめ尽つくす勢いで突つき出してくる石柱を見たためばかりではなかった。

　石柱の間からは、光る紋もん様ようの上に立つヴェスカとラシェンナの姿が見える。

　紋様の描えがかれている場所を避さけるように石柱は突き出しており、二人の足元の床には亀裂の一つも見当たらなかった。

　中心に置かれていたはずの〈遺稿ビブリオ〉は、ヴェスカの目の高さに浮かび上がっている。

　黒銀の立方体はぬめるような輝かがやきを帯び、それぞれの面に文字とも数字ともつかない細かな記号が躍おどる。瞬またたく間に浮かんでは消える記号が残らず消え去ったあと、立方体を構成する六つの面が割れるように離はなれる。

　開いた隙すき間まから洩れ出した光が、ヴェスカの前で細く長い形を作り出す。

　凝ぎよう集しゆうした光が消えたあとに残っていたのは、蔦つたを巻き付かせたような意い匠しようの銀の杖だった。杖を手に取るのと同時にヴェスカの瞳ひとみに驚おどろいたような光がのぞき、笑みを浮かべて目を伏ふせる彼の手元に浮かび上がった図形が、手首の傷を痕あとも残さずに消し去った。

「ユート、ヴェスカを──！」

　乱立する石柱の間を貫つらぬいて、アークの声がユートの耳に届く。

　休む間も与あたえずに襲い来る〈戦機〉と石柱に行く手を阻はばまれ、彼は大広間の奥へと踏み込むことができずにいるようだった。

「ヴェスカの持っている杖が〈遺稿ビブリオ〉を操あやつる鍵かぎだ！　そいつを破は壊かいしてくれ!!」

　ユートはちらりとタジェスに目をやり、大丈夫だと告げるようにうなずくのを確かく認にんして彼の身体から手を離す。

　ヴェスカへと向かって駆け出そうとしたユートの前に、二体の〈戦機〉が立ちはだかった。

　しかし床から突き出た石柱を回かい避ひするため、速度の落ちた〈戦機〉の動きをユートはしっかりと目でとらえていた。

　攻こう撃げき体勢に移る前に一体の胴どうを斬きり払い、もう一体を正面に浮かびかけた光の図形ごと縦に切り裂さく。二体の〈戦機〉が消失するのを確認しようともせず、ユートは光る紋様の上に立つヴェスカに向かって〈イリュウス〉を振ふり上げる。

「──ヴェスカ！」

　ユートの声に反応し、ラシェンナが手にした剣けんを構える。

　ラシェンナが斬りかかってくるよりも早く、ユートは振り上げた〈イリュウス〉を思いきり振り下ろした。

　刃やいばの軌き跡せきに沿って生み出された突とつ風ぷうが、ごおっと音を立ててヴェスカたちに迫せまる。

　だが、無数の氷片を含ふくんだ風が二人の身体に届くことはなかった。

　二人の周囲に浮かび上がった網あみ目めのような光る紋様に遮さえぎられ、突風は千々に裂かれて消えたのである。

　軽く目を見開いたあと、ユートは床を蹴けって空中に浮かんだ紋様へ斬りかかる。

〈イリュウス〉の刃が紋様に触れた──次の瞬間、叩きつけた刃の勢いがそのまま返されたようにユートは反対方向へと弾はじき飛ばされた。

「──ユート！」

　タジェスが顔色を変えて手を出し、身体全体でユートを受け止める。

　巻き込まれる形で床に転がったタジェスに、ユートは謝罪の言葉を投げようとしたが全身が痺しびれるような衝しよう撃げきに口を動かすこともできなかった。

　薄うすく開いた目に、淡あわく銀に光る杖つえを手にして立つヴェスカの姿が映る。

　悠ゆう然ぜんと立つヴェスカの前では、六つに分かれた〈遺稿ビブリオ〉が等とう間かん隔かくに浮うかんだまま光を帯びていくところだった。円を描くように浮かんだ六枚の板を白光が繫つなぎ、空中に天球図を思わせる複雑な光の紋様が描き上げられる。

「大人しくそこで見ているといい。これが〈遺稿ビブリオ〉の──真の姿だ」

　かすれたような声が不思議とはっきりと耳に届いた瞬しゆん間かん、宙に浮かんだ六枚の板が突き立つように床に降り立った。

　宙に描かれた紋様が、相そう似じ形けいを持つ床の紋様に触ふれるのと同時に、爆ばく発はつするように光が膨ふくれ上がる。

　光は床を伝って〈遺稿ビブリオ〉だった板に流れ込み、手のひらほどの小さな板が巨きよ大だいな漆しつ黒こくの石板へと姿を変える。その中心に現れたのは、大人の身長ほどもある透明な六角柱だった。

（いかん、このままでは──！）

　ユートはわずかに身体を起こし、〈イリュウス〉を支えに立ち上がろうとする。

　しかしヴェスカは彼の動きを見み逃のがしはしなかった。朱しゆ色いろの瞳がちらりとユートに向けられた直後、彼は杖を握っていない手をユートに向かって突き出す。

　空中に差し伸べられた手を中心に、浮かび上がった紋様から一条の閃せん光こうが放たれた。

〝──王子！〟

　脳裏に響ひびいた声に導かれるように、ユートは〈イリュウス〉を眼前にかざした。

〈イリュウス〉の刀身に規則的な光がちらつき、淡く銀に輝く半はん透とう明めいの障しよう壁へきがユートの目の前に現れたのはその時だった。

「──っ!?」

　これまで見せたことのない〈イリュウス〉の能力に、ユートは思わず目を丸くする。

　閃光の直ちよく撃げきを受けても障壁はびくともせず、一いつ瞬しゆん輝かがやきを強めただけだった。ユートは呆然と障壁を見返し、はっと気づいたようにヴェスカに視線を戻もどす。

　再び立ち上がろうとするのと、先さき程ほどのものに倍する揺ゆれが足元を襲おそったのが同時だった。

「うわっ！」

　体勢を崩くずしたユートは、再びタジェスの上に倒れ込む。

「す、すま──」

「君に乗っかられるんだったら、何度でも大だい歓かん迎げいだよ」

　まともに下した敷じきにしたタジェスに、先程の分も含めて謝ろうとした途と端たんに返された一言に、ユートの表情が険しいものに変わる。

「お前という奴はこんな時にまで──！」

「いや、怒おこってる場合でもないと思うんだけど……」

「誰のせいだと思ってるんだ！」

　憤ふん然ぜんと顔を背そむけたユートは、タジェスの笑え顔がおが痛みをこらえるようにわずかに歪ゆがんでいることには気づかなかった。

　激しい揺れに耐たえながら、ユートは前方に立つヴェスカたちへと目をやる。

　二人は揺れの影えい響きようを少しも受けていないようだった。光を放つ紋様のただ中に悠然と立っている彼らの周囲で、ぴしりと床が爆はぜ割れる。

　紋様の外周に沿って突き出してきたのは、先の尖とがった花びらのような形の結けつ晶しようだった。

　人の身長ほどもある透とう明めいな結晶は、幾いく重えにも重なってヴェスカたちの姿を隠かくす。同時にいくつもの石柱が床ごと結晶を持ち上げ、周囲に突き出した石柱とともに大広間の天てん井じようを突き破って天高く伸のびていった。

「な──!?」

　目をむいたユートだったが、呆ぼう然ぜんと見送っている余よ裕ゆうはなかった。

　彼の足元からも、新たな石柱が勢いよく突き出してきたのである。周囲は無数の石柱に埋め尽くされ、逃のがれる隙間もなかった。

「タジェス、摑つかまれ！」

　怒ど鳴なりざまに、ユートは〈イリュウス〉を振るって突き出してきた石柱を打ち砕くだく。

　先せん端たんを打ち砕かれても突き出す石柱の勢いは止まらず、ユートはタジェスの腕うでをしっかりと摑んだままその断面に座り込む形で上に押し上げられていった。

　先に突き出してきた石柱の先端ははるか上に達し、ついには天井を突き破る。

　崩れ落ちる瓦が礫れきは周囲の石柱に阻まれてユートのもとへは届かなかったが、細かな石の破は片へんがばらばらと頭上に落ちてくる。大きな破片だけ〈イリュウス〉で払はらいのけながら、ユートは石柱の断面の上でタジェスに身を寄せた。

　激しい揺れはすでに感じられなくなっていたが、狭せまい石柱の上では身動きも取れない。

　身体からだに伝わる感覚から、なおも上じよう昇しようを続けていることは確かだった。

「ユート……」

　耳元で聞こえたタジェスの声に、ユートは顔を上げずに言葉を返す。

「──ひとまず、ここを脱だつ出しゆつすることを優先するぞ。リオール公を止めようにもこの状態じゃ身動きが取れない」

「……ああ」

　タジェスの返答を聞くか聞かないかのうちに、ユートは背後の石柱に〈イリュウス〉を叩たたきつける。

　あっけないほどの手て応ごたえで石柱は砕かれ、飛び散った破片は細かな光と化して消えた。

　ユートは破片には見向きもせず、慎しん重ちように立ち上がるとタジェスを肩かたで支えるようにして砕けた石柱の断面に飛び移る。

「──うわっ！」

　慌あわてた声をあげるタジェスに目も向けず、ユートはさらに別の石柱を打ち砕く。

　すでに石柱同士がほとんど密着するようにして伸びているため、砕くのも飛び移るのもそれほど難しくはなかった。

　何度か同じ行動をくり返して、ユートとタジェスはやがて密集した石柱の間から抜ぬけ出す。

「……っ！」

　最後の石柱を砕くのと同時に、目に入った景色にユートは息を吞のんだ。

　目の前に広がったのは、ただ青く澄すみわたる空だったのだ。強く吹ふきつけてきた冷たい風がユートの前まえ髪がみと衣服をはためかせる。

　見下ろした景色は、この場所が地上からはるかに離はなれていることを物語っていた。

　半ば予想はしていたものの、ユートは怯ひるんだように足を止める。

　どうやって脱出するか──と自身に問いかけた瞬間、地上を見下ろしたユートの視界の隅すみを黒い影かげがよぎった。

「ユート！　無事か!?」

　かすかに耳に届いた声で、ユートは反射的に見やった影の正体を悟さとる。

　近づいてきたのは、カーマイクルの操る竜りゆうだった。声を張り上げたカーマイクルの後ろにはアークの姿もある。

　二人の無事な姿にユートは内心で安あん堵どしながら、タジェスに低く声を投げる。

「行くぞ！」

「え──」

　答えを待たず、ユートは竜の背中に向かって思いきり跳ちよう躍やくする。

　タジェスを半ば引きずるような形であったため、距きよ離りはまるで足りず二人の身体は宙に投げ出されそうになった。

　慌ててカーマイクルが竜を急降下させ、下に滑すべり込むようにして二人を受け止める。

「ら、乱暴だな……」

　ぼやきながらもタジェスは手を伸ばして竜の背中に摑まり、ユートは「緊きん急きゆう事態なんだから仕方ないだろう！」と語気を強めて言い返す。

「緊急事態にしても、もうちょっとやりようってものが……心臓が止まるかと思ったよ」

「お前の心臓が、この程度のことで止まったりするものか！」

「ちょっと、今のは俺の心臓にも良くなかったけどな……信しん頼らいしてくれるのはありがたいが、せめて一言くらい予告入れようぜ」

　珍めずらしく意見の一いつ致ちを見た二人に口々に言い返されて、ユートは複雑な表情となる。

「……すまん、悪かった」

　素す直なおに謝罪するユートにタジェスとカーマイクルは表情を緩ゆるめたものの、互たがいに顔を見合わせると皮肉げな表情になって目を背けた。

　背中のやりとりにかまわず竜は空高く舞まい上がり、ユートは初めて自分がいた場所を外から眺ながめた。

　無数の石柱は、先へ行くほどに細くなる巨大な塔とうを形作っていた。

　透すきとおった石柱が陽光を受けて輝かがやく姿は、まるで巨きよ人じんの手によって精せい巧こうに拵こしらえられた硝子ガラス細工のようにも見えた。

　根元にあったはずの古城は、突つき出した石柱に吞みこまれてすでに影も形もない。

　あまりにも現実離ばなれした光景に、思わず目を奪うばわれそうになってからユートは前方のアークに思い出したように声を投げた。

「アーク、ヴェスカはあの塔の上に──」

「わかっておる！」

　旋せん回かいした竜の背中で、アークは左手を突き出して目を閉じていた。

　素す早ばやく動く指先の軌き跡せきに沿って光が生まれ、真円をいくつもの直線で分ぶん割かつした精密な図形が見る間に描えがき出されていく。

　隙すき間まを埋うめる複雑な紋もん様ようが、触ふれてもいないのに自然と浮うかび上がってくる。

　アークが目を開くのと、完成した図形が強い輝きを帯びるのが同時だった。

　図形の中心に集束した光が、細かな電光をまといつかせながら目を灼やく閃せん光こうとなって塔めがけて放たれる。

　空の一部を白く染め上げるほどの光は、しかし塔に命中することはなかった。

　伸び続ける塔の先端を正確に射抜こうとする寸前、見えない壁かべに遮さえぎられたように激しい光を周囲に撒まき散らして消えたのだ。

「……っ!?」

　目を見開いたユートの前で、アークが小さく舌打ちの音を洩もらした。

　低く呟つぶやいた声は、隠しきれない苦さに満ちていた。

「……間に合わなかったか」

「アーク……？」

「〈遺稿ビブリオ〉の防衛機能がはたらいておる。不完全な形での解放となったゆえ、防衛機能を構築するには今しばらく時間がかかるかと思っておったが……」

　アークの声を断たち切るように、塔の周囲に浮かび上がった真円を重ねたような図形から白い光が放たれる。

　カーマイクルが表情を硬かたくして手た綱づなをさばき、急旋回した竜の横を光が貫つらぬいていった。

　慌てて竜の背にしがみつきながら、ユートがアークに言葉を投げる。

「どういうことだ!?　さっきは簡単に砕くことができたのに──」

「〈遺稿ビブリオ〉の防衛機能が、あの塔を外部からの攻こう撃げきから守っておるのだ。強度そのものは変わらんだろうが──こうなっては、あの塔を破は壊かいする術すべはほぼなくなったと言えよう」

　苦々しげな口調で、アークは嚙かみしめるように声を発する。

　ユートは塔と手にした〈イリュウス〉を見比べ、アークに視線を戻もどして言った。

「〈イリュウス〉だったらどうだ？　防衛機能とやらがどんなものか知らんが、魔ま術じゆつによって作り出されたものなら……」

　アークが答えようと口を開きかけた時、竜のすぐ脇わきを純白の閃光がかすめていく。

　大きく体勢を傾かたむけた竜の背中で、ユートは先さき程ほどと同じ図形が塔の周囲に無数に浮かんでいるのを見た。

　いっせいに放たれた光は、かわしきれないほどの密度でユートたちへと襲おそいかかる。

「──くっ！」

　アークが空中に手を差し伸のべるのと、ユートが〈イリュウス〉を握にぎり締しめた手を振ふり上げるのが同時だった。

　アークの指先に浮かび上がったのは、真円に複数の方形を重ねた図形だ。

　瞬しゆん時じに浮かんだいくつもの図形は盾たてのように純白の閃光をうけとめたが、途と切ぎれることなく襲いかかる閃光に耐たえきれず次々と消しよう滅めつしていく。最後の一つが光を放って砕くだけ散ったあと、かわって閃光を受け止めたのは淡あわい銀に輝く半はん透とう明めいの障しよう壁へきだった。

「……これは？」

　同じ色に輝く〈イリュウス〉の刀身を、タジェスは驚おどろきを隠かくせない表情で見つめる。

　タジェスの声は耳に入っていたが、ユートに答えを返すことはできなかった。

　半ば操あやつられるように〈イリュウス〉を掲かかげたまま、白光を食い止めている防ぼう壁へきに意識を集中する。頭の中にいやに鮮せん明めいに、イリュウスの声が流れ込んできた。

〝過か負ふ荷かにより防壁が消滅します、王子。その前に離り脱だつを──〟

「この場所から離れろ、カーマイクル！」

　ほとんど考えることなく声をあげるのと同時に、ユートの正面に浮かんでいた半透明の壁が音もなく砕け散る。

　叩きつけるような衝しよう撃げきが竜の身体を吹き飛ばしたが、カーマイクルは素早く手綱を操って竜の体勢を立て直す。大きく軌き道どうを乱したことが結果としては功を奏し、急降下した竜の身体のあった場所を白光が貫いていった。

　だが気を抜ぬく間もなく、塔の周囲に浮かんだ図形からなおも光が放たれる。

「──ちっ！」

　カーマイクルは竜の速度を上げ、不規則な軌道を描いて放たれる光をかわす。

　乱らん舞ぶする光の一部は眼下の森に突き立ち、光に触れた木々と大地を一いつ瞬しゆんで蒸発させた。その光景を目の端はしでとらえて、ユートの表情が硬くなる。

「仕方がない、ここはいったん退くぞ！」

　アークの声も、ユートの耳には半ば届いてはいなかった。

　目まぐるしく方向を変える竜の背中から振り落とされないように、懸けん命めいにしがみつきながら遠ざかっていく塔を目で追い続けていた。







　塔から十分な距離を取り、攻撃を振り切ったと確信したところでカーマイクルは竜りゆうの速度を緩めた。

　高度を下げ、竜は森の中に伸びる道の上へと降り立つ。

　古城に向かう際に通った道ではなく、馬車が十分通れるほどの幅はばを持った道だった。

　ヴェスカが古城への出入りの際に利用していたものだろう。上空からアークが捜そう索さくした際に見つからなかったのが不思議だが、古城を隠していたのと同じ目くらましの術がこの道にもかけられていたようだった。

　ユートが竜の背から下りるのと同時に、彼が手にした〈イリュウス〉は白い長衣をまとった人の姿に変わる。

　清水のように流れる癖くせのない銀ぎん髪ぱつと、完かん璧ぺきに整った怜れい悧りな美び貌ぼう。

　精せい緻ちな装そう飾しよくを施ほどこした銀の額がく環かんと、同じ意い匠しようの胸むね飾かざりを身につけた青年はユートの側そばに控ひかえるように立つ。彼こそがユートの持つ精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉に宿る精霊イリュウス──同時に世話係としてユートに付き従うイルの真実の姿でもあった。

「あの塔は……いったいなんなんだ？」

　タジェスが地上に降りるのを手伝いながら、ユートはアークに問いの言葉を投げた。

　先に地上に降りていたアークは、ぐったりと疲つかれたように地面に座り込んだまま顔を上げて言った。

「あれは、〈遺稿ビブリオ〉が作り出した疑ぎ似じ物質──より効率的に〈遺稿ビブリオ〉に収蔵された術式を展開するための魔術装置よ。いわば〈遺稿ビブリオ〉という頭脳が作り出した手足……〈遺稿ビブリオ〉の一部と言っても良い」

「〈遺稿ビブリオ〉の……一部？」

　呟いたユートの目が、古城のあった方向に伸びていく道の先に向けられる。

　わずかに眉まゆを寄せたのは、近づいてくる人馬の気配をとらえたためだった。素早くユートはイリュウスに目配せを送り、イリュウスはユートの意図を汲くみ取って眼鏡をかけた青年の姿に変化する。

　同時にカーマイクルはひらりと竜の背中に飛び乗り、木々の間にわずかに見える空へと舞まい上がっていった。

　梢こずえの間に竜の姿が完全に消えたところで、騎き馬ばの影かげが道の先に姿を現した。

　かなりの速度で駆かけてくるのは、簡素な鎧よろいを身にまとったニーザベイムの兵士だった。

　先頭の人物に見覚えがあるのに気づいて、ユートは思わず声をあげる。

「──アネサム隊長!?」

　ユートの声に、アネサムも目を丸くして大声を返す。

「ユーディルシア王子!?　なぜ、我々よりも早くこの場所へ……!?」

　言いかけたアネサムの目が、ユートの隣となりに力なく座り込んでいるタジェスの姿をとらえてさらに大きく見開かれる。

「タジェス殿でん下か!?　では、救出はなされたので……」

　困こん惑わくと混乱を瞳ひとみに宿しながら、アネサムは馬の速度を落としてユートたちの前で止まる。

　背後の兵士たちに停止の指示を出すと、彼は馬を下りてタジェスの前に片かた膝ひざをついて深々と頭を下げた。

「無事に戻られたことを、まずは心よりお喜び申し上げます。殿下の救出になんのお力ちから添ぞえもできず申し訳ございませんでした。この責任は、私が身をもって……」

「そんなことはあとだ！　そちらに被ひ害がいは出ていないか!?」

　割り込むようにユートが声を発し、アネサムは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった表情でユートとタジェスを見比べる。

　タジェスがうなずきを返すのを見て、アネサムはユートに視線と言葉を向けた。

「古城の崩ほう壊かいに巻き込まれた兵士はおりません。ユーディルシア王子の厳命で、古城の周囲を包囲するに留とどめておりましたから……妙みような柱が突つき出してくるのを見て、さすがに突とつ入にゆうを命じようと思ったのですが、古城が崩壊するほうが早く手をつかねて見守るしか……」

　悔くやしげな色がアネサムの声ににじみ、ユートは少しだけ表情を緩ゆるめて首を横に振る。

「いや、突入を思い止とどまってくれて良かった。アネサム隊長のおかげで無む駄だな犠ぎ牲せいを出さずに済んだ──本当によくやってくれた」

「突入に強きよう硬こうに反対したのはケイオスです。古城が完全に崩壊する前に、退たい避ひするように助言したのも……少しでも遅おそければ、あの柱に取り囲まれて身動きが取れなくなるところでした。礼を言うのならば、彼に言ったほうがよろしいでしょう」

　軽く肩かたをすくめるアネサムの視線の先には、馬にまたがって近づいてくるケイオスの姿があった。

　ケイオスの後ろには、古城の前庭に停とめてあった二頭立ての馬車も見える。

　ユートの目にのぞいた疑問に答えるように、アネサムが馬車へと目をやって告げた。

「彼が捕らえたレイドという男の他ほかに、古城には下働きの人間が数名残っておりました。彼らを同行するのに馬車を……」

「……そうか」

　小さく安あん堵どの息を吐つくユートに、アネサムは膝ひざをついたまま声を投げやる。

「ユーディルシア王子も、ご無事でなによりでした。タジェス殿下をあの城から助け出してくださったことに深く感謝いたします。あの妙な柱が古城を完全に覆おおい尽つくした時は、もうお終しまいだとばかり……本当によく生きて戻もどってくださった」

　わずかに上げたアネサムの瞳の奥に、苦く笑しようともあきらめともつかない光がよぎる。

「どのようにして殿下を助け出したのか、どうやって私どもよりも早くこの場所にたどり着いたのか──非常に気にはなるところですが、あえて聞きはいたしますまい。手段はどうであれタジェス殿下を助けてくださった、それだけで私にとっては十分です」

　ユートは微び妙みような表情でアネサムから視線を逸そらし、アネサムは無ぶ精しよう髭ひげの目立つ顔ににやりと微笑を浮うかべる。

　ちょうどそこに近づいてきたケイオスが、馬を下りてユートに声をかけた。

「ユーディルシア王子、ご無事で──」

「あ、ああ……」

　ほっとした表情で、ユートはケイオスに目をやる。

　ケイオスはタジェスの姿を見て、ほんの一瞬だけ瞳の表情を和やわらげたが、ユートに戻した目にはどこか焦あせりに似た光がのぞいていた。

　ユートがそれに気づいて訝いぶかしげな表情を浮かべるのと同時に、立ち上がったアネサムがユートに言葉を投げた。

「ああ、ゆっくり無事を喜んでいられる場合でもなかったですな。一刻も早く、殿下を連れてこの場を離はなれないと……」

「どういうことだ？」

「古城から出てきたのとよく似た柱が、森の中にもあちこち生えてきているんですよ。古城があった場所を中心に──柱に寄るとひどい目め眩まいや脱だつ力りよく感に襲おそわれ、周囲の草木もまるで生命を吸い取られるように枯かれていくもので、兵士たちが恐きよう慌こう状態に陥おちいりまして」

「それは……」

　目を見開いたユートは、側に立っていたアークへと視線を移す。

　黙だまってやりとりに耳を傾かたむけていたアークの顔には、半ば予期していたような渋しぶい表情が浮かんでいた。

「アーク、なにか心当たりが……？」

　わずかな沈ちん黙もくのあと、アークは吐と息いきとともに言った。

「やはりリオール公の血に宿る魔ま力りよくだけでは、〈遺稿ビブリオ〉を完全に解放するのには足りなかったのだ。本来の力を取り戻すために、不足している魔力を〈遺稿ビブリオ〉自身が集めているのだろう。大地にも生物にも、わずかながら含がん有ゆうしている魔力がある……〈遺稿ビブリオ〉は、それらを根こそぎ集めているのだ」

「根こそぎ……？」

　よろめきながら立ち上がったタジェスが呟つぶやいた時、兵士たちの後方で悲鳴じみた叫さけび声があがった。

「こ、ここにも──！」

「もうこんなところまで生えてきたのか!?」

「落ち着け！　柱から離れればすぐには被害を受けん！　隊列を整えろ！」

　アネサムが怒ど鳴なり声を返し、ユートたちへと視線を戻す。

「急いでここを離れましょう──王子の馬を！」

　後方に向かって呼びかけると、二名の兵士がユートとイルの乗っていた馬を連れてくる。

　ユートは急いで愛馬に飛び乗ると、タジェスに向かって馬上から手を差し出した。

「乗れ、タジェス！」

　タジェスは微笑してユートの手を摑つかみ、ややぎこちない動作で馬にまたがる。

「しっかり摑まっていろよ──落としても回収できんぞ！」

「では、君の許可も出たことだし遠えん慮りよなく」

　むしろ嬉うれしそうな様子でタジェスはユートの胴どう体たいに腕うでを回し、ユートはわずかに眉を寄せて口を開きかけたものの、なにも言わずに視線を前に戻す。

　アークはイルと同乗し、全員の準備が整ったところでアネサムが兵士に号令をかけた。

「リーグ村まで戻るぞ！　全速前進！」

　駆け出した馬の背中から、ユートは一いつ瞬しゆんだけ背後を眺ながめやった。

　隊列を作った兵士たちの後方に、透とう明めいな石柱がゆっくりと伸のびていくのが見えた。

　塔とうを形作っているものに比べると、ややくすんだ色をしている。石柱の周囲の木々の葉が、色を変えて落ち始めているのがユートの目に入った。

　すぐに石柱の姿は見えなくなったが、ユートの顔には険しい表情が残っていた。

　前方に視線を戻す寸前、同じように厳しい表情をのぞかせたタジェスの顔がユートの視界の端はしに引っかかった。
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　タジェスを後ろに乗せて、ユートは森の中に続く道を馬で走り抜ぬけていった。

　細い道はやがて、馬車二台がすれ違ちがえる広さの道路に合流する。舗ほ装そうこそされていないものの、整備された路面の様子と周囲の景色から、ユートはディエから兵士の駐ちゆう留りゆうする村に向かう途と中ちゆうに通った道だとわかった。

　アネサムの指示で、兵士たちは村へと向かって馬を走らせていく。

「大だい丈じよう夫ぶか、タジェス？」

　一定の速度を保って走る馬の背中で、ユートは背後のタジェスに声をかける。

　二人乗りであることに加えて、ディエからの強行軍でユートの愛馬も全力疾しつ走そうとはほど遠い速度しか出せなかった。

　だが、ユートの身体からだに摑まっているのが精せい一いつ杯ぱいのタジェスにはむしろ幸いと言えた。

　本調子の愛馬をユートが全力疾走させていれば、とっくの昔にタジェスは馬の背中から振ふり落とされていただろう。

「あ……ああ」

　顔に疲ひ労ろうの色をにじませながらも、かすかな笑えみを浮かべてタジェスは応こたえた。

「君の感かん触しよくをこうして確かめていられるだけで、力が湧わいてくるような気がするよ」

「……重じゆう症しようみたいだな。主に頭が」

　ユートは顔を引きつらせて言葉を返したが、胴どうに回されたタジェスの手を振りほどこうとはしなかった。

　いつもの軽口は健在だが、タジェスの腕にはほとんど力が入っていなかったのである。

「もうすぐ村が見えてくる！　あともう少しの辛しん抱ぼうだからしっかり摑まってろ！」

「言われなくとも──いっそこのまま、どこまでも走っていきたいくらいだ。君に怒おこられずに抱だき締しめる機会なんてそうそうないんだから……」

「……今からでも他の誰だれかに同乗させてもらうか？」

　本気の怒いかりをたたえた視線を向けられ、タジェスは笑いながら首を横に振る。

　間もなくユートたちはリーグという名の村に到とう着ちやくし、タジェスを休ませるために村長の家に向かった。

　小さな村のことで、客人を泊とめるような設備は村長の家の客間以外にはない。

　タジェスはユートの手を借りて馬を下りると、アネサムが先行させた兵士の報しらせを受けて大急ぎで整えられた客間へと入っていった。

「──タジェス殿でん下か！」

　部屋の中でタジェスを待っていたのは、思いがけない人物だった。

「よくぞご無事で戻られました！　まったく、一時はどうなることかと……！」

　声を詰つまらせるのは、栗くり茶ちや色の髪かみを丁てい寧ねいに撫なでつけた初老の男性である。

　地味ではあるが上質な衣服に身を包み、手入れの行き届いた口くち髭ひげにも髪にもちらほらと白いものが混ざっている。ユートも男性の顔には見覚えがあったが、以前に比べて髪に混ざる白しら髪がの量は増えたような気がした。

「……シーバス？　タジェスの家令の……」

　記き憶おくをたどりながら口を開くユートに、男性──シーバスは深々と一礼する。

「はい。ユーディルシア王子にはいかにお礼を申し上げればよいか……タジェス殿下の容疑を晴らしてくださったのみに留とどまらず、身の危険もかえりみずに敵地に突とつ入にゆうして殿下を救出してくださったことに、心より感謝申し上げます」

「シーバス……なぜ、ここに？」

　ユートに支えられながらタジェスが発した問いに、シーバスは情けなさそうに顔を歪ゆがめる。

「殿下の居場所が判明したと聞いて、取るものも取りあえず駆かけつけた家人に対してのお言葉ですか、それが？　王太子殿下の暗殺未み遂すい容疑が殿下にかけられて、私ども家人も取り調べのために拘こう束そくされ、ようやく拘束が解かれたと思ったら今度は殿下が行方ゆくえ不明となって……どれだけ心配したと思っておられるのです？」

「ああ、いや……」

　詰め寄られてたじろぐタジェスの横から、ユートが控ひかえめに言葉を差し挟はさむ。

「とりあえず、タジェスを休ませてやってはどうだろう……？　怪け我がはないのだが、けっこう体力を消しよう耗もうしているようなのでな……」

　ユートの言葉に、シーバスははっと我に返ったようにタジェスの顔へと目をやる。

　タジェスの顔に隠かくしきれない疲労の色を見て取ると、シーバスは慌あわててユートに手を貸して真新しい敷しき布ふの敷しかれた寝しん台だいにタジェスを横たわらせた。

「申し訳ございません、殿下……お疲つかれのご様子に気づきもせず」

「……いや、一歩も動けないほどじゃないから」

　わずかに苦く笑しようじみた笑みを浮うかべるタジェスに、ユートは腕うで組ぐみをして呆あきれた声を投げる。

「馬から下りた途と端たんに一歩も動けなくなったのは誰だ？　いっそ抱だき上げて運んだほうが早いくらいなのに、意地を張って歩くというから肩かたを貸してやったんじゃないか」

「ばらさないで欲しいな……それに、君に抱き上げられて運ばれるのはさすがにちょっと……逆なら大だい歓かん迎げいなんだけど」

「自力で歩けもしないくせになにを言ってる！　せめて人を杖つえがわりにしなくてもよくなってから言え、そういうことは！」

「つまり元気になったら、君を抱き上げてもいいということかい？　だったら一刻も早く体力を取り戻もどさないと」

「どうしてそういう話になるんだ!?　お前の頭にはパン種でも詰まっているのか？」

　手を握にぎろうとするタジェスを強ごう引いんに寝台の上に押し戻すと、ユートは入口の側そばで面おも白しろそうにやりとりを眺めていたアークに声をかける。

「一応こいつを診みてやってくれ。外傷はないようだが……魔ま術じゆつで攻こう撃げきを受けたのなら、お前の専門分野だろう？　ああ、頭の中身は治しようがないから気にしなくていい」

「その言い方はあんまりじゃないかな……？」

「だったら、そう言われないような行動を心がけろ！　場所も状じよう況きようもかまわずふざけた言動を取るような人間が、どの口さげてまともだと言う気だ？」

　ふんと顔を背そむけてユートは寝台の側を離はなれ、アークがかわってタジェスに近づく。

　シーバスはちらりと警けい戒かいするような瞳ひとみをアークへと向けたが、ユートが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている様子であるのを見て取って、なにも言わずにアークの手元を見守っていた。

　アークはしばらくタジェスの身体に手をかざすと、難しい顔で呟つぶやくように言った。

「……使われたのは、精神に打だ撃げきを与あたえる系統の魔術のようだ。普ふ通つうなら記憶や知覚に障害が残るくらいの威い力りよくであったようだが──生来の魔ま力りよくの高さが、魔術に対しての抵てい抗こう力も強めておったか。にしても、これだけ精神力を損そこなってよく動くことができたものだ」

　眉まゆを寄せて、アークはすいと空中に指を滑すべらせて光る図形を描えがき始める。

　完成したのはいくつかの曲線と円を組み合わせた簡潔な図形だったが、光を放って消えるのと同時にタジェスの顔にわずかに赤みが差した。

「失われた精神力を補うことはできんが、無理に動いて消耗した体力を回復させる程度のことはできる。あとはゆっくり休んで、精神力が回復するのを待つだけだな。なに、これなら後こう遺い症しようが残ることもなかろう」

　アークの言葉に、ユートは無意識のうちに肩に込めていた力を緩ゆるめる。

　よかった、と口にした言葉も自覚のないものだった。アークのにやにや笑いとタジェスの嬉うれしそうな表情で、ユートは自分が口にした言葉の内容を悟さとる。

「し……心配くらい、するのが当たり前だろうが！　あれだけ苦労して助け出したのが無む駄だになってはたまらないからな！」

「儂わしはまだ、なにも言っておらんが？」

　からかうような口調で告げるアークを睨にらみつけ、ユートは足早に部屋の入口へと歩み寄っていく。

　なにか言いかけるタジェスを制するように、ふり返ってユートは言った。

「とにかく、お前は体力が回復するまで大人しく寝ねていろ！　あとの面めん倒どうはシーバス、お前に任せる！」

「喜んでお受けいたします、ユーディルシア王子」

　うやうやしく頭を下げるシーバスに見向きもせず、ユートは入口の近くに立っていたイルの腕うでを摑つかんで部屋を出て行こうとする。

　直前、寝台の上からタジェスがユートの背中に向かって声を投げた。

「ユート」

　扉とびらを開けようと伸のばしかけたユートの手が、空中でぴたりと止まる。

　立ち止まりはしたものの、ふり返らずに動きを止めているユートにタジェスは柔やわらかな微笑を浮かべて告げた。

「言い忘れていたけど──助けに来てくれて、本当にありがとう。君とまたこうして話をすることができて嬉しいよ」

「……俺が、助けに行かないとでも思ったのか？」

　見くびるな、とユートは不ふ機き嫌げんそうな声を肩かた越ごしに投げ返す。

　タジェスは笑えみを深めて、ゆっくりと首を横に振った。

「いいや。きっと君は私を助けに来てくれるだろうと信じていたよ。どんなに手がかりが少なかろうとも、決してあきらめたりしないと……その思いが、最後の最後で私を支えてくれた。君は、私にとっての希望だったよ」

「……俺も、お前を信じていた」

　低い声を、ユートはふり返らずに投げやった。

「どれだけ困難な状況であろうと、あきらめずに最善の手を模も索さくしているだろうと……お前は俺の信頼に応こたえてくれた。お前が鳥に託たくした手紙があったから、ぎりぎりでお前を助け出すことができた──礼を言うのは、こっちのほうだ」

　わずかにふり返った頰ほおが、うっすらと赤く染まっていることにタジェスは気づいた。

「ありがとう。信じてくれて──俺も、お前とまた話をすることができて嬉しい」

　最後に一言付け加えると、ユートは赤くなった頰を隠すように前を向いて部屋を出て行く。

　イルはタジェスにぺこりと一礼すると、慌ててユートの背中を追いかけた。二人の背中は、閉じられた扉の向こうに間もなく消える。

「王子～！　照れ臭くさいからって人を置いてきぼりにしないで──痛っ！」

　遠ざかっていく足音とともに、イルの声が悲鳴じみた叫さけびで断たち切られるのが室内の人々の耳にかすかに届いた。







　広大な森林のただ中に、陽光を受けて燦さん然ぜんと輝かがやく巨きよ大だいな塔とうの姿があった。

　無数の透とう明めいな石柱によって形作られた塔は、自然の結けつ晶しようのようにも高度な計算によって生み出された人工の建造物のようにも見えた。

　森をはるか眼下に見下ろす塔の頂上には、王おう冠かんのように八面体の結晶が輝いている。

　虹にじ色いろに光を弾はじく結晶体は、透明であるのにもかかわらず乱反射する光で内部を見み透すかすことはかなわなかった。

　塔は下部に行くにつれて太くなり、地面から突つき出した無数の石柱の中に消える。

　乱立する石柱の周囲には、白茶けた色に姿を変えた大地が広がっていた。

　枯かれ果てた草木は地面に同化し、大木の残ざん骸がいだけが亡ぼう霊れいのように立っている。生気のかけらもない乾かわいた大地は、塔を中心に刻々と範はん囲いを広げてゆきつつあった。

　森の中に点在する石柱の周辺からも、じわじわと不毛の大地が広がり始めている。

「……こりゃあ、ひでぇな」

　離れた空の高みから森を見下ろして、カーマイクルはわずかに顔をしかめた。

　塔の姿をぎりぎり確かく認にんできるかどうかといった距きよ離りであったが、森の一部が色を変えているのははっきりと見てとれた。

　白く風化した大地の周囲には、数倍の面積の茶色の染しみが広がっている。

　カーマイクルは変色した森を一いち瞥べつすると、竜りゆうの首にかけた手た綱づなを操あやつって別の方向へと降下させていった。







　ユートは村長の家を出ると、人の少ない方向に向かって足を進めていった。

　村の中のいたるところに、忙いそがしげに行き交かう兵士の姿がある。古城のあった場所に出現した謎なぞの塔と、木々を枯らす不気味な石柱の存在が彼らに休む間を与えないようだった。

　今のところ村の側にまで被ひ害がいは及およんでいないが、万が一近くに石柱が現れるようなら村人を避ひ難なんさせる必要がある。アネサムはディエの王太子にも急使を出していたが、返答が来る前に事態が動く可能性は大きかった。

　村人たちへの説明や避難の計画を立てるのに忙しいらしく、アネサムはタジェスを村長の家まで案内したきり一度も姿を見せてはいない。

　慌あわただしげな兵士たちの姿や不安を隠かくせない村人たちの様子に、なにか手伝うべきだろうかという考えがユートの頭をかすめる。だが、正直今はタジェスを助け出した安あん堵どと塔の出現に対する混乱で、まともに思考が働くとも思われなかった。

　村の中心から少し外れた丘おかの上で足を止め、ユートは大きく身体からだを伸ばして息を吸う。

「王子……」

　後ろについてきていたイルが、控ひかえめに声を投げやる。

　ユートは吸い込んだ息を吐はき出すと、かすかな笑みを浮うかべて言葉を返した。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと頭を冷やして考えを整理しようと思っただけだ。なにしろ今日は、あまりにも色々ありすぎたからな」

　無言で立つイルの目には、ユートを案じる色がはっきりと浮かんでいた。

　困ったような表情はいつも通り緊きん張ちよう感かんのないもので、瞳に見え隠れする感情との落差が妙みようにちぐはぐな印象を与える。

「それより、お前こそどこか不調はないか？　非常事態とはいえ、かなり無む茶ちやな使い方をしてしまったが──」

「私は平気ですよ。あれくらい、無茶したうちにも入りません」

　語調を強めてきっぱりと言い放つイルに、ユートは少し驚おどろいたように目を丸くする。

「そうか……？　だが、魔ま術じゆつの攻こう撃げきをまともに受け止めていたし──お前にあんな防ぼう壁へきを作り出す力があるなんて、今まで全然知らなかったけどな。おかげで命拾いできたが……いきなりだったから驚いたぞ。あんな力、どこに隠していたんだ？」

「……私にもわかりません」

　ぽつりと、どこか途と方ほうに暮れたような口調でイルは言葉を返した。

「覚えていないんです。あの術式は、私の記き憶おくにあるものではなかった……なぜ使えるはずもない術を行使できたのか、私にもまったくわからない。ただ王子を守らなければと、あの時はそれしか考えられなくて……」

　呟つぶやくイルの顔から、次し第だいに表情が抜ぬけ落ちていく。

　宙の一点を見み据すえて動かない彼の顔は、精せい霊れいとしての本来の容よう貌ぼうに限りなく近い怜れい悧りさを漂ただよわせていた。

　ただ、眼鏡の下の薄うす水色の瞳ひとみだけが、不安を宿して頼たよりなく揺ゆれていた。

「記憶にない術を行使できたということは、私の記憶に自覚していない空白部分があるということになります。存在しないのではなく、抹まつ消しようされた記憶──私が覚えているよりもはるかに強力な術が空白部分に埋うもれているということは、私が思っている以上に私という存在は危険なのかもしれません」

　ほとんど感情の混ざらない声で、淡たん々たんと語るイルをユートはまばたきもせずに見返す。

　口元をぐいと曲げると、ユートはイルに近づいて頭を平手で軽く叩たたいた。

「お……王子？」

「なにを寝ねぼけたことを言ってるんだ？　危険だって？　お前の力がなければ、今ここに俺が立っていることはなかったんだ。記憶にあろうがなかろうが知るものか。お前のことだから、ずっとど忘れしていたものを急に思い出したんだろう」

　言い聞かせるような口調で告げて、ユートは視線をはるか遠くの空へと移す。

　イルはなにか言いたげな表情でユートの横顔を見つめていたが、彼が言葉を口にするよりも先にユートは視線を動かさずに言った。

「お前は危険なものなんかじゃない。あの時、お前が守ってくれなかったら俺もタジェスたちも無事じゃ済まなかった。お前の記憶の空白部分に眠ねむる術がどれだけ強力なものであっても、人を守ろうとする意思を持つ存在が危険なものであるはずがない」

「でも、王子……」

「どんな力がお前の中に眠っていたとしても、人を害するものでなければ恐おそれる必要などないだろう。少なくとも俺は、お前の力を悪用しようとは思わない。だったら問題はないはずだ。お前は俺の剣けんで、俺はお前の主あるじなのだから──そうだろう、イリュウス？」

　ほのかな微笑を口元に漂わせたユートに視線を向けられて、イルは少し沈ちん黙もくしてからふっと息を零こぼすように笑った。

「……はい、我が主」

　いくつかの表情が混ざり合った末に、微び笑しようとなったような複雑な笑みだった。
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　ユートはイルの顔を見つめ返したまま口を開きかけ、背後から近づいてくる足音に気づいて素す早ばやくふり返った。

　丘に伸のびる道を踏ふみしめて登ってくるのは、アークの小こ柄がらな姿だった。

　アークは無言のまま歩み寄ってくると、ユートの隣となりで足を止める。

　風にそよぐ白い衣ころもと白金の髪かみを横目に眺ながめ、しばらくの間のあとユートは問いの言葉を口にした。

「……アーク、これからどうする気だ？」

「どうするもなにも、〈遺稿ビブリオ〉をこのまま放置しておくわけにはいかん」

　半ば考えに沈しずみ込んでいるらしく、アークの声はどこか上の空であるように聞こえた。

「魔ま力りよくの吸収は数日もすれば収まるだろうが、それまでにどれだけの土地が枯れ果てるか……まぁ、それはニーザベイムの問題で儂わしが気にすることではなかろうがな。問題なのは、ヴェスカが完全なる〈遺稿ビブリオ〉の力を手に入れることのほうだ。タジェスが言うには、ヴェスカは〈遺稿ビブリオ〉を使って生み出した兵器の力を背景に、戦いくさを起こそうとしているとのこと……」

「戦を……？」

「古代の兵器の力を用いれば、あるいはそれも可能となるかもしれん。現代の兵力では対たい抗こうできぬ力なのだから──絶対的な力を見せつけられれば、他国に攻せめ入るというヴェスカの言葉に賛同する者も現れよう」

「そんなことを、ルーイン王太子が……レイゼル国王も許すはずがないだろう！」

　思わず声を荒あららげるユートに、アークは苦い笑えみをのぞかせた瞳を向けた。

「確かに……だが、欲よくに目がくらんだ人間はなにをしでかすかわからん。最悪、力ずくで王や王太子を排はい除じよするという可能性もある。ヴェスカが〈遺稿ビブリオ〉の力を手に入れれば、奴やつを止めることのできる人間はもうニーザベイムにはいないのだから」

　だからこそ、とアークはユートの顔に目を向けて語調を強める。

「今のうちに奴を止めねばならんのだ。ヴェスカの手から〈遺稿ビブリオ〉を奪うばう──もしくは破は壊かいする。そうしなければ、ニーザベイムは破は滅めつへの道を歩み始めることになる。周辺の国々を巻き込んでな」

「………」

　ユートの表情が厳しくなったのは、巻き込まれる国のうちにフォーレも含ふくまれていることを察したためだった。

　ニーザベイムからは多少の距離があるが、いずれは攻め入られることになるだろう。

　実際に六年前、危あやうく攻め滅ほろぼされるところだったことを思い出して、ユートはかたわらに立つイルをちらりと見やる。

「……止める手立てはあるのか？」

　アークに視線を戻もどすと、ユートは低く抑おさえた声で問いかけた。

　返されたのは重い沈黙で、眉まゆを寄せてうつむくアークの肩かたに思わずユートは手をかける。

「アーク？　まさか、方法がないなどと……！」

「方法はある」

　呟くように言って、アークは顔を上げる。

　艶つややかな紫むらさきの瞳の奥にのぞくのは、覚かく悟ごとも苦く慮りよともつかない光だった。

「〈遺稿ビブリオ〉の防衛機能はほぼ無敵と言ってもよいが、周囲から無む秩ちつ序じよに魔力を集めている今の状じよう況きようならば打てる手もある。一時的に防衛機能を無力化して、あの塔とうの内部に乗り込む方法がな──だが、それは儂一人の力では不可能だ」

「それは……つまり」

　ユートの目に理解の色が浮かぶのを見て、アークはうなずきを返す。

「そうだ。そなたの協力なくば実行には移せない。しかし今回ばかりは、力を貸してくれと簡単に言うわけにもいかぬ……あまりにも危険が大きすぎるのだ。そなたにとっても、〈イリュウス〉にとってもな」

「……どういうことだ？」

　訝いぶかしげな色を声ににじませて、ユートは問い返す。

　自分が危険だというのなら納なつ得とくできた。〈遺稿ビブリオ〉の力を借りてヴェスカが行使した魔術──その強力さは身に染しみて理解させられている。同様の、あるいはそれ以上に強力な魔術や兵器を相手取るのなら、危険はあって当然といえるだろう。

　だが、アークが口にしたのはそれとは別種の危険であるように感じられた。

「〈イリュウス〉が危険というのは……まさか〈イリュウス〉を破壊するほどの力を〈遺稿ビブリオ〉が持っているということなのか？」

　アークはわずかに視線を逸そらすと、いいや、とかぶりを振ふってみせる。

「いかに〈遺稿ビブリオ〉といえど、古代の最強の兵器の一つである〈イリュウス〉を破壊するほどの力はない──が」

　言葉を切って、アークは言いにくそうに重い口調で続ける。

「もはや〈遺稿ビブリオ〉を破壊する以外に方法はない。だが今の〈イリュウス〉で〈遺稿ビブリオ〉を破壊しようとすることは、〈イリュウス〉自身にも大きな痛手を与あたえる結果となろう。使い手であるそなたの心身にも」

　ユートの顔つきがさらに訝しげなものとなるのを見て、アークは思い切ったようにユートとイルを等分に見比べて言った。

「今の〈イリュウス〉ははるか昔に受けた損傷がもとで、本来の力の半分も発揮できておらぬ状態なのだ」

「……損傷？　そんな傷など、どこにも……」

　思わずイルに目をやって呟くユートに、アークは沈んだ表情で返す。

「見た目にわかる傷ではない。中身の──〈イリュウス〉という存在を形作る術式そのものに受けた傷だ。外装に受けた傷はいくらでも治すことができたが、中身に受けた傷は〈イリュウス〉自身には治せなかった。だから己おのれの力と記き憶おくを封ふうじて、本来の力を発揮できぬようにしたのだ。己自身と使い手を守るために」

「守るため……？」

「そうだ。〈イリュウス〉の本来持っている力は、万ばん全ぜんでない状態で揮ふるえば〈イリュウス〉自身を滅ぼしかねないほどに強力なもの。仮に〈イリュウス〉が無事であったとしても使い手の心身に深刻な影えい響きようを与えることは避さけられぬ」

　イルを見やるアークの視線を追うように、ユートはイルの顔へと目をやる。

　きょとんとした表情で、イルは二人の視線を受け止めていた。何度かまばたきをしたあとで自分を指差し、イルは恐きよう々きようと声をあげる。

「私の力が……王子に害を及およぼす可能性があるということですか？」

「本来の力を揮えば、な。これまでは力も記憶も完全に封じられていた。力の行使が度たび重かさなれば、あるいは多少の悪あく影えい響きようもあったかもしれぬが……ユートはそなたの力を最小限しか利用してこなかったのだろう」

　少しだけ瞳ひとみに温かいものをのぞかせて告げ、アークはユートへと視線を移す。

「だが、〈遺稿ビブリオ〉を破壊しようとするなら〈イリュウス〉の本来の力が必要となる。まったく使えないのであれば、あきらめる他ほかはなかったのだが──そなたと〈イリュウス〉の結びつきの深さを思えば、おそらく、いや確実に〈イリュウス〉の力のすべてをそなたは引き出すことができる」

　断言されて、ユートは戸と惑まどったような表情を見せる。

「〈イリュウス〉自身が封じている力を、引き出すことができると……俺が？」

「そなたは〈イリュウス〉──精せい霊れいであるイリュウスを人として遇ぐうし、ともに生活してきた。歴代の使い手の中でも、最も深く〈イリュウス〉と結びついていると言えよう。その証しよう拠こに、〈イリュウス〉は封じられているはずの術式を使ってそなたを守った」

「……あ」

　呟つぶやいたユートの視線が、わずかに見開かれたイルの視線と交わる。

　二人の表情に共通するものを見て取って、アークは苦みを帯びた微笑を口元にのぞかせた。

「そなたのためなら〈イリュウス〉は持てる力のすべてを発揮しよう──だが、それはそなたらにとって諸もろ刃はの剣つるぎとなる。揮う力が強ければ強いほど、そなたらの心身に及ぶ影響も大きくなるのだ。最悪、命の危険も──〈イリュウス〉にとっては消しよう滅めつの可能性もある」

「………」

　言葉を失ったユートに、アークは笑みの残っていない表情で告げた。

「確かに、そなたらの力が必要だ。しかし今回ばかりは断られても恨うらまぬ。ただでさえ危険極きわまりない話なのだ。〈遺稿ビブリオ〉の防衛機能を無力化したとしても、塔の中がどうなっているかはわからん。ヴェスカもあらゆる手段を用いて、儂わしらを阻そ止ししようとするだろう」

　完全な力を取り戻していないとはいえ、ヴェスカの手に〈遺稿ビブリオ〉があることにはかわりがない。ある程度の力をヴェスカが揮えることもわかっている。

　だから、とアークは瞳に力を込めてユートを見み据すえる。

「そなたの意志で選んでくれ。儂に協力するか否いなかを──そなたには帰るべき場所も守るべきものもあるはずだ。儂にはこれ以上のことは言えん。決して後こう悔かいすることのないように、よく考えて決めてくれ」







　日が落ちたあとで、ユートはタジェスが休んでいる一室へと入っていった。

　シーバスは別室に下がり、室内にはユートとイルの他には寝しん台だいに横たわっているタジェスの姿しかない。

　開け放たれた窓からは、冴さえ冴ざえとした月の光が差し込んでいる。

　窓の側そばでは虫むし除よけの薬草が焚たかれ、薄うすい煙けむりとつんと鼻につく匂においが室内に漂ただよう。

　ユートは匂いの立ちこめる室内に入ると、眠ねむっているタジェスを起こさないように窓の側へ歩み寄っていく。

「……ユート？」

　低い声が寝台の上から洩もれ、ユートは薬草を焚いている皿に伸のばしかけた手を止める。

「悪い、起こしたか？」

「いや……」

　タジェスは寝台の上に身を起こそうとし、ユートは慌あわてて止める。

「もっとゆっくり寝ねていろ。ちょっと様子を見に来ただけだから……！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、心配性しようだな」

　苦く笑しようしながら起き上がるタジェスに、ユートは渋しぶ々しぶといった表情で手を貸す。

　背の後ろに羽根枕まくらを当てて座り易やすくし、タジェスが寝台の上で落ち着くのを見計らってユートは口を開いた。

「まぁ、確かに身体からだの力は大分戻ってきているみたいだな。顔色も良くなっているし……」

　だろう、と微び笑しようしてタジェスは寝台の空いている部分を指し示す。

「君も座ったらどうだい？　立っていると疲つかれるだろう？」

「そのくらいで疲れるほどヤワじゃ……」

「見上げて話をするのも落ち着かないし──あんまりにも普ふ段だんと角度が違ちがうから」

　タジェスが付け加えた一言で、ユートの顔に険悪な表情が浮うかぶ。

「……悪かったな、お前よりもずっと背が低くて。これからめきめき成長して追い抜ぬかす予定だから、今のうちに少し慣れておけ！」

「願望と予定を一いつ緒しよにするのは無理があるんじゃないかい？　イルもそう思うだろう？」

「え？　わ、私ですか……？」

　忙せわしく視線をさまよわせたあとで、イルはユートに慰なぐさめるような声をかける。

「希望を捨てる必要はないと思いますよ、王子。もしかしたら、ご先祖に一人くらい背の高い方がいらっしゃるかもしれませんし……奇き跡せきが起こるのに期待しましょう！」

「……どういう意味だ、それは？」

　ユートはイルを睨にらみつけると、寝台の端はしのほうに勢いよく座り込む。

　見上げっ放しではタジェスの首が疲れるだろうと思ったためだが、素す直なおにそれを口にする気にはなれなかった。

　だが、ユートの行動だけで察したらしくタジェスは口元を嬉うれしそうに緩ゆるめる。

　満面の笑えみでタジェスが言葉を発しようとするのを、ユートは愛あい想そのない口調で封じた。

「それより、お前がいない間ディエでは大変なことになっていたんだぞ。ルーイン王太子は暗殺されそうになるわ、お前は犯人扱あつかいされるわ……」

「ああ……シーバスから聞いたよ」

　わずかに笑みを曇くもらせて、タジェスはユートに言葉を返す。

「君が私にかけられた容疑を晴らしてくれたこともね。本当に、君には助けられてばかりだな……一生かかっても、君への恩はとても返し切れなさそうだ」

「人の関係は、貸し借りで割り切れるものじゃないんじゃなかったのか？」

　つまらなさそうにユートは声を投げ、タジェスは一いつし瞬ゆん口をつぐんでから笑みを零す。

「よく覚えていたものだね……私の言葉を、それだけ君が大事に思ってくれていたってことなのかな？」

「混ぜ返すな！　それに、俺はお前に貸しを作ろうと思ってやったわけじゃ……！」

「わかってるよ。単純な貸し借りなんかじゃない──君が私にしてくれたことも、私が君に返そうと思っているものも。君が私のために行動してくれたことを私は嬉しく思う。だから君が困っている時には力になりたいと思う。助けられたから助けるんじゃなく、相手を思っているから力になりたいと願う。ただ、それだけのことなんだ」

「………」

　居い心ごこ地ちの悪そうな表情で目を逸そらすユートに、タジェスはにこりと笑みを深める。

「君が私のことを深く思ってくれていることはよ～くわかっているよ。貸し借りにこだわっていたのも、性格もあるけど照れ隠かくしの部分が大きかったんじゃないのかい？　本当に君は素直じゃないから……」

「そ、そんなことは……！」

　大声をあげるユートを宥なだめるように、タジェスはまぁまぁ、と手を振ふってみせる。

　ユートは何度かむなしく口を開閉したのちに、あきらめたようにがりがりと頭を搔かいて強ごう引いんに話題を変えた。

「それだけ口が回るようなら、体調のほうは心配いらんな。明日にもディエに戻もどることができそうだ」

「……君は、どうするんだい？」

　どこか鋭するどいものを含ふくんだ口調で問いかけられ、ユートは思わず口ごもる。

「俺は……」

「あのまま〈遺稿ビブリオ〉を──ヴェスカ叔父おじ上うえを放置しておくわけにはいかないだろう？　アーク一人で対たい抗こうするのも難しいはずだ」

「………」

　探さぐるように見つめるタジェスの視線から逃のがれるように、ユートは開け放たれたままの窓へと目をやる。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、ゆっくりとユートは口を開いた。

「解放された〈遺稿ビブリオ〉を破は壊かいするには、〈イリュウス〉の力が必要だ。ただ、〈遺稿ビブリオ〉を破壊するほどの力を使えば……俺も〈イリュウス〉も無事で済むかどうかはわからない。遠い昔に受けた損傷がもとで、〈イリュウス〉は自分自身の力に耐たえられなくなっているらしい」

「損傷……？」

　眉まゆを寄せるタジェスに、ユートはアークから聞いた話を伝える。

　タジェスは表情を変えずにユートの話を聞いていたが、封ふうじられている〈イリュウス〉の力が使い手に害をなす恐おそれがあるというくだりで、ぐっと表情が険しくなった。

「君は……もちろん断ったのだろうね？　そんな危険を冒おかしてまで、アークに協力する必要はないはずだ」

　タジェスの声には、肯こう定ていして欲しいという祈いのりめいた思いがこめられていた。

　しかし一方で、ユートの答えを半ば確信しているような響ひびきもあった。危険があるという理由でユートがアークの頼たのみを断ると単純に信じこむには、タジェスはユートという人物の性格を熟知しすぎていた。

　タジェスの予想通り、ユートが返したのは首を横に振る否定の仕草だった。

「俺は、アークに協力して〈遺稿ビブリオ〉を破壊する」

　むしろ気負いのない柔やわらかな口調で告げて、ユートは複雑な思いを漂わせたタジェスの顔を微笑を浮かべて見つめ返した。







　　　　４




　光で満たされた広い室内に、二人の人物の姿があった。

　透すきとおった素材でできた壁かべ自体が発光しているような、不思議な部屋だった。壁と天てん井じようの境目もなく、半球形の部屋の中央にぼんやりと光を放つ透とう明めいな六角柱が浮かんでいる。

　磨みがかれたように滑なめらかな壁の表面に、時折ちらりと強い光が浮かんでは消える。

「……ヴェスカ様」

　六角柱に相対して立つヴェスカに、背後からラシェンナが声をかけた。

　ヴェスカの手には、身長をわずかに超こえる長さの銀の杖つえが握にぎられている。蔦つたを巻き付かせたような意い匠しようの杖は、彼の手から一時も離はなれることはなかった。

「お疲れではございませんか？　少しお休みになられては……」

　身じろぎもせずに立ち続けていたヴェスカは、ふり返ろうともせずに肩かた越ごしに声を返した。

「かまわぬ。お前こそ先に休んでいるといい」

　心をどこかに置き忘れたような熱のない声に、ラシェンナはわずかに顔を曇らせる。

　あるかなしかの表情の変化に気づいたようにヴェスカはふり返り、うっすらとした笑みを口元にのぞかせた。

「心配はいらぬ。むしろ普段よりも体調はよいくらいだ──これも〈遺稿ビブリオ〉の持つ力か。これだけでも〈遺稿ビブリオ〉の力を手に入れた甲か斐いはあったというものだな。古傷の痛みも、今はまるで感じない」

　満足げなヴェスカの言葉に、ラシェンナもほっとしたような微笑を見せる。

「それは……ようございました」

「こうして立っているだけで、〈遺稿ビブリオ〉の持つ知識が頭の中に流れ込んでくる。私の目的を成し遂とげるためにはもっと多くの知識が──魔ま術じゆつの力が必要だ。何者にも邪じや魔まされず、ニーザベイムを最強の帝てい国こくとして世に君臨させるためには」

　ヴェスカの声は次し第だいに小さくなり、やがては自分自身に語りかけるような呟つぶやきへと変わっていった。彼の意識にラシェンナが入っていないことは明らかだったが、ラシェンナは微笑ほほえみながら主あるじの姿を身動きもせずに見つめていた。







「ユート、どうして……？」

　月明かりにほの白く浮うかぶユートの顔を見返し、タジェスは非難とも困こん惑わくともつかないものをのぞかせた声で言った。

　ユートは口元に淡あわい笑みをたたえたまま、答えようとはしなかった。

　柔らかな表情だったが、瞳ひとみに浮かぶ決然とした光はどんな説得も受け付けないことを如によ実じつに物語っていた。

　タジェスは軽く首を振ると、厳しい口調でユートに向かって声を投げる。

「また君の悪い癖くせかい？　いくら〈イリュウス〉の主だからって、魔術に関かかわる事件すべてを解決しなくてはならないという道理はないはずだ。君や〈イリュウス〉が傷つくことで悲しむ人間がいるということを……」

「わかってる」

　静かに滑すべり込ませるように、ユートは言葉を口にする。

「俺の身になにかあれば、家族も国民も悲しむことぐらい──お前だってな。危険の大きさを考えれば、引き受けるべきじゃないってことも」

「だったら……」

「全部考えた上で、決めたことなんだ」

　きっぱりと告げて、ユートは笑えみを消した瞳でタジェスを見つめる。

　少女のように優やさしげな顔に浮かんでいるのは、どこまでも真しん摯しな表情だった。

　タジェスは言葉を無くして、ユートの顔を見つめ返す。ユートはほのかな微び笑しようを口元に戻すと、寝しん台だいの脇わきに立つイルに目をやった。

　黙だまって二人のやりとりを見守っていたイルの顔には、ユートの顔にあるものとよく似た微笑が浮かんでいた。







　アークが言葉を切ったあと、しばらく風が草の葉を揺ゆらしていく音だけが小さな丘おかの上を支配した。

　茂しげった雑草の葉に、やや西に傾かたむいた陽ひの光が淡い金色の彩いろどりを添そえる。

　同じ色の光を頰ほおに受け、髪かみを風になびかせて立ちながらユートはアークを見み据すえて確かめるように言った。

「もし──俺が協力しないと言ったらどうするつもりだ？　勝算はあるのか？」

「それは……」

　アークはわずかに視線をさまよわせ、ユートは苦い笑みを頰にのぞかせる。

「あまりなさそうだな。そうでなければ、最初から俺に協力を求めたりはしないだろうが……どうして、わざわざ危険を強調するようなことを？　俺の力が必要なら、そんなことは説明しないほうがいいはずだ」

「騙だまし討うちにするような真似まねができるか」

　いささか憤ふん然ぜんとした口調で、アークは言葉を投げ返す。

「そなたの力が必要なればこそ、騙して利用するようなことは断じてできん。断られる危険があろうとも、すべての情報を明らかにした上で協力を求めるのでなければ──信しん頼らいを得ることなどできぬだろう」

　そなた一人の身に関わる問題でもないしの、とアークは複雑な瞳をイルに向ける。

　ユートも表情を曇くもらせて、自分の隣となりに立ったイルの顔を肩越しに見やった。

　確かに、自分一人の身に及およぶ問題ではない以上、軽々しく答えを出すことはできない。一いち蓮れん托たく生しようで巻き込むには、あまりに危険が大きすぎた。

　唇くちびるを嚙かんで考え込んでいるユートに、イルはためらいがちに声をかけた。

「……王子」

　小さな声だったが、ユートの耳にはっきりと届く。

　声に負けないほどに控ひかえめな微笑が、ユートを見下ろすイルの瞳にのぞいた。

「王子が望まれることを、心のままにお選びください。王子の望みを叶かなえることが、私の役目──いえ、私の望みなのですから」

　目を見開いたユートに、イルは微笑を深めて続ける。

「私に、王子の手助けをさせてください。もう心は半ば決まっているのでしょう？　でしたら私を危険にさらすことを恐れるのではなく、私の力を信じてください。王子が信じてくださるのなら、私はその信頼に全力をもって応こたえましょう」

「イル……」

　ユートの瞳がわずかに揺れ、足元へと視線を落とす。

　少しばかり動きを止めたあと、ユートは苦く笑しよう混じりの息を吐ついて顔を上げた。

　イルに戻もどした瞳には、強い決意とまっすぐな信頼に対しての照れ隠かくしのような微び妙みような感情の色が混ざり合ってのぞいていた。

　アークに顔を向けた時には、後者の感情はすでに消えていた。

「わかった──引き受けよう」

　迷いのない声で告げてから、ユートは口元をわずかに曲げる。

「とても断れるような状じよう況きようではないし、お前の求めがあった時は必ず力を貸すと約束していたものな。まさか、こんな形で果たすことになるとは思っていなかったが」

「……すまんな」

　アークの表情が沈しずむのを見て、ユートは表情を変えずに言葉を続けた。

「ただし、一つだけ条件がある」

　瞳を鋭するどく輝かがやかせて、ユートはアークの顔を見返した。

　悪戯いたずらっぽい微笑がユートの顔に浮かぶのを、アークは当とう惑わくした表情で見つめ返す。

「条件……？」

　訝いぶかしげに呟くアークに、ユートはうなずいてみせた。

「〈遺稿ビブリオ〉の破は壊かいに成功した際には、報ほう酬しゆうを要求する。金額は20億２千２百72万グラン」

「……は？」

　ぱかりと開いたアークの口から、間の抜ぬけた声が洩もれる。

　ユートはアークの顔を愉ゆ快かいそうに見返し、笑みを収めるともっともらしい口調で指を立てて言った。

「力を貸すと約束はしたが、無料でと言った覚えはないぞ。命に関わる危険があるというならなおさらのこと、支し払はらいはしっかりしてもらわなければな」

　まん丸く見開かれていたアークの目に、理解の色が浮かぶ。

　同時に彼はぷっと小さく噴ふき出し、ついで大きな声をあげて笑い始めた。

「確かに、その通りではあるが……相変わらずしっかりしておるな！」

「十五年も貧びん乏ぼう国の王子をやってれば、しっかりせざるを得ないさ」

　やや憮ぶ然ぜんとした口調でユートは言葉を返したが、アークの顔を見やる目には柔やわらかな光が浮かんでいた。

　アークもユートの意図するところに気づいたらしく、返した声には感謝の色があった。

　ユートが自分の心理的負担を少しでも減らすために報酬の話を持ち出したことは、彼の顔つきを見れば明らかだった。

「ずいぶん高い買い物となってしまったが、当然払はらうべき報酬だ。わかった、成功するしないにかかわらず、必ず全額払うと約束しよう」

「ちょ──」

　あっさりと承しよう諾だくしたアークに、逆にユートが慌あわてた様子を見せる。

「本気か？　いや、言い出したのはこちらだが……」

「なんだ、値切られると思っておったのか？　そんなケチケチした真似はせんわい！」

　陽気に笑って、アークはユートの背中を思いきり平手で叩たたく。

　痛そうに顔をしかめてから、ユートはアークの言葉の一部に引っかかるものを覚えたらしく口を尖とがらせて言い返した。

「報酬をもらうのは、成功した時だけで十分だ。失敗したのに報酬だけもらおうなどと考えるほど、俺は厚かましくできていないし──失敗などするつもりもない」

　揺るぎのない決意を込めて付け加えた一言に、アークは口元をほころばせる。

「そうか、縁えん起ぎでもなかったな。だったら……頼たのむぞ、ユート。〈遺稿ビブリオ〉を破壊するために、そなたのすべての力を貸してくれ」

　ユートはちらりとイルに目を向け、曇りのない笑みが眼鏡の奥の瞳に浮かんでいるのを見て取ると、アークに深くうなずきを返したのだった。







「……じゃあ、報酬と引き替かえに協力を約束したっていうのかい？」

　説明を受けたタジェスの表情がますます険しくなるのを、ユートはわずかにばつの悪そうな笑みを浮かべて見返した。

「まぁ、結果的には……な。それに、そのくらいの成果を手て土産みやげにするのでなかったら、申し訳なくて国には戻れん。勝手によその国の事件に首を突つっ込んで、自分の身を危険にさらすのだから……」

　ユートの顔にのぞいた陰かげに気づき、タジェスは不ふ審しんげに眉まゆを寄せる。

　問いかけるような視線にユートは気づき、口元の笑みを深めると衣服の懐ふところから一通の封ふう書しよを取り出した。

　開かい封ふうされた封書は、長く持ち歩いていたらしくすっかり皺しわが寄っている。

　封書を閉じていた封ふう緘かんの印章にタジェスの視線が留まり、同時にタジェスはごく軽く両目を見開いた。

「それは……」

「父上からの手紙だ」

　国王印の押された封書を手に、ユートは目を伏ふせて答える。

「ルーイン王太子がフォーレに送った使者に、父上が預けてよこしたんだ。お前の偽にせ者ものが王太子を襲しゆう撃げきした直後だったか……公式な使者が立てられる前に、早馬で事件のことと俺がニーザベイムにいることを知らせたんだ」

　ユートは封書に視線を落としたまま、ぽつりぽつりと呟つぶやくように語る。

　表情は硬かたく、口元に残った笑えみも自じ嘲ちようめいたやるせなさを漂ただよわせていた。タジェスは言葉もなく、沈んだ色をたたえたユートの瞳ひとみを見つめる。

「手紙にはニーザベイムの問題にこれ以上深入りすることなく、すぐにフォーレに戻ってくるようにと書かれていた。当然と言えば当然だ──タルフェに行っているはずの俺とお前が知らないうちにニーザベイムにいて、お前には王太子を暗殺しようとしたという容疑がかけられていたんだからな」

「だけど、君は……」

「ああ。父上の命令を無視して、ニーザベイムに留とどまることを選んだ」

　嚙みしめるように言って、ユートはゆっくりと顔を上げる。

　タジェスに向けた顔にはひとかけらの後こう悔かいものぞいてはいなかったが、続けて口にした言葉には自らを責めるような硬さがあった。

「手紙を受け取った時点では、すでにお前の容疑は晴れていたしな。行方ゆくえ不明のお前を放ほうってフォーレに戻るのも嫌いやだった。せめて無事な姿を確かく認にんしてから──そう思って、父上の手紙を見なかったことにした」

　しかし、どんな理由があっても国王の命令を無視したことに変わりはない。

　そもそも、タジェスの容疑を晴らすために奔ほん走そうしていたことも、一国の王子としては軽はずみな行動と言えた。もしも共犯の容疑がかけられでもしたら、フォーレにまで累るいが及ぶ結果になっていたかもしれないのだ。

「俺は……今度の件が片付いたら、もう私人としてフォーレの外に出ることはしない」

　ユートが己おのれ自身に言い聞かせるように発した一言に、タジェスはやや驚おどろいたような面おも持もちで眉を上げる。

　タジェスの視線を受け止め、ユートは苦く笑って肩かたをすくめた。

「本当なら、もっと早くそうするべきだった。お前の助言を受けて、傭よう兵へいとして出で稼かせぎに行くのをやめようと思った時に……だけど、できなかった。新たな事業をフォーレに興おこすことに決めても、出稼ぎまがいのことに手出しせずにはいられなかった」

　未練だったんだ、とユートはため息混じりに呟く。

「傭兵として稼かせぐことは、俺にとって一番手慣れた方法だったから──それなりに経験も積んできたし、剣けんの腕うでなら誰だれにも負けないという自負もあった。自分の力で、解決できないことなんてないと思い込んでいたんだ」

　言いながら、ユートはちらりとイルの顔に複雑な視線を向ける。

　自分の心の奥底に、いざとなれば〈イリュウス〉があるという思いがなかったとは言い切れない。極力その力に頼たよらないようにしていても、切り札があるという安心感に支えられていたのは否定できない事実だった。

（今いま頃ごろになって気づくなんて、情けない話だけどな……）

　自嘲めいた呟きを胸の奥に押し込んで、ユートはタジェスに視線を戻す。

「俺は今後は、フォーレで新事業を興すことに専念する。なにもかも俺一人でやろうとは思わない。使える伝つ手ては使うし、他国での調べ物が必要な時には人を派は遣けんする」

　他国に出たことのない人間が大半を占しめるフォーレだが、皆かい無むというわけでもない。

　調べ物程度のことであれば、十分果たせる人材が揃そろっている。むしろ出歩くたびにもめ事に巻き込まれるユートよりも、効率的に役目を果たせるはずだった。

　頭の片かた隅すみをかすめた考えに少しばかり情けない気分でユートは口を閉じ、タジェスはユートを見やる目を和やわらげた。

「君は……これを、最後の出稼ぎにするつもりなんだね？」

　問いではなく確認の言葉に、ユートは無言でうなずきを返す。

　タジェスはやはりというように目を閉じ、軽く首を振ふるとユートの顔を見ないまま独り言のように言った。

「……私は、君が出稼ぎをしていてくれてよかったと思っているよ。おかげで君に会うことができたのだから」

「出稼ぎじゃ効率が悪いと言ったのは、どこのどいつだ？」

　拗すねたように唇くちびるを尖らせて返すユートに、タジェスは目を開けて微笑ほほえみかける。

「それはそれだよ。だって事実なんだからね」

「………」

「でも、君は少しでも国のためになることをと思って出稼ぎを始めたんだろう？　だったら、君の選せん択たくは間ま違ちがいじゃない。出稼ぎを通して色々なことを見聞きして、より良い方法に繫つなげることができたなら──君は賢けん明めいな人だから、私が指し摘てきしなくてもいずれ出稼ぎ以上に効率的なやり方があると気づいたはずだ」

　掛かけ値なしの本気の思いが込められた言葉に、ユートはむっと口を閉じたまま落ち着きなく視線をさまよわせる。

　わずかばかり顔が赤くなっているのを見て、タジェスはくすりと笑いを洩もらした。

　指摘すれば猛もう然ぜんと反論してくるのは目に見えていたので、顔の赤さにはあえて触ふれずにタジェスは言葉を続ける。

「回り道のようでも、無む駄だなことなんてなに一つない。君が出稼ぎという道を選んだおかげで私は君に会えたし、君という人物を深く知ることもできた。君の選択を否定するつもりはないよ。私が生きてここにいられるのも、今日の君あってのことなんだから」
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「……そうだな」

　目を伏せたまま、ユートはほのかな笑みを口元に含ふくませた。

「俺も、自分のしてきたことを後悔はしてない。だけど、けじめはつけなければならない──やるべきことを、すべて成し遂とげた上でな」

　毅き然ぜんと顔を上げて、ユートはタジェスの顔を見み据すえる。

「目の前の危機をそのままにして、知らぬ顔をしてフォーレに戻もどることはできない。そんなことはしたくないんだ、俺が」

「ユート……」

「報ほう酬しゆうは大義名分だ。フォーレの王子としてではなく、傭兵ユート・エインとしてこの一件に関かかわるための。傭兵はもうやらないと言ったが、今回だけは見み逃のがしてくれ……これを最後に、今度こそ傭兵は廃はい業ぎようするつもりだから」

　申し訳なさそうな笑みを浮うかべるユートを、タジェスは無言で見つめ返す。

　非難めいた色はなく、仕方ないと言いたげな和らいだ微笑が瞳の奥で揺ゆれていた。ユートの顔にも、伝でん染せんしたかのように笑みが広がる。

　不敵なまでの力強い笑みをたたえて、ユートはきっぱりとした口調で言い放った。

「そう、これが俺の最後で──最大の出稼ぎだ」







　　　　５




　かすかな星の瞬またたきが残る薄はく明めいの空から、ばさりと音を立てて一つの影かげが舞まい降りた。

　皮ひ膜まく状の巨きよ大だいな翼つばさの叩たたいた風が、地面を覆おおう草を波打たせる。大きく揺ゆれた草がもとに戻もどるより早く、鉤かぎ爪づめの付いた四本の足が大地を踏ふみしめた。

　目の前に降り立った赤しやく銅どう色の竜りゆうの姿を、ユートは声も出さずに見上げる。

　ちらりと背後を見やると、おぼろな白い影のようにたたずむアークがしっかりとうなずいてみせるのが目に入った。

　艶つややかな紫むらさきの瞳ひとみに浮うかぶのは、任せろと言いたげな力強い光だった。

「そなたを信じる──そなたも、儂わしを信じてくれ」

「ああ」

　小さくうなずきを返して、ユートは前方へと視線を戻す。

　前日のうちにアークがユートに明かした作戦は、ある意味力ちから業わざとも言えるものだった。

〈遺稿ビブリオ〉が周囲から吸収している魔ま力りよくの中に、機能を停止させる術式を織り込んだアークの魔力を流し込んで、一時的に防衛機能を無力化した隙すきにユートが塔とうに乗り込んで力の中ちゆう核かくたる〈遺稿ビブリオ〉を破は壊かいする。

　──毒どく餌えを与あたえるようなものだ、とアークは困こん惑わく顔のユートに説明した。

　アークの魔力を〈遺稿ビブリオ〉にとって有害なものへと変えてわざと吸収させ、力が弱った隙にユートが攻こう撃げきする。アークのすべての魔力をもってしても〈遺稿ビブリオ〉を完全に停止させることは難しいだろうが、ユートが乗り込むまでの時間を稼かせぐことくらいは可能だ。

　大だい丈じよう夫ぶなのか、と心配顔で尋たずねるユートにアークは心外そうな声を返した。

『儂が失敗するとでも思っておるのか？』

『違ちがう──』

　むっとした表情に騙だまされず、ユートはアークを睨にらみつける。

『〈遺稿ビブリオ〉にわざと魔力を吸収させたりして、お前は無事で済むのか？　魔力を全部吸い取られたりしたら……』

『……なに、それくらい覚かく悟ごの上よ』

　見み抜ぬかれては仕方ないというように、アークは破顔して言った。

　底そこ抜ぬけに明るい笑えみにユートは反射的に声を返しかけたが、続けた声にのぞいた太い響ひびきがユートから言葉を奪うばった。

『そなたや〈イリュウス〉に危険を押しつけるのに、儂が危険を冒おかさんでどうする。どのみち他ほかに方法はないのだ。安心せい、〈遺稿ビブリオ〉に残らず魔力をくれてやったとしても、その程度でくたばるほど儂はヤワではないぞ！』

『どうして……そこまで』

　思わずといったように口にしたユートの言葉に、アークは瞳を和やわらげて応こたえた。

『それが、儂のなすべき使命だからだ。遠い昔に失った相棒に誓ちかった──もう二度と、魔ま術じゆつが世界を破は滅めつに導くことがないよう、魔術の存在を人の目から隠いん匿とくするのが翼の後こう継けい者しやたる儂の役目。あるべき理ことわりをねじ曲げてまで、儂がこの世に留とどまり続けている理由だ』

　アークの言葉が示す意味をユートは理解することができなかったが、言葉に含ふくまれる断固とした意志だけは伝わった。

　深く大地に根を下ろした大樹のような、揺るぎない決意をこめた声だった。

　柔やわらかな笑みをたたえた瞳はそれ以上の問いを拒こばんでもおり、ユートは開きかけた口を閉とざしてアークを見返すしかなかった。

　──それでも、俺のやるべきことは一つしかない。

　軽く頭を振ふって過去から現実へ意識を引き戻し、ユートは翼をたたんで地上にうずくまっている竜へと歩み寄っていく。

　竜の上には手た綱づなを握にぎるカーマイクルの姿があったが、彼は飄ひよう然ぜんとした笑みをたたえてユートたちを見下ろしているだけだった。苦く笑しようとも諦てい念ねんともつかないものが笑みに混ざっていたが、緊きん張ちようの色は感じられない。

　これから向かう先に待つ危険を、毛ほども感じていないような態度にユートの肩かたに入りかけていた力も抜ぬける。

（そうだ、気負うことはない）

　内心で呟つぶやいて、ユートはかたわらに立つイルへと目を向ける。

　イルはユートの視線に気づくと、励はげますようににっこりと微笑ほほえみを返した。

　いつもと変わらず緊きん張ちよう感かんのない笑みにも見えたが、薄うす水色の瞳の奥にはユートの思いに応えようとする強い意志が見え隠かくれしていた。

　ユートの口元にも笑みが浮かび、イルに向かって口を開く。

「……行くぞ」

「はい」

　ユートは竜の鱗うろこに手をかけると、身軽な動作でその背中にまたがる。

　イルの手を摑つかんで竜の背中に引き上げ、アークがカーマイクルの後ろに飛び乗ったところでカーマイクルが後方を見やって目を見開いた。

「あいつ……？」

　カーマイクルの様子に気づき、ユートが素す早ばやく後方をふり返る。

　目を丸くしたユートの口から洩もれたのは、丘おかを登ってくる人物の名前だった。

「……タジェス!?」

「ユート！」

　同時にタジェスが声をあげ、ユートは渋しぶい表情となる。

　タジェスは息を切らしながら竜の側そばまで走り寄ると、ユートを見上げて怒ど鳴なった。

「どういうつもりだい？　黙だまって出て行くなんて……誰だれにも知らせないで〈遺稿ビブリオ〉を破壊しに向かうつもりだったのかい!?」

　逃にがすまいとするようにユートの服の裾すそを摑むタジェスに、ユートは眉まゆを寄せて言葉を投げ返す。

「知らせれば面めん倒どうなことになるのは目に見えている。俺たちだけで〈遺稿ビブリオ〉を破壊しに行くと言っても、誰も納なつ得とくせんだろうし──最終的に強きよう行こう突とつ破ぱになるのがわかっているなら、黙って出てきたほうがよけいな手間が省けるだろう」

　お尋ね者とつるんでいるところを見られても問題だろうし、とユートはカーマイクルを目で指し示す。

「……ひでえ言い草だな、さんざん助けられておいて」

「お尋ね者なのは事実だろう。文句があるならさっさと裏稼か業ぎようから足を洗え」

　肩をすくめるカーマイクルに表情も変えずに言葉を返し、ユートはタジェスに視線を戻すと厳しい口調で言った。

「俺がアークに協力する理由を説明するには、〈イリュウス〉の力を明かす必要も出てくる。ニーザベイムの兵士の前で、精せい霊れい剣けんの存在を明かすつもりはないぞ。六年前のことを思い出されては厄やつ介かいだからな」

「しかし……どうして私にまで？」

「知らせたら、ついていくと言い出しかねないだろう」

　ため息混じりに、ユートはタジェスの顔を見返して告げる。

　タジェスが身につけているのは、シーバスが用意した部屋着ではなく屋外での活動に向いた実用的な衣服だ。質はいいが簡素な衣服の腰こしには剣も提さげられている。

　ユートの懸け念ねんは的中し、タジェスは当たり前のような口調で言った。

「もちろん、私は君についていくつもりだよ」

「お前……！」

　声を荒あららげかけるユートを、タジェスは鋭するどい瞳で睨みつける。

「ニーザベイムで起きている事件の解決を、君たちだけに任せておけると思うのかい？　ヴェスカ叔父おじ上うえが古代の兵器を手に入れれば、真っ先に危険に直面するのは我が国だ。どのように使うつもりかはわからないが、手に入れた力をただ遊ばせておくような叔父上じゃない」

　タジェスの言葉には、確信にも似た重い響きが宿っていた。

　ユートが瞬しゆん時じ言葉を失うほどの、揺るぎない意志と力を秘ひめた声だった。

「これはニーザベイムの問題なんだ。君をこの一件に巻き込んでおいて、ニーザベイムの王族である私が安全な場所でただ待っているなんてできるわけがない」

「そんな身体からだでついてこられても、迷めい惑わくなだけだ！」

「動くには支障のない程度に回復しているよ。絶好調とはさすがに言えないが、君の盾たてになるくらいのことならできる」

　むしろ穏おだやかな口調で言い返すタジェスに、ユートは口元を震ふるわせる。

　タジェスの思いは痛いほど伝わってきたが、危険とわかっている場所に彼を連れて行くことなどできなかった。

　自分以外の人間を庇かばいながら戦えるほど、生なま易やさしい相手だとも思えない。

　まして〈イリュウス〉の本来の力を発揮すれば、自分も〈イリュウス〉も無事で済むかわからない──そんな状じよう況きようでタジェスを危険にさらすような真似まねができるはずもなかった。

　やっとの思いで、ヴェスカのもとから助け出してきたばかりなのだ。

「お前を……危険な目に遭あわせたくない」

　ようやく絞しぼり出した一言に、タジェスは軽く目を見開いてから微び笑しようした。

　ユートの言葉が、心からの思いであるとわかったためだった。意地を張る余よ裕ゆうもない素す直なおな一言が、ユートがタジェスを失うことをどれだけ恐おそれていたのかを物語っていた。

「私も、同じ気持ちだよ」

　和らいだ光を瞳ひとみにたたえて、タジェスは言葉を投げ返した。

「君を危険な目になど遭わせたくはない。だけど、君は自分にできることがあると思ったら、進んで危地に飛び込んでいってしまうだろう？」

　止められるものなら止めたいと、タジェスの表情が物語る。

　だが、ユートを止めることはできなかった。他に手段はないとわかっていて──自分の力が必要だとわかっていて、素直に制止を聞き入れるようなユートではない。

「だったら、せめてユートが危険な目に遭う時には側にいたい。君に力を貸して、君が無事に戻もどってくる手助けをしたい。そう思うことは間ま違ちがっているだろうか？　逆の立場だったら君も同じことを言うんじゃないかい？」

「………」

　ユートはきつく唇くちびるを嚙かみしめて、タジェスに向けていた視線を逸そらす。

　タジェスは笑えみを浮うかべたままユートの顔を見返し、しばらくの沈ちん黙もくのあとでユートは呻うめくように言葉を口にした。

「……足は引っ張るなよ」

「ユート……！」

　タジェスが顔を輝かがやかせ、ユートは不本意そのものの表情で言う。

「このまま置いていってもいいが、死ぬまで文句を言われそうだからな。ついてきたいというなら好きにしろ！　ただし命の保証はないぞ！」

「わかってるよ」

　にこりと笑って、タジェスは差し伸のべられたユートの手を強く握った。







「ずいぶん時間を浪ろう費ひしちまったが──そろそろ行くとしましょうかい」

　カーマイクルの皮肉げな一言とともに、竜りゆうはたたんでいた翼つばさを大きく広げて飛び上がった。

　竜の背に這はい上がったタジェスがしっかりと鱗を摑むよりも早く、体勢を崩くずしたタジェスがカーマイクルに恨うらめしげな視線を向ける。

「君は私に、ずいぶん含むところがあるみたいだね？」

「別に？　うっかり落っことしたことにして、邪じや魔まな荷物を置いてこうなんてこれっぽっちも思ってないぜ？　そりゃあ定員超ごえでマールスには悪いとは思っちゃいるが」

「そうか……事故のふりをして落としていくという手もあったか」

「ユート？　今、すごく不ふ穏おんな発言が聞こえた気がするんだけど……？」

「駄だ目めですよ、王子！　もうこんな高さなんですから！　落っことしたら大おお怪け我がか、運が悪ければ死んじゃいます！」

　背後でかわされるやりとりを、アークは苦く笑しようを含ふくんだ目つきで肩かた越ごしに眺ながめやる。

「やれやれ、若い連中は元気でいいのう……まぁ、これくらいの余裕があったほうがこちらとしては頼たのもしいが」

「……だから、お前はいったい何歳なんだ？」

　耳に入ってしまった呟つぶやきに、ユートは思わず半眼で言葉を返す。

　赤しやく銅どう色の竜はぐんぐんと高度を上げ、夜明けの色に染まる空を矢のように切り裂さいて塔とうへと向かっていった。

　東の空は朱あけ色いろを帯び、太陽が顔を出すまで間がないことを伝える。

　眼下に広がる森の中に、染しみのように広がる砂色の大地が見えてきたところでアークはカーマイクルに声をかけた。

「儂わしを下ろしたら、塔の見える場所でしばらく待機しておれ。不用意には近づくなよ──機能停止の術式を送り込むまでは、〈遺稿ビブリオ〉の防衛機能が働いておる。下手へたに近づいて攻こう撃げきを受けたりすれば、計画が水の泡あわだからの」

「わかってますって！　そこまでヘマだと思われてんですかい？　どこまで近づけば攻撃されるかくらい、とっくに把は握あくしてますよ！」

　抗こう議ぎめいた言葉を返しながらも、カーマイクルの顔には笑みが浮かんでいる。

　自らの技量と判断に絶対の自信を持つ笑みに、アークもふっと口元をほころばせた。それは悪かったの、と風にまぎれそうな呟きを発し、後方のユートたちに目を向ける。

　明るくなりつつある空によく似た色の瞳は、ユートの心の奥底まで見み透すかすようだった。

　豊かな感情をたたえながらも、どこか無機物めいた空くう虚きよさを漂ただよわせる瞳にユートは見覚えがあることに気づく。

　色こそ違ちがっていたものの、その瞳の表情はイル──イリュウスと瓜うり二ふたつだった。

「アーク……お前」

　知らず呟いたユートに、アークはくしゃりと顔全体で笑う。

　悪戯いたずらを成功させた子供のような笑顔は、当たり前のどこにでもいる少年のもののようにしか見えなかった。

　ユートと同じ違い和わ感かんを感じたのか、言葉を失っているタジェスとユートの後ろで首をかしげているイルを順番に見やり、アークは口を開く。

「本来あるべき形から、ずいぶん変質してしまっておるがの──もとは儂も、そこにいるイリュウスと同じ存在。どれだけこの世に存在し続けているかは、もう忘れてしまった。この姿となってからは、かれこれ千年ばかりたっておるかもしれんが」

「………」

　あっさりと告げられた事実に、ユートは目を見開いたまま沈黙する。

　タジェスも同様の表情で、イルだけは腑ふに落ちたような色を眼鏡の下の瞳にのぞかせてアークの姿を見つめていた。

「儂をこの世に留とどめておるのは、かつての相棒──主あるじの願い。それが世界の平へい衡こうを司つかさどる〈翼のアーク後継者トウール〉の存在する理由よ。儂はその名にかけて、古代の遺産たる〈遺稿ビブリオ〉を野心ある者の手には渡わたすことはできん」

　アークはユートの顔を再び見返して、力強い笑みを目にのぞかせる。

「今この時、この国にそなたという使い手がいたのも、なにかの巡めぐり合わせなのかもしれぬ。そなたにとっては災難以外の何物でもないかもしれんが……」

　ユートが言葉を返しかけるのを遮さえぎり、アークはカーマイクルに竜を地上近くまで降下させるように告げる。

　下方には白茶けた大地と、無数の墓標のように地面から突つき出す石柱の姿があった。

　見る見るうちに地上が近づき、大きく翼を羽ばたかせて竜が速度を落としたところで、アークはユートに向けて声を投げやった。

「必ず〈遺稿ビブリオ〉の防衛機能は停止させる。イルに合図を送るから、そのタイミングに合わせて塔に突とつ入にゆうしてくれ！」

　言葉とともに、アークは近づいた大地めがけてためらいもなく飛び降りる。

「アーク!?」

　ユートはぎょっと目をむいたが、アークは危なげなく地面に下り立ったようだった。

　ちらりと頭上を見上げるアークの口元には、ユートを安心させるような笑みが漂っていた。同時に、それはユートへの深い信しん頼らいを表すものでもあった。

　竜は再び地上を離はなれ、アークの姿は見る間に遠ざかっていく。

　ユートは言葉もないまま、地上にぽつりと残された小さな人ひと影かげを見送った。やがて並び立つ石柱にまぎれてアークの姿が見えなくなると、ユートは唇を嚙みしめて行く手に見えてきた塔へと睨にらむような視線を移した。







　降り立った大地の上で、アークは長衣の裾すそを払はらって身体からだを起こした。

　踏ふみしめる土はすっかり色が抜ぬけ、砂のように乾かん燥そうしている。周囲には木の残ざん骸がいがいくつも横たわっていたが、半ば崩れて地面と同化しかけていた。

　かわりにそびえ立つのは、見上げるような高さの無数の石柱だ。

　白く濁にごった半はん透とう明めいの石柱が、見み渡わたす限りを森のように埋うめ尽つくしている。

　乱立する石柱のただ中に降り立つのと同時に、アークはくらりと目め眩まいめいたものを感じたが表情に出すことはしなかった。

　枯かれ果てた大地を見れば、こうなることは最初からわかっていたことだ。

　すべての存在が生まれながらに備えている魔ま力りよく──存在を形作る根源的な力を奪うばい取られた結果が、目の前に広がるこの光景だった。

（しかし……少々きついの）

　アークは眉まゆを寄せて、伸ばした指先を自分の足元へと向けて小さく円を描えがく。

　正確に描かれた真円を写し取ったように、アークの足元には無数の記号めいた文字をちりばめた円えん環かんが浮かび上がった。

　同時に先さき程ほどから感じていた不快感がわずかに減じ、アークは両目を閉じて左手に意識を集中する。

　手の甲こうを覆おおうような形の装そう飾しよく品の中央で、紫むらさきの宝玉がじわりと底知れぬ輝きを宿す。

　次し第だいに強くなっていく輝きは、眩まぶしさよりも胸を押さえつけられるような圧あつ迫ぱく感かんを強く感じさせるものだった。

　しばらく身動きもせずに立ち尽くしたあとで、アークはおもむろに目を開く。

　両眼に宿るのは、宝玉が宿しているものと同種の輝きだった。

「翼の後継者アークトゥールが魔力──」

　開かれた唇から、不敵な微び笑しようを含んだ言葉が放たれる。

「食くらいきれるなら食ってみるがいい！　一晩かけて練り上げた、機能停止の特製術式付きでよければな！」

　言い放つのと同時にアークは足元に浮かんだ円環から踏み出し、最も近い場所に立つ石柱に手のひらを押しつける。

　石柱が白く輝かがやいたのは、流し込まれた膨ぼう大だいな魔力のせいだった。

　押しつけた手のひらを中心に広がるのは、無数の細かな記号を浮うかべた光の真円。

　アークの意志によって作り上げられた術式が、魔力とともに〈遺稿ビブリオ〉本体へと送り込まれていく。

（今だ──イリュウス！）

　心の中で、アークは離れたイルに向かって呼びかける。

　それが〈遺稿ビブリオ〉の機能を停止させられるのは、ほんのわずかな間だった。

　送り込まれた術式による異常を〈遺稿ビブリオ〉が感知し、自己補修能力によって術式を無力化するまでの間。時間にして数十秒にも満たないだろう、その間が勝負だ。

　急激に魔力を奪われていく虚きよ脱だつ感と、即そく席せきの術式を意志の力だけで構成する負ふ荷かでアークの意識が途と切ぎれそうになる。

　気力を振ふり絞しぼって意識を繫つなぎ止め、アークは絞り出すようにして声をあげた。

「あとは……頼んだぞ、ユート！」







「──王子」

　ぴくりと動きを止め、イルがどこか遠くを見る眼まな差ざしで声を発した。

　続きの言葉をイルが発するよりも先に、ユートは彼の言わんとすることを悟さとった。

「アークが──？」

「〈遺稿ビブリオ〉の防衛機能が停止します。持続時間は──四十秒」

　感情の消えた平へい坦たんな声で、書かれてあるものを読み上げるようにイルは告げる。

　その姿はとぼけた雰ふん囲い気きを持つ世話係のままだったが、瞳ひとみに宿る表情は剣つるぎの精せい霊れいのものへと変わっていた。

　ユートはちらりとタジェスとカーマイクルに視線を移すと、宙に向かって手を差し伸のべる。

　風に乱される明るい茶色の髪かみの下の瞳が、剣の輝きに似た冴さえ冴ざえとした光を浮かべていることにタジェスは気づく。

「──我が手にあれ、〈イリュウス〉！」

　ユートの後ろでイルの輪りん郭かくがぼやけるように消え、直後清水のような銀の髪と純白の衣装が風にひるがえる。

　玲れい瓏ろうたる美び貌ぼうの精霊が姿を現したのは、ほんの一いつ瞬しゆんのことだった。

　額を飾かざる額環と、衣装の上から身につけた銀の胸むね飾り──双そう方ほうの中央に配された宝玉と同じ青紫色の瞳がかすかな微笑ほほえみを浮かべるのと同時に、銀と青紫の色しき彩さいはそのまま精霊は優美な長剣へと姿を変える。

　伸ばした手の中に現れた長剣の柄つかを、ユートはしっかりと握にぎり締しめる。

　カーマイクルは目の端はしでそれを確かく認にんすると、心得たような笑えみを唇くちびるにのぞかせて竜りゆうに急降下の合図を送った。

　はるか眼下に見える水すい晶しようの塊かたまりのような塔とうが、彼らの目指す場所だった。

　地平線の向こうから顔を出した朝日が、塔を眩くるめく輝かせる。周囲に突き出した無色の石柱が乱反射した光に囲まれながら、高く天にそびえ立っている。

　近づいてくる塔を凝ぎよう視しするユートの目には、先せん端たんの多面体の結けつ晶しようも見えていた。

　朝日の輝きとはまた別の、それ自体が発する複雑な光に目を留めて、ユートは剣の柄を握る手に力を込める。

　片手で竜の鱗うろこを摑つかんだまま膝ひざ立だちになり、ユートは〈イリュウス〉を構える。

（──イリュウス）

　胸の中で呼びかける声に、澄すみきった水のような声が応こたえた。

〝はい、王子〟

（お前の力と命──俺が預かる）

　あえて感情を排はいしたユートの言葉に、剣へと姿を変えた精霊はいつもと変わりない声をためらいもせずに返した。

　感じ取れないほどのかすかな温ぬくもりが、声の奥底ににじんでいた。

〝我が主あるじの望まれるままに──残り十秒〟

　最後の声にユートが顔を上げた時には、塔の姿はすでに眼前にあった。

　先端の結晶体をかすめるようにして竜が上じよう昇しように転じた瞬しゆん間かん、ユートは鱗を摑んでいた手を離して竜の背中から飛び降りる。

　降下の勢いを刃やいばに乗せて、ユートは〈イリュウス〉を結晶体めがけて叩たたきつけた。

「──はああああっ！」

　振り下ろされた刃は結晶体の表面に抵てい抗こうなく沈しずみ、同時に爆ばく発はつするような勢いで刃に触ふれた部分から結晶体が砕くだけ散る。

　砕け散った破は片へんは、虹にじ色いろの輝きを発する光のかけらとなって空中で消えた。

　あとに残されたのは、不規則な断面をのぞかせる巨きよ大だいな穴だった。

　人一人を楽に吞のみこむ大きさの穴の中にユートの姿は消え、ユートに続いて飛び降りたタジェスも穴に身を投じる。

　二人の姿を見送ったところで、カーマイクルの視界を白い輝きがかすめた。

「──っ！」

　反射的に反転させた竜の身体の脇わきを、純白の閃せん光こうが貫つらぬいていく。

　塔の先端を取り巻くように現れた無数の光る図形に気づき、カーマイクルは小さく舌打ちをした。

「時間切れかよ！　もうちょっと粘ねばって欲しかったぜ、ご老体！」

　言う間にも、二重の円のような図形からは次々と光が放たれる。

　カーマイクルは限界まで竜の速度を上げながら、細かく軌き道どうを変えて空中を貫く閃光をかわしていった。

（死ぬんじゃねえぞ、ユート──！）

　背後をふり返る余よ裕ゆうもない中、嚙かみしめるような言葉を内心で洩もらしてカーマイクルは塔の上空から離はなれていった。
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　外がい壁へきに開いた穴から、ユートは結晶体の内部へと降り立った。

　膝を曲げて落下の衝しよう撃げきを和やわらげるユートの靴くつ裏に、硬こう質しつな床ゆかの感かん触しよくが伝わる。磨みがいたように滑なめらかな床には継つぎ目もなく、塔を形作る石柱と同じ素材で作られているようだった。

　身体からだを起こそうとしたユートの背後に、続けて飛び込んだタジェスが降り立つ。

　かろうじて無事に着地したものの、ぐらりと体勢をよろめかせるタジェスをユートは慌あわてて抱だき止めた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　だからついてくるなと……」

「ちょっと目測を誤っただけだって」

　眉まゆを寄せるユートに、タジェスは言い訳がましい言葉を笑顔で口にする。

「それに、思ってもみなかった余録もあったし……ああ、別に最初から狙ねらっていたわけじゃないんだけど」

　しっかりとタジェスを抱き止めている自分に気づき、ユートは苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔でタジェスの身体を乱暴に突つき放した。

「阿あ呆ほうかお前は！　こんな時になにを考えてる！」

　突き放されたタジェスがたたらを踏ふむのを、今度は完全に無視してユートは周囲へと視線を向けた。

　床と同じつるりとした壁かべに挟はさまれた、幅はばの広い通路のように見えた。

　外からは透とう明めいに見えたが、壁や床はうっすらと青みを帯びた半はん透明の素材でできている。

　壁からにじみ出る光は、外からのものではなくどこか人工物めいた冷たさを感じさせるものだった。

　緩ゆるく湾わん曲きよくした通路が、ユートの立っている場所から前後に向かって伸びている。

　ユートは厳しい表情でそれぞれの通路の先を見比べ、同時にイリュウスの声がユートの脳のう裏りに響ひびいた。

〝こちらです、王子〟

　引き寄せられるような感覚を覚え、ユートは通路の一方へ向かって走り出す。

　背後にタジェスがついてくるのをちらりとふり返って確認し、ユートは塵ちり一つ落ちていない通路を駆かけ抜ぬけていった。

　間もなく前方に見えてきた装そう飾しよくのない扉とびらが、ユートの判断が正しかったことを示した。

　だが扉に駆け寄るよりも早く、通路の前方の床に血のように紅あかい光の図形が浮うかび上がる。通路の幅いっぱいに描えがかれた真円の枠わくの中には交差する複雑な曲線とともに、蠍さそりと蜥蜴とかげを混ぜ合わせたような奇き怪かいな生き物を図案化したような紋もん様ようがあった。

「──っ!?」

　不ふ吉きつなものを感じてユートが足を止めた瞬間、図形から強い光が放たれる。

　空中を紅く染めた光が消え去ったあとには、図形の中に描かれていたものと同じ特とく徴ちようを持つ巨大な生き物の姿が残されていた。

　真しん紅くの外骨格に包まれた、歪いびつに曲がった手足と長い尾おを持つ流線型の身体。

　肩かた口ぐちから突き出した鋏はさみを持つ腕うでを威い嚇かくするように振ふり上げ、通路を塞ふさぐほどの大きさの生き物がユートに飛びかかってくる。

「──下がってろ、タジェス！」

　後方のタジェスにふり返りもせずに言葉を投げ、ユートは〈イリュウス〉を低く構えた。

　甲こう羅ら状の外がい殻かくに覆おおわれた頭部で、複数の瞳ひとみが炯けい々けいたる光を放っていたがユートの顔には恐おそれめいた感情は浮かんでいなかった。

　まっすぐに真紅の怪かい物ぶつを見上げて、ユートは振り下ろされた鋏をかいくぐると下から〈イリュウス〉の刃を振るう。

　避よけようのない距きよ離りからの攻こう撃げきを受けて、怪物の頸けい部ぶがすっぱりと断たち切られた。

　しかし動きは止まらず、脇わき腹ばらから突き出た何本もの脚あしがユートを踏みつぶそうとするように襲おそいかかってくる。

　ユートは床すれすれまで身を屈かがめて、大きく広がった両脚の間に身を躍おどらせる。

　怪物の腹の下をくぐり抜けて後方に出ると、振り下ろされた長い尾を身体を反転させざまに斬きり飛ばし、ユートは〈イリュウス〉を振り上げて高く跳ちよう躍やくした。

「はあ──っ！」

　外殻の隙すき間まに突き立った刃は、丸太のような胴どう体たいをほとんど一刀のもとに両断した。

　同時に、怪物の周囲にいくつもの真紅の図形が浮かぶ。手のひらを並べた程度の真円の中に方形を重ねた簡素な図形が光を帯び、次の瞬しゆん間かん長く伸のびた氷柱つらら状の真紅の槍やりがその中から突き出してきた。

　紅こう玉ぎよくから削けずりだしたような槍の先にあるのは、怪物の上に立つユートの身体だ。

「ユート！」

　串くし刺ざしになるかと思われたが、その寸前一いつ閃せんした〈イリュウス〉が長く突き出された真紅の槍を粉々に打ち砕いた。

　返した刃を、ユートは足元で半ば分断された怪物の胴体に再び突き立てる。

　ユートの目には、厚い外殻の中に隠かくされた怪物の心臓部──力の中ちゆう核かくである球体が白い光の塊かたまりとなって映っていた。

　首の根元を貫いた刃が、硬かたいものを破は壊かいする手て応ごたえとともに怪物の動きが止まる。

　端はしから色が抜けていくように、輪りん郭かくだけを残して透明な光の粒つぶへと変わっていく怪物を見やろうともせず、ユートは背後のタジェスに向かって呼びかけた。

「──行くぞ！」

　扉へ向かって駆け出すユートを、タジェスは言葉も出さずに追いかけた。

　行く手に立ちふさがる半透明の扉には、取っ手がついておらず開閉するための方法も見当がつかなかった。

　ユートは迷わず〈イリュウス〉を振り上げ、扉に向かって斜ななめに斬り下ろす。

　手応えもなく切り裂さかれた扉の上部が滑すべり落ち、残る下半分を蹴けり飛ばしてユートはその奥へと飛び込んでいった。

　室内を満たす柔やわらかな光が、ユートの全身を包み込むように白く染めた。







　一いつ瞬しゆん、室内の明るさに目を細めたユートだったが、すぐに視界を取り戻もどして素す早ばやくあたりを見回した。

　ユートの目に映ったのは、半球状の広々とした部屋だった。

　それ自体が光を放っているような、一体化した壁と天てん井じよう。滑らかに磨き上げられた表面には時折ちらりと澄すんだ銀光が走る。

　部屋の中央には六枚の黒い石板に囲まれた、透明な六角柱が浮かんでいる。

　人の身長ほどもある六角柱の手前に、二人の人ひと影かげがあるのを見てユートは表情を鋭するどくした。

「……ヴェスカ！」

　淡あわい金きん髪ぱつをわずかに揺ゆらして、ふり返ったヴェスカが微び笑しようを浮かべる。

　色の白い顔に浮かぶ笑えみは、内心の動きをまるで感じさせない作り物じみたものだった。

〈イリュウス〉を構えようとするユートのかたわらに足を進めたタジェスが、ヴェスカへと言葉を放った。

「叔父おじ上うえ──これが、あなたの求めていた力ですか？」

　静かな声が、水面に広がる波は紋もんのように部屋全体へと響き渡わたっていった。

　タジェスを見返すヴェスカの瞳に感情の色はなく、タジェスの瞳も底に感情を沈しずめたように深く凪ないでいた。

　微び細さいな光をちらつかせながら宙に浮かぶ六角柱に、タジェスは目を向ける。

「この力が国を繁はん栄えいに導くと本気で思っておいでですか？　あなたのやり方では、ただ混乱と破壊がもたらされるにすぎない。ニーザベイムに災さい厄やくを招くことをあなたは望んでおいでなのですか？」

　タジェスの脳のう裏りに、塔とうの周囲に広がる枯かれ果てた大地がよみがえる。

　生命のかけらもなく乾かわききった大地は、ヴェスカが手に入れた力を行使した先にある光景のようでもあった。

　ヴェスカは無言でタジェスを見つめ、ふっと笑みを深めて小さく首を振った。

「……わからぬよ、お前にはな」

　拒きよ絶ぜつではなく、すべての理解を拒こばむ断絶の言葉だった。

　タジェスは再び口を開こうとしたが、それを横からごく軽くタジェスの肩かたに触ふれたユートの手が止めた。

　言葉を吞のむタジェスに代わって、ユートはヴェスカに向けて声を放った。

「お前が〈遺稿ビブリオ〉の力を使ってニーザベイムを戦いくさへと導こうとするなら、俺はなんとしてでもお前を止める。二度とお前のような者が現れないように──〈遺稿ビブリオ〉を破壊する！」

　ヴェスカは目を細め、同時に彼とユートたちの立つ中間の地点に光の像が結ばれる。

　空中に浮かび上がった光が形作ったのは、巨きよ大だいな人の姿──〈戦機〉だ。

　エーデバルツが古城で操あやつっていたものよりも一回り大きく、より人間に近い姿をしていた。鈍にぶい灰色をした甲かつ冑ちゆうの各所に、模様とも文字ともつかない記号が浮かぶ。

「──っ！」

〈戦機〉が手を上げた瞬間、手のひらの前に浮かんだ円に近い図形から光の矢が放たれた。

　ユートは〈イリュウス〉を一閃させて矢を斬り飛ばしたが、その時にはもう〈戦機〉の姿が目の前に迫せまっていた。

　タジェスを横に突つき飛ばしながら、ユートは抜き打ちざまに放たれた大たい剣けんの一いち撃げきをかわす。

　意思を持たない兵器とは思えないほどの、滑なめらかで洗練された動きだった。

　ユートは身体からだを半回転させて〈イリュウス〉で斬りかかるが、〈戦機〉の持つ大剣が無色の刃やいばを受け止める。

　重じゆう厚こうな大剣の刃がびくともしないのを見て、ユートの目がわずかに見開かれた。

（──こいつ!?）

　魔ま術じゆつで形成されているにもかかわらず、術式を破壊する〈イリュウス〉の力が通用しない。

　ユートの目に一いつ瞬しゆん焦あせりの色が浮かんだが、すぐに意識を切り替かえてユートは相手の懐ふところに飛び込んでいく。

　装そう甲こうに包まれた胴体に叩たたきつけた刃は、しかし硬い手応えとともに弾はじき返された。

（……剣だけでなく、こいつ自体〈イリュウス〉の力が通用しない？）

〝いいえ〟

　ユートの脳のう裏りに、イリュウスの声が届く。

〝強化の術式を重ねがけしているようです。術式の結び目となる部分を破壊すれば──〟

　声とともに頭の中に〈戦機〉の姿に重なる光点が浮かび、ユートはその中の一つに向かって〈イリュウス〉を振り上げる。

　だが、刃が届くよりもユートを取り巻くように先さき程ほどの図形が現れ、いっせいに光の矢を放つほうが早かった。

　ユートは反射的に床ゆかに身を投げ出し、転がって〈戦機〉から距離を取る。

　空中でぶつかった矢は光を放って四散し、同時に振り下ろされた大剣の刃はユートの身体を紙かみ一ひと重えでかすめて床を浅く切り裂いた。

　ユートは床に手をついて身を起こし、突き出されてきた刃を横に飛んでかわす。

　攻撃すべき場所ははっきりしていたが、〈戦機〉の動きの速さと繰くり出される魔術が容易に手を出すことを拒んでいた。

〈戦機〉と対たい峙じするユートを、ヴェスカは観察するような眼まな差ざしで見つめていた。

　彼の手には〈遺稿ビブリオ〉を制せい御ぎよする杖つえが握にぎられたままであったが、さらにユートたちを攻撃するための兵器を作り出そうとすることはなかった。

　それだけの力が、今の〈遺稿ビブリオ〉には残されていなかったのだ。

　少し前に魔ま力りよくとともに送り込まれた機能停止の術式によって、〈遺稿ビブリオ〉の能力は解放されたばかりの頃ころに比べても低下していた。

〈戦機〉──精せい霊れいの力を宿した武器に対たい抗こうできるよう、強化を施ほどこした特別な一機を作り出すのが精せい一いつ杯ぱいだった。術式の影えい響きようを完全に排はい除じよできれば力は戻るだろうが、今しばらくの時間が必要だ。

　ヴェスカは無言で〈戦機〉を見つめ、ふいに視線を横に動かした。

「──ヴェスカ様！」

　ユートに気を取られている間に、横手に回り込んでいたタジェスが剣を抜ぬいて斬きりかかってきたのだ。

　警告の声とともに、間に割り込んだラシェンナが手にした剣で攻こう撃げきを受け止める。

　重い斬ざん撃げきを華か麗れいな剣さばきで受け流し、ラシェンナは入れ替わるようにタジェスの喉のど元もとへと剣けん先さきを突き入れる。

　ドレスに身を包んだ女性のものとも思えない正確無比な一撃を、タジェスはわずかに身体を傾かたむけてかわす。首筋すれすれをかすめた刃を下から斬り上げると、強きよう烈れつな痺しびれがラシェンナの手に伝わったがかろうじて剣を手放すことはなかった。

　菫すみれ色いろの瞳ひとみに敵意をのぞかせて、ラシェンナはなおも執しつ拗ように攻撃を続ける。

「ヴェスカ様の邪じや魔まはさせない──！」

　次々と繰り出される刃を、タジェスは懸けん命めいに手にした剣で防ぐ。

　ユートの目にも二人の戦いは映っていたが、目の前の〈戦機〉から意識を逸そらすことはできなかった。

　大剣の斬撃は時とともに鋭さを増し、ユートの動きを先読みしたような攻撃も増えてきつつあった。それがユートの動きに慣れてきたためなのか、この〈戦機〉の持つ能力なのかはわからなかったが、脅きよう威いが増しつつあることだけは確かだった。

（長引けば……こちらが不利だ）

　休みなく攻撃と離り脱だつをくり返しながら、ユートは胸の中で呟つぶやく。

　溜たまりつつある疲つかれと緊きん張ちようで、にじんだ汗あせが髪かみを額に貼はり付けている。

　今はまだ余よ裕ゆうがあったが、生身の人間である以上いずれ疲れによって動きが鈍くなることは避さけられない。

（その前に、決着を付ける！）

　ユートの意志に応こたえるように、握った〈イリュウス〉の刀身がおぼろな光を放つ。

　同時にユートは床を強く蹴けって、〈戦機〉の足元に飛び込んでいく。

　待ちかまえていたように振ふり下ろされた大剣を横に飛び退のいてかわし、行く手に浮うかび上がっていた図形が光の矢を放つより先に〈イリュウス〉の一いつ閃せんで打ち砕くだく。

　両断されたそれが消えていくのを見やりもせず、ユートは身体を反転させて横よこ薙なぎにふるわれる大剣を真正面から受け止めた。

「く……っ！」

　身体ごと弾き飛ばされそうな衝しよう撃げきがあったが、両足を踏ふみしめてユートは耐たえる。

　勢いを殺した刃を横に受け流し、次の一撃が返ってくるより早くユートは一瞬動きを止めた大剣を足がかりに〈戦機〉へと向かって跳とび上がる。

　背後に光を帯びた図形が浮かび上がるのが、見ずともわかった。

　しかしユートはふり返ろうともせず、〈戦機〉の装甲に重なって見える白い光点に〈イリュウス〉を振り下ろした。

　図形から放たれた光を銀に輝かがやく防ぼう壁へきが防ぐのと、〈イリュウス〉の刃が光点をとらえるのが同時だった。

　内心でイリュウスに礼を述べながら、ユートはさらに別の光点へと刃を振るう。

　肩かた口ぐちと胸にある三つの光点を切り払はらうと、残りの光点はほどけるように薄うすれてユートの視界から消えた。

〝王子、強化の術式が──〟

（ああ──これで、終わりだ！）

　ユートは床に降り立つと、目の前にある〈戦機〉の胴どう体たいに〈イリュウス〉を突き立てる。

　淡あわい光を帯びた刃はたやすく装甲を貫つらぬき、柄つかの近くまで埋うまった。

　横に刃を滑すべらせると、抵てい抗こうもなく胴体は半ば切断される。動きを止めた〈戦機〉ががくりと体勢を崩くずした瞬しゆん間かん、ユートは一閃した刃で首を切り飛ばした。

　素す早ばやくユートが飛び退いたあとに、首を失った〈戦機〉の巨きよ体たいが倒たおれ込む。

　現れた時と同じように、光によって結ばれた像と化して消えていく古代の兵器を、ユートは目の端はしに留とどめてタジェスへと走り寄っていく。

「──っ！」

〈戦機〉が消えるのを目にしたラシェンナの瞳に、一瞬動どう揺ようの色が浮かんだ。

　その隙すきを見み逃のがさず、タジェスは突き出された細剣を斬り払うと、返した剣の柄でラシェンナの胴体に当て身を入れる。

　膝ひざを崩したラシェンナを見やろうともせず、タジェスは彼女の背後に庇かばわれていたヴェスカへと近づく。

　ヴェスカが握った杖を軽く掲かかげるのを見て、タジェスの瞳に警けい戒かいの色が浮かんだ。

　半ば反射的に振り上げた剣を、ヴェスカの肩口めがけて叩きつける。

「……っ!?」

　タジェスの目が見開かれたのは、予想していた魔術による攻撃がなく──身を守るための術さえも使われることがなかったためだった。

　タジェスの振り下ろした刃は、ヴェスカの肩口から胸にかけてを深く切り裂さいていた。

　斬りつけられた衝撃でそのまま床にくずおれたヴェスカを、タジェスはやや呆ぼう然ぜんとした表情で見下ろす。

「叔父おじ上うえ……？　なぜ……」

　呟くタジェスに目をやって、ヴェスカはかすれた声を発した。

「他ほかに……終わらせる方法が見つからなかっただけだ。妄もう執しゆうだとわかっていても……この力を手放すことはできなかった」

　浅い呼吸をくり返すヴェスカの口から、鮮あざやかな色をした血が零こぼれる。

　剣を手に愕がく然ぜんと立ち尽つくすタジェスの後ろで、ユートも言葉もないまま床にうずくまるヴェスカの言葉を聞いていた。

　苦しげに顔を歪ゆがめながらも、ヴェスカの瞳には不思議と安らいだ光があった。

「力を求め、力を得て……私の願いが、どんな力でも叶かなえようのないものであることが初めてわかった。過ぎた時を、取り戻もどすことはできない……兄とともに戦場に立った日々が、戻ってくることは決してない」

　呟くように言葉を口にするヴェスカの唇くちびるに、ごく淡く苦い笑えみが浮かぶ。

「いや、初めからわかっていたことだ……ただ、認めることができなかった。力さえあれば、手に入れられると信じて……」

「……叔父上」

「それ以外、支えとするものはなかった。手に入れた力を捨て去ることなど……できはしなかった。それは……私の生きてきた時間を、否定することでしかないのだから」

　タジェスの耳に、はっきりとした感情の色をのぞかせたヴェスカの声が届く。そこにあったのは、己おのれ自身を嘲あざ笑わらうような響ひびきだった。

「願いが叶えられないのなら、いっそすべてを滅ほろぼし尽くしてしまうのも一興……止める者があるのなら、私の前に必ず現れよう。誰だれにも止められずに破は滅めつへ向かうのなら、それも一つの世界の意志というもの」

　お前たちがここへ現れた時点で、私の敗北は半ば決定していた──とヴェスカはユートとタジェスに光の薄れた目を向ける。

「最後まで抗あらがい続けるほどの情熱は、私にはない……その力も残ってはいない。ここで退場させて……もらおう」

　唇に笑みを刻んだまま、言葉を途と切ぎれさせるヴェスカに背を向けて、ユートは宙に浮かんだ六角柱へと近づいていく。

　やりきれぬ思いを頭を振って追い払い、ユートは〈イリュウス〉を掲げる。

〝……王子〟

　胸の中に、ユートの心をそっと包み込むような声が届いた。

　かたわらに立つ精せい霊れい──あるいは同じ容姿をした世話係の姿を幻げん視しした気がして、ユートは心を決める。

　自然と浮かび上がってくる笑みが、ユートの口元にのぞいた。

「さぁ──最後の大仕事だぞ！」

　自らを奮い立たせるように言って、強く握にぎり締しめた〈イリュウス〉をユートは六角柱に叩たたきつける。
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「──っ！」

　途と端たん、後方にはね飛ばされるかと思うほどの衝撃が、ユートの身体からだを襲おそった。

　刃やいばは六角柱には届かず、その手前で雷らい光こうのような輝きに遮さえぎられて停止している。両りよう腕うでを押し戻そうとする力にユートは抵抗し、〈イリュウス〉を強く押し出していった。

（……くっ、これも強化の術式──か？）

　ユートの内心に浮かんだ問いに、イリュウスが否定の言葉を返す。

〝いえ──〈遺稿ビブリオ〉自体の持つ力です。自己防衛能力──これは、力で強ごう引いんに押し切る以外にない〟

　イリュウスの声に潜ひそんだ決意に、ユートの表情が硬かたくなる。

　瞳ひとみをよぎった恐おそれの色は、自分ではなくすでに損傷を内に抱かかえているというイリュウスが、致ち命めい的てきな打だ撃げきを受けることを案じたためだった。

　ユートの内心を見み抜ぬいたように、イリュウスが平へい坦たんな調子で言葉を伝える。

〝心配はありません。もとは自分の力──制せい御ぎよできないことはないはずです。仮に制御を離はなれても、王子は私が必ずお守りします〟

（そうじゃない、俺は──！）

　ユートが返しかけた言葉を、イリュウスは笑みさえ含ふくんだ言葉で遮った。

〝『やるべきこと』なのでしょう、これは？〟

　豊かな感情をのぞかせた声が、ユートの思考を停止させる。

　それは剣けんに宿る精霊のものではなく、人としてユートに付き従っていた世話係のものとしか思えない声だった。

〝やるべきことがあるから、王子は今この場にいるはずです。私にとって最優先されるべきは王子の命令──望みを叶えること。同列の順位として、それに矛む盾じゆんしない範はん囲いでの王子の身の安全の確保。目的を果たせずして、私がここに存在している意味はありません〟

　柔やわらかいながらもきっぱりと告げる声に、ユートは一いつ瞬しゆんの間をおいてから強い命令の意志を込めて言葉を返した。

（もう一つ、優先すべき課題を付け加えろ──お前自身の安全の確保を）

〝……善処します〟

　短い返答は、宥なだめるとも苦く笑しようするともつかぬ成分を含んだものだった。

　ほんの数瞬にも満たない間にかわされたやりとりのあと、ユートの目前で〈イリュウス〉の刀身が鋭するどい輝きを帯びた。

　光の塊かたまりと化したような刀身の中に、青あお紫むらさきに鈍にぶく光る紋もん章しようめいた模様が浮うかび上がる。

　模様はところどころがかすれたように欠けていたが、刀身に宿る輝きは一定の光量を超こえることはなかった。

「……つっ！」

　目を灼やく光にユートは眉まゆを寄せ、だが〈イリュウス〉に込めた力を抜ぬくことはなかった。

　逆に力を込めて、六角柱の手前で激しく瞬またたく光に刃を押しつける。

　変わらず強い抵抗があったが、刃はじりじりと光を押しのけて六角柱へと近づいていった。ユートは全身の力を腕うでに込めて、〈イリュウス〉を振ふり抜こうとする。

「く……うおおおおおっ!!」

〈イリュウス〉の刀身に宿る光が、ユートの意識までも白く染めていくように感じた。

　どこまでが自分の腕でどこからが〈イリュウス〉なのか、それも判別がつかなくなり始めていた。

　半ば操あやつられるように、剣を振るうユートの腕にかかる抵てい抗こうがふいに消失した。

　刃を阻はばむ光が断たち切られたと意識する間もなく、宙に浮かぶ巨きよ大だいな六角柱がすっぱりと横に切り裂かれた。

「──っ!?」

　手て応ごたえもなく、目の前に刻まれた深い断ち痕あとをユートは呆然と見やる。

　横一文字に刻まれた傷痕は、見る見るうちに上下に広がって六角柱を細かな立方体に分解していった。泡あわが解けるように無数の立方体はあえかな光を放って弾はじけていく。

　周囲を囲むように立っていた漆しつ黒こくの石板が、ちらついていた光を失ったかと思うとぼろりと角から欠け落ちた。灰の塊のように艶つやを失って崩くずれ落ちていく石板を、ユートは目を見開いて眺ながめやる。

（やった……のか？）

　実感が湧わくより早く、小刻みな振しん動どうがユートの足元から伝わってきた。

　はっと視線を巡めぐらせるユートの目に、同じ揺ゆれを感じ取ったタジェスの緊きん張ちようを帯びた表情が映った。

〝じきにここは崩れます。王子、早く脱だつ出しゆつを〟

　ユートの頭の中に、イリュウスの声が届く。

　いつもと変わらぬ声の調子にほっとしたものを感じながらも、ユートは困こん惑わくした表情で口を開いた。

「逃にげろ……って、どこに？　いや、それよりお前は……」

　大だい丈じよう夫ぶなのか、と問いかけようとした瞬しゆん間かん、かすかな光を残していた〈イリュウス〉の刃が再び強きよう烈れつな輝かがやきを発した。

　放たれた光は空中に巨大な像を結び、同時にユートの手の中から剣の感かん触しよくが消える。

　反射的に細めた目をユートが開いた時、空中に浮かんでいたのは透とう明めい感かんのある銀の鱗うろこに包まれた優美な姿をした生き物だった。

　長い首と尾おをくねらせ、同色の翼つばさを広げた姿は竜りゆうに酷こく似じしている。

　しかしカーマイクルの操る竜よりも身体は一回り以上大きく、滑なめらかな流線型の輪りん郭かくは作り物めいてさえ見えた。

『乗ってください、王子』

　多重の響きを持つ声で呼びかけられて、ユートはようやく我に返る。

　タジェスに目を向けると、彼にも声は届いているようだった。自分と竜を見比べるタジェスにうなずきかけ、ユートは姿を変えた〈イリュウス〉へと走り寄っていった。

「これが……お前の本来の姿なのか？」

『はい。正しくは本来の形態の一つですが……』

　剣の姿も化け身しんとしての人ひと形がたも、すべて〈イリュウス〉のあるべき姿だと告げる言葉を聞き流し、ユートは巨きよ体たいを覆おおう滑らかな鱗に手をかける。

　そこでふり返ったユートの視線の先に、ヴェスカとラシェンナの姿はなかった。

　わずかに目を見開いたユートだったが、同時に激しさを増した揺れと地鳴りのような轟ごう音おんが余よ裕ゆうがないことを伝えた。

『王子……！』

　ユートは身を伏ふせた竜の背に登り、タジェスの腕を摑つかんで引き上げる。

　二人を乗せた〈イリュウス〉は揺れる床ゆかを踏ふみしめて立ち上がると、青紫色の宝石のような瞳を壁かべへと向けた。

〈イリュウス〉の前に無数の円と曲線を重ねた図形が浮かび、青白い光こう芒ぼうを放つ。

　物理的な密度さえ感じさせる光が、壁と天てん井じようの半分近くを吹ふき飛ばして大穴を開ける。間をおかず〈イリュウス〉は壁に開いた穴から、外に向かって飛び出した。

　強い横よこ揺ゆれが部屋を襲い、壁の破は片へんが室内に落下を始めたのはその直後のことだった。

　翼を広げた竜の背から、ユートは塔とうの先せん端たんの結けつ晶しよう体が、内側に向かって潰つぶれるように崩れていくのを見送った。

　ユートの目には達成感よりも、割り切れないような感情が色いろ濃こく漂ただよっていた。







　不規則な振動が床を伝わってくる中、ラシェンナはヴェスカの身体を抱えて通路にうずくまっていた。

　引きずられたような血の痕あとが、長く通路の床に伸のびている。

　ユートたちの注意が逸それた隙すきをついて、ここまで連れてくるのが精せい一いつ杯ぱいだった。かろうじてヴェスカには息があるが、もう長くは保もたないことがわかっていた。

「……ヴェスカ様」

　膝ひざの上にヴェスカの頭を抱だいて、ラシェンナはささやくような声を洩もらす。

　ヴェスカの唇くちびるが、なぜ、と言うように動いたような気がした。声にならない声を受け取ってラシェンナは淡あわい微笑ほほえみを顔にのぞかせた。

「ヴェスカ様を、お一人では行かせません。どのようなところへでも、私はお供いたします」

　それは主あるじに向ける敬けい慕ぼよりも、一人の男性に向ける愛情よりも、拾い育ててくれた相手へと向ける恩義の念よりも深く濃こい感情を宿した声だった。

　どこか後こう悔かいにも似たものを含んだかすかな微び笑しようが、ヴェスカの口の端はしに漂う。

　床から伝わる振動はやがて激しい横揺れへと変わり、動かない二人を吞のみこむように通路は崩れ落ちていった。
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　空中から、巨きよ大だいな氷柱つららのような塔とうが崩くずれ落ちていくのが見えた。

　降り注ぐ太陽の光を反射して、きらきらと輝かがやきながら無数の破片が地上へと落下していく。虹にじ色いろに輝く破片は空中で光の塊かたまりと化し、粉々に砕くだけて消えていった。

　幻まぼろしのように消しよう滅めつしていく塔の姿を、ユートは言葉もなく見下ろした。目的を果たしたにもかかわらず、彼の顔にはどこか沈しずんだ表情があった。

　力に取り憑つかれ、力とともに滅ほろびることを選んだヴェスカ──

　その姿は、ユートの心に強大な力を手にすることの恐おそろしさと難しさとを、深く刻み込んでいった。

「……ユート」

　すぐ後ろから気き遣づかうように呼びかけられ、ユートはゆっくりとふり返る。

　ユートと目が合うと、タジェスは微笑して首を横に振ふってみせた。

「力に溺おぼれたのは叔父おじ上うえの弱さゆえだ。自分以外の誰だれも信じようとせず、ただ力だけを頼たよりとした──他ほかの道を選ぶ機会は叔父上にもあったはずだ。それに自ら背を向けて、叔父上は力を求め続けた。すべては叔父上の選せん択たくの結果なんだ」

「………」

　ユートは膝ひざ立だちになったまま、〈イリュウス〉の背に置いた手元へ視線を落とす。

　タジェスの言葉を耳にしてなお、ユートの表情は晴れなかった。

　自分がヴェスカと同じ道をたどらないという保証はどこにもなかった。最初は誰かのためであっても、力を揮ふるうことに喜びを覚えるようになればたやすく人は道を踏ふみ誤る。

　しかしそんなユートの内心を読み取ったように、タジェスは笑えみを深めてユートに告げた。

「君は、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　一片の疑いもはさまぬ声に、ユートは伏ふせていた目を上げる。

「そうやって力を恐れる気持ちがある限り、君は決して力に溺れたりはしない。自分のものでもない力を、自分のものと思い込むほど傲ごう慢まんでもない。なにより──君は一人じゃない。もし道を誤りそうになっても、側そばにいる人間が必ず君を止めるだろう」

「……タジェス」

「もちろん、私もだよ」

　必ず止めてみせる、と付け加えるタジェスの声がユートの心に染しみ通っていく。

　わずかに見開いた瞳ひとみを閉じ、ユートは口元に笑みを浮うかべた。

　タジェスの言う通り、たとえ道を間ま違ちがえそうになっても自分の周囲には──場合によっては力ずくでも──止めてくれる人間がいるはずだった。

　心に浮かぶ彼らの顔を、曇くもらせるようなことはしたくないと思った。

　なにより信しん頼らいを込めた口調で告げるタジェスに対して、顔向けができなくなるようなことはしたくなかった。

『……王子』

　手のひらを介かいして伝わってくるような声が、ユートの意識に届く。

『その時は、私も王子をお止めします。私は王子の剣けんであるのと同時に、王子のお世話係でもありますから』

　起き伏ふくのない澄すみきった声には、笑みの気配のようなものが感じられた。

　ユートは閉じていた目を薄うすく開いて、そうか、と声には出さずに呟つぶやく。二人の言葉が、胸の奥に凝こごった不安を溶とかしていくようだった。

「……そう、だな」

　薄く微笑んで呟いたユートの身体からだが、不安定に揺ゆらぐ。

　慌あわてて手を差し出したタジェスの腕うでの中に、ユートは抱だき止められた。

「ユート!?」

　タジェスの声が、急速に薄れていくユートの意識に遠く響ひびく。

　手足の感覚が、指先から失われていくのがわかった。まるで自分のものではないように重くなった身体を、ユートは懸けん命めいに動かそうとする。

　しかし、感覚の消えた手足はユートの意志とは裏腹にぴくりとも動かなかった。

　闇やみに没ぼつしかかる意識の奥底で、ユートは恐れていた事態がついに生じたことを理解する。

（これは……）

　不思議と冷静に、ユートは自分の身に起きた事実を受け止められた。

（〈イリュウス〉の力の反動か……）

　タジェスの腕の感かん触しよくが背中に伝わってきたが、徐じよ々じよにその感覚も遠くなっていく。

　ぐったりとしたユートの身体を腕に抱いて、タジェスは大声をあげる。

「ユート……！」

　呼びかける声にも、白い瞼まぶたは動こうとはしなかった。

　タジェスの顔に理解と焦あせりの色が浮かび、さらに声をあげようとしたところでイリュウスの声が彼の頭の中に響いた。

『……タジェス様』

　無理に絞しぼり出したような、弱々しい声だった。

『王子を……お願いします。これ以上、王子の身体に負ふ荷かをかけるわけには……』

「──イリュウス？」

　タジェスの声と同時に、二人の身体を乗せていた巨大な竜りゆうが細かな光のかけらとなって霧む消しようした。

　光の一部はユートの手元に集まり、優美な銀の長ちよ剣うけんを形作る。

　タジェスは反射的に長剣を摑つかみ、ユートの身体をしっかりと腕に抱かかえ込む。

「──っ！」

　支えを失って落下を始めながらも、タジェスの目には恐きよう怖ふも絶望も浮かんではいなかった。

　他でもないイリュウスが、ユートの身を危険にさらすはずもないという確信があった。仮の姿であるイルの行状を思うと、やや不安なものがあったのも確かだったが。

（いや……）

　頰ほおを叩たたく風を感じながら、タジェスは口元に笑みを浮かべて自らの思いを否定する。

　落下を続けるタジェスの視界の中には、彼の確信を裏付ける証しよう拠こがあった。

　空中を飛来する一つの影かげ。見る見るうちに近づいてくる影の背中には、見覚えのある二人の人ひと影かげが乗っていた。

　速度を上げて下方へと回り込んでくる影を、タジェスは目で追いかける。

　赤しやく銅どう色の竜の背中に乗った人物の容姿が判別できるようになったところで、一人が銀の装身具をはめた左手を空中に差し伸のべる。

　指先に浮かび上がった光の図形がタジェスたちの落下速度を弱めた直後、彼らの身体は竜の背中に受け止められた。







「……ご苦労だった、タジェス」

　いたわりのこもる眼まな差ざしを向けて告げる兄に、タジェスは「いいえ」と苦笑めいた光を瞳にのぞかせて応こたえた。

　ニーザベイムの王宮にある、ルーイン王太子の執しつ務む室である。

　王太子が人ひと払ばらいを命じたため、二人の周囲に人影はない。

　タジェスの偽にせ者ものが王太子を襲おそった事件からそれほど日もたっていないため、二人きりで会うことに侍じ従じゆうたちは難色を示したが、王太子は構うそぶりも見せなかった。

「そうは言っても、王宮に戻もどってきてからこちら働きづめだろう。まだ体力も十分戻りきっていないというのに……」

「さほどの労働でもありませんよ。ただ人に指示を出しているだけでしたから」

　疲つかれの色を顔にのぞかせながらも、タジェスは余よ裕ゆうを失わない口調で言葉を返す。

　ユートが〈遺稿ビブリオ〉を破は壊かいしてから、すでに五日が経たっていた。

　リーグ村に駐ちゆう留りゆうしていた兵士たちとともに王宮に戻ったタジェスは、ルーイン王太子と国王に〈遺稿ビブリオ〉の消滅とヴェスカの死を伝えた。

　ヴェスカが力を求めたきっかけが、自分にあったということを知った国王は沈ちん痛つうな面おも持もちをのぞかせたが、ヴェスカを悼いたむ言葉を口にすることはなかった。ただ〈遺稿ビブリオ〉を破壊したことと、タジェスが無事に戻ったことを喜ぶ言葉を述べただけだった。

　どのような動機であれ、魔ま術じゆつという力に魅みせられたヴェスカが国を危あやうくしかけたことには変わりがない。

　ヴェスカの死は、潜ひそんでいた古城の崩ほう壊かいに巻き込まれたことが原因とされた。

〈遺稿ビブリオ〉の存在を公表することができない以上、その死の真相を明らかにするわけにはいかなかったのだ。

　タジェスが行方ゆくえ不明になっていたのも、マルヴェル侯こうを背後で操あやつっている黒幕を探さぐった結果ということになった。マルヴェル侯に精せい巧こうな仮面作りの職人を紹しよう介かいしたエーデバルツが、何者かの意を受けて動いているのに気づいてヴェスカの存在を知った、という形だ。

　エーデバルツを丸め込んでヴェスカに近づこうとし、逆に囚とらわれの身となった──だが隙すきを見て王太子に居場所を知らせ、タジェスの友人であるユーディルシア王子が王太子に協力して救出した。

　──そのように処理するため、タジェスは王宮に戻るなり休むことなく裏工作に明け暮れたのである。

　幸いと言うべきは、〈遺稿ビブリオ〉の力の発現である塔とうを目もく撃げきしたのが、王太子に忠誠を誓ちかう兵士たちであったことだった。自分が目にしたものに疑いを持っていたこともあり、王太子の名で出された口外無用の命令にあえて背そむく者はいなかった。

（……まぁ、話したところでとても信用してはもらえなさそうだが）

　それでも〈遺稿ビブリオ〉や〈イリュウス〉の存在が表おもて沙ざ汰たになる危険は、少しでも減らしておいたほうがいい。

　塔のあった場所の周囲には、今も枯かれ果てた大地が広がっているのだ。

〈遺稿ビブリオ〉に魔ま力りよくを奪うばわれた広大な土地を、人々の目から完全に隠かくしきることは不可能である以上、様々な憶おく測そくを呼ぶのは避さけられない。

　そこでタジェスは念のために、幾いく種類かの噂うわさ話ばなしを王宮内に流した。

　打ち捨てられていた古城に眠ねむる怨おん念ねんをヴェスカが呼び覚まし、怒いかりに触ふれて周囲の森が枯れ果てたとするものや、ヴェスカが手に入れた一ひと滴しずくで数百人を殺すほどの毒が事故によって流れ出し、森が壊かい滅めつしたとするもの──

　尾おひれを付けて流される噂話の中に、真実に近づく手がかりも埋うもれてしまうはずだった。

（それらしく思えつつ、冷静に考えると眉まゆ唾つば物ものとしか思えない話を何通りもでっち上げるのはさすがに骨が折れたが……アークとの約束もあるから仕方ない）

　瞳ひとみにのぞかせた苦く笑しようを深めるタジェスを、ルーイン王太子は怪け訝げんそうに見つめやる。

「タジェス……？」

「ああ、いえ。あれだけ派手な痕こん跡せきが残っているのに、〈遺稿ビブリオ〉に関かかわるすべてのことをなかったこととして扱あつかって欲しいとは、翼つばさの後こう継けい者しや殿どのもずいぶん無理難題を押しつけてくれるものだと思いまして」

「……確かにな」

　タジェスから伝でん染せんしたような微び苦く笑しようが、ルーイン王太子の顔に浮うかぶ。

「だが、彼が私たちに協力する条件として提示したのは、その一点のみだ。魔術の存在を公おおやけのものとしないこと──彼がしてくれたことに比べれば、破格の条件と言っていい。特に父上のお身体を回復させてくれたことについては、どれだけ礼を言っても足りない」

「そうですね……」

　タジェスの声に混ざるのは、肉親としての情ばかりではなかった。

　病の床とこにあったレイゼル国王が、政務を行うことができるくらいに回復したことで王宮内の混乱も沈ちん静せい化しつつあった。

　マルヴェル侯らの起こした、王太子の暗殺未み遂すい事件。

　事件によって生じた王宮の混乱は、マルヴェル侯が捕とらえられたあとも収まる気配を見せなかった。第二王子以外の王子を擁ようする貴族たちが、侯を捕らえるのに際して王太子が用いた手法を強ごう引いんすぎると批判したのだ。

　王太子の強きよう硬こうな姿勢に、彼らが危機感を覚えたのが主な理由だったが、それによってニーザベイムの王宮はほぼ機能停止状態に陥おちいっていた。

　国王の復帰がなければ、国政にも大きな影えい響きようが出ていたことだろう。

「そういう意味でも、彼は我が国にとっての恩人といえるでしょう……文句を言ってはバチが当たるかな」

「できれば、直接礼を言いたかったのだがな。今いま頃ごろはどこにいることやら……」

　ルーイン王太子の声にしみじみとした響ひびきがのぞいたのは、結局ディエに戻ることなく姿を消したアークを思い出したためだった。

　タジェスの脳のう裏りにも、リーグ村の外で別れたアークとカーマイクルの姿が浮かぶ。

　二人はタジェスとユートをリーグ村まで送り届けると、人目を避けるように竜に乗って立ち去っていった。

『儂わしは本来、表おもて舞ぶ台たいに顔を出すわけにはゆかぬ存在なのでな』

　肩かたをすくめたアークの言葉が、タジェスの耳の中に残っていた。言葉とは裏腹に、アークの表情にはそれを歓かん迎げいしているような明るさがあった。

『単にあれこれ説明したり、口止めを頼たのんだりするのが面めん倒どうなだけじゃ？　格好つけた言い方してても、面倒事は他人に押しつけて消えちまえって本音が見え見えですって』

『やかましい！　そなただってニーザベイムの兵士と会うのはまずかろうが！』

『そりゃあ、仮にも指名手配を受けてる身としては、よけいな騒さわぎにならないうちにさっさと行方くらましたいところですが……』

　からかうようにアークと言葉を交かわしたあと、カーマイクルは挑ちよう発はつめいた視線をタジェスに向けて言った。

『そこいらの兵士に簡単に捕つかまえられる気はないが、俺も面倒事はごめんっすからね』

『……我が国の兵士も、それなりに優ゆう秀しゆうなんだけどね』

『おや、気ぃ悪くしちまったか？　悪い悪い。俺を捕まえようと思うなら、せめてそこの王子様くらいの腕うで前まえは必要だって言いたかったんだが』

　そこの王子様、が誰だれを指し示すのか理解して、タジェスの目にやや暗い陰かげがにじむ。

　カーマイクルもわずかに表情を陰らせたが、すぐに不敵な笑えみを口元に刻んでタジェスを見返した。

『それじゃ、仮にも第六王子に協力した相手を捕らえるほど、ニーザベイムの兵士も恩知らずじゃないだろうけど──って言い方にしとくか。まさかあんたも、知らん顔をして人を捕らえさせるほど悪あく辣らつじゃないだろ？』

『………』

『別にあんたの体面を考えてやる義理はないが、ユートに迷めい惑わくをかけるのは本意じゃないからな──よけいな人間に見つからないうちに、さっさと退散してやるよ。あんたに見み逃のがされる形になるのも業ごう腹はらだし』

　鋭するどい笑いを目の奥に閃ひらめかせて、カーマイクルはまたがった竜りゆうを空に舞まい上がらせる。

『ユートによろしくな！　そのうち、国のほうにも遊びに行くって伝えておいてくれ！』

『謹つつしんで遠えん慮りよする、とユートなら言うだろうけど？』

　タジェスの言葉は叩たたきつけるような風にかき消されて、カーマイクルの耳には入らなかったようだった。

（──まぁ、伝えるだけは伝えておくとしようか。その時が来たら、の話だが……）

「ところで、もう一人の恩人だが……」

　タジェスの耳にルーイン王太子のやや重たげな声が届き、伏ふせていた目を上げてタジェスは兄の顔を見返した。

「ユーディルシア王子の様子は変わらないのだろうか？」

　一いつ拍ぱくの間をおいて、タジェスは複雑な笑みを浮かべて言葉を返した。

「ええ。命に別状はないようですが……」

「……そうか」

　ため息のような王太子の言葉に、タジェスは内心を隠すように笑みを深める。

「ご心配なさらずとも、ユーディルシア王子は大だい丈じよう夫ぶですよ。傷を負ったわけではないのですから……少し疲れすぎただけなのでしょう」

「だが、もう五日だ」

「まだ、たった五日です」

　柔やわらかい口調ながらも、断固として返すタジェスに王太子は目を見開く。

　タジェスの顔には笑みがあったが、手の打ちようのない現状に対する苛いら立だちと不安が瞳の奥にはのぞいていた。

　だが、それを抑おさえているのがユートに対する強い信しん頼らいだった。

　手出しのしようがないからこそ、ユートを信じて平常心を保つ──保とうと努力する意志がタジェスの表情に落ち着きを与あたえていた。

「〈遺稿ビブリオ〉を破は壊かいするのに、かなりの気力と体力を消しよう耗もうしたようですから、五日くらいは起きられなくてもなんの不思議もありません。あれだけの力を使って、平然としていたらそちらのほうが恐おそろしいですよ」

　笑みを含ふくんだタジェスの言葉は、王太子に対するものであるのと同時に自分自身に言い聞かせているようでもあった。

「私たちにできるのは、ユーディルシア王子の回復を待つことと……あとは王子が食事を摂とる時に備えて、十分な量の材料を用意しておくことくらいでしょう。でないと、城中の食べ物を食い尽つくされてしまうことになりかねませんから」

　冗じよう談だんめかして最後の言葉を告げるタジェスに、ルーイン王太子の目の色も和やわらぐ。

「それは恐ろしいな。厨ちゆう房ぼうに言って、普ふ段だんの二割増しで用意させておくことにしよう」

「二割で足りるかどうかは怪あやしいところですが──追加の手配が間に合うまでの時間稼かせぎにはなるでしょう、たぶん」

　タジェスは笑って、ルーイン王太子に礼を返すと執しつ務む室を出て行く。

　もの言いたげな視線をタジェスの背中に向けながらも、王太子はタジェスを呼び止めようとはしなかった。

　閉じた扉とびらを数瞬見つめ、王太子は首を振ふると書類の置かれた執務机に向かった。







　曇くもりのない硝子ガラスの嵌はめ込まれた窓越ごしに、日差しが室内へと差し込んでいた。

　窓に掛かけられているのは、繊せん細さいな縫ぬい取りを施ほどこした紗しやのカーテン。透すけるように薄うすい絹地が強すぎる外光が直接降り注ぐのを妨さまたげている。

　細く開かれた窓から吹ふき込む風が、カーテンの端はしをひらひらと躍おどらせる。

　カーテンによって日差しからも屋外の暑さからも守られている室内に、タジェスは足を踏ふみ入れていった。

　上質ながらも華か美びすぎない調度類で、部屋は品良く調ととのえられている。

　水色の濃のう淡たんで模様の描えがき出されたタイルの床を踏みしめ、タジェスは窓辺に置かれた寝しん台だいに歩み寄っていく。

「……ユート」

　寝台を見下ろして、タジェスは足を止めた。

　清潔な寝しん具ぐに包まれて、横たわっているのは目を閉じたユートだった。

　純白の掛かけ布ふに半ば頰ほおを埋うずめた姿は幼子のようにあどけなく、起きている時からは想像もつかないほどに頼たよりなかった。

　まるで人形のようにも見えたが、掛布の下の胸はゆっくりと上下している。

「兄上にはああ言ったが……いくらなんでも眠ねむりすぎじゃないのかい？　君にしてはずいぶん派手な寝ね坊ぼうじゃないか」

　この五日間、ユートは一度も目を覚ますことなく眠り続けていた。

　アークたちと別れてリーグ村に戻もどったあとも、タジェスとともに馬車でディエに向かう最中も──王宮に運び込まれてからもユートの意識が戻ることはなかった。

　ユートの身を案じた王太子が医師を手配したが、身体からだにはなんの異常もなくただ眠っているだけという診しん断だん結果が下された。

　原因を知るタジェスにとっては、ある意味当然の結果でもあった。

　体力と気力が回復し、自然に目覚めるのを待つより他ほかに方法はないのだ。意識が戻らないのは、生命を維い持じする最低限の力以外のすべてを回復に費ついやしているためだ──リーグ村に戻る前に、ユートの状態を確かく認にんしたアークはそう語っていた。

　──少しばかり回復に時間はかかるだろうが、心配はいらん。

　アークの言葉がなければ、タジェスもここまで落ち着いてはいられなかっただろう。

「みんな心配しているよ、ユート……リュイも君に会わせろと言って、ここまで乗り込んできかねない勢いだった」

　事件の後処理に忙ぼう殺さつされる中、時間を作ってタジェスは王宮の塔とうに囚とらわれているリュイのもとを訪おとずれていた。

　マルヴェル侯こうの裁判で、彼が魔ま術じゆつの存在を表おもて沙ざ汰たにするのを避さけるためだ。

　本物と見分けがつかない面を作り上げたのは、あくまでもリュイ個人の技術であったことにして欲しいと頼たのむタジェスに、リュイは渋しぶ々しぶながらもうなずきを返した。

　魔術の存在が公おおやけになれば、ユートにも迷惑がかかるとタジェスが告げたためだった。

　エーデバルツがヴェスカの侍じ女じよに斬きられたことも話したが、リュイはさほど衝しよう撃げきを受けた様子を見せなかった。そうか、と表情を変えずに呟つぶやいただけだった。

　冷れい淡たんなようにも見える姿だったが、リュイの瞳ひとみにはそのくらいでエーデバルツが死ぬだろうかという疑いの色があった。事実、崩くずれた古城の調査に残した兵士たちから、エーデバルツの遺体を発見したという報告はなかった。

（──まさか、あの状じよう況きようで生きているとは思わないが）

　ちらりと頭をかすめた考えを首を振って打ち消し、タジェスは寝台の側そばに置かれた小しよう卓たくの上へと視線を移す。

　透かし彫ぼりの施された卓たく上じようには、透とう明めいな刀身を持つ一ひと振ふりの剣けんが安置されている。

　カーテン越しの光を受けて、淡あわく輝かがやく銀の柄つか。精せい緻ちな彫ちよう刻こくと青あおむ紫らさき色の宝玉が芸術品のような趣おもむきを漂ただよわせる、優美な剣だった。

　しかしタジェスの目には、宝玉の輝きがどこか色いろ褪あせているようにも感じられた。

〈イリュウス〉もユートと同様──いや、ユート以上の負ふ荷かをその身に受けたことで、仮の姿はもちろん精せい霊れいとして顕けん現げんすることもできなくなっていた。

　安置された姿はいささか美しすぎるきらいはあるものの、ただの剣としか見えなかった。

　宝玉だけでなく、刀身そのものが帯びている力も感じられなかった。

　アークも〈イリュウス〉の状態については明言を避け、ただ完全に力を失ってはいないと告げるに止とどめていた。

　使い手であるユートを守るために、負荷の大半をその身に引き受けたのだろうとも。

（あとでユートがそのことを知ったら、たぶん目を吊つり上げて怒おこると思うよ？　覚かく悟ごしておくことだね、イル──気持ちは大いに理解するけど、同情はしない。怒られるのが嫌いやなら、君も一刻も早く目を覚ますことだ）

　タジェスの内心の呟きは、眠り続ける一人と一振りのどちらにも届かなかった。

　口元に苦く笑しようを刻んで、タジェスは羽根枕まくらに落ちるユートの髪かみの一ひと房ふさを、指先でそっとすくい上げる。

　額に触ふれるほど指が近づいても、閉とざされたユートの瞼まぶたは動かなかった。

　今いま更さらのように、タジェスは眠っているユートの顔をゆっくり眺ながめる機会がこれまでほとんどなかったことに気づく。

　フォーレでも旅先でも、いつも一番早くに目を覚ますのはユートだった。

　特に野宿の間などは、人の気配や物音を敏びん感かんに察して跳はね起きた。触れることはおろか、寝ね顔がおを見ているだけでも文句を言われたものだ。

　──じろじろ見られながら、落ち着いて寝ねられるほど俺は神経が太くないぞ！

　口を尖とがらせる姿が記き憶おくをよぎり、タジェスの顔に浮うかぶ笑えみがわずかに苦さを増す。

　こうも無防備な寝顔をユートが見せていること自体、タジェスからみれば異常事態に他ならなかった。

「……時は金なり、じゃなかったのかい、ユート？」

　さらりとした髪に指をからめたまま、タジェスは低い声で呼びかける。

「節約第一の君とも思えないじゃないか。回復するのにどれだけ時間をかけているんだい？　いつもの貧びん乏ぼう性しようを発揮して、一日でも早く目を覚ましてくれないと」

　応こたえる声はないとわかっていたが、タジェスは言葉をかけずにはいられなかった。

　眠り続けるユートの顔はあまりにも穏おだやかで、話しかける声に反応して今にも目覚めそうに見えたのである。

　この五日間の間に、何度となく期待は失望へと変わったが、タジェスは言葉に込めた思いがユートの心に届くことを信じて言葉を紡つむぎ続けた。

　今のユートに対してタジェスができることは、それ以外になかった。

「……おとぎ話のお姫ひめ様なら、王子の口づけで目を覚ますところなんだろうけど。眠っているのが王子の場合はどうなんだろうね？」

　冗じよう談だんめかしてタジェスは語りかけ、試ためすかのようにユートの口元に顔を近づける。

　息が触れるくらいの近さになっても、安定した寝ね息いきを立てているユートは微び動どうだにすることはなかった。

　閉ざされた瞼を間近に見下ろし、タジェスは苦笑とも落らく胆たんともつかない笑みを零こぼす。

「ここは飛び起きて、『なんのつもりだ！』って拳こぶしの一発でもお見み舞まいするところじゃないのかい？　ユート」

　諸もろ々もろの感情を笑みに閉じこめた表情で呟いて、タジェスはユートの額にこつりと自分の額を当てる。

　うつむいた顔の表情を、金の光こう沢たくを帯びた黒くろ髪かみが隠かくす。

「君の怒ど鳴なり声を、早く私に聞かせてくれないかな？　君の寝顔はもう十分堪たん能のうしたから……いつも通り、怒ったり拗すねたりしている顔が見たいよ。笑顔を見せて欲しいなんてことは言わないから──」

　記憶の中のユートの表情は、笑顔とはほど遠いものばかりだ。

　それを思い出したように、タジェスの口元の苦笑が深まる。わざと怒らせてばかりいたから無理もないが──生き生きとした瞳のきらめきを再び目にすることができるのなら、怒った顔でも少しもかまわなかった。

　滅めつ多たに見られないからこそ、木こ漏もれ日のような笑顔の価値も増すのだから。

　ユートの額に額を当てたまま、タジェスはごく小さな声でささやく。

「……見せてくれるのだろう？　必ず」

　祈いのりめいた思いを込めた声だったが、応える言葉はなかった。眠り続けるユートの様子にも変化はなく、ただ唇くちびるにほんのわずかな笑みがのぞいたようにも見えた。

　──あともう少しの間くらい、我が慢まんできないのか。

　目の錯さつ覚かくかと思うほどに淡い笑みには、そんな呆あきれ混じりの思いが込められているようだった。

　誰だれ一人動かぬ部屋の中で、卓上の長ちよう剣けんが弱々しく光を弾はじいている。

　柄に嵌はめ込まれた宝玉の中で、光の反射にまぎれるように揺ゆらめくような輝きがほんの一いつ瞬しゆん宿った。
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　涼すずやかな風が、緑の丘おかを吹ふき渡わたっていく。

　夏の盛りの日差しは強きよう烈れつそのものだったが、標高の高いフォーレでは日中の気温もそれほど高くはならない。

　じりじりと照りつける陽光は、森の緑をなお鮮あざやかに際きわ立だたせているようだった。

「見てくれ、王子！　新作の絵え柄がらだぞ！」

　深い森を背後にそびえ立つシーゼルフォード城で、潑はつ剌らつとした声があがる。

　城の一角を改装して作られた工こう房ぼうの中で、紙を手に大声をあげたのは栗くり色いろの髪を短く刈かり込んだ一人の少年だった。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度に、露つゆ草くさ色の澄すんだ瞳──自じ称しよう芸術家のリュイである。

　ずかずかと歩み寄ったリュイに紙を突つきつけられ、工房に足を踏ふみ入れた人物は気け圧おされたように立ち止まる。

　その拍ひよう子しに揺れた長い髪が、肩かたの上からさらりと滑すべり落ちる。

　背の半ばまで届く癖くせのない髪は、わずかに黄みがかった明るい茶色。

　抜ぬけるように色白の顔に理想的に配置された端たん整せいな目鼻立ち。淡く色づいた唇は気難しげに引き結ばれていたが、硬こう質しつな美び貌ぼうを損そこなうものではない。

　身につけているのは青を基調とした上品な衣服で、左手の中指には翼よく竜りゆうの紋章を刻きざんだ銀の指輪が光っている。

　大きく見開かれた深緑色の瞳が受け取った紙をしげしげと見下ろし、満面の笑みを浮かべたリュイに戻もどされる。

「……いくらなんでも女っぽすぎるんじゃないか？」

　繊せん細さいな筆ひつ致ちで紙に描えがかれているのは、年若い一人の少年である。

　銀の宝ほう剣けんを片手に巨きよ大だいな竜と対たい峙じしている少年の顔は、少女といったほうがふさわしいくらいに美しく整っていた。

「これじゃ、とても『王子』には見えないだろう」

「そうは言っても、本物がもともと女っぽいんだから仕方がない」

　ずけっと言い放つリュイに、紙を手にした人物──ユートは描かれた少年とそっくりな顔を思わずといった様子で引きつらせる。

「ここまで女っぽくはないぞ、俺は！　誇こ張ちよう表現もはなはだしい！」

「俺は見たものを、見たまま描いているだけだ。そりゃ絵柄にするのに多少手を加えてはいるが……」

「手を加えすぎだ！　昔に比べれば、少しは男っぽくなっている──はずだぞ！」

「むしろ幼さが抜けて、美貌に磨みがきがかかってきていると思うがな。王子もいい加減、現実を素す直なおに認めるべきなんじゃないか？」

　俺としてはますます理想の顔になって嬉うれしい、と悪気のかけらもない口調でリュイは言葉を投げる。

　ユートは肩を震ふるわせて、手にした紙を乱暴にリュイに突きつけ返した。

「やり直しだ！　これじゃどう見ても『王子』じゃなくて『姫』だし、一目で俺だとバレバレじゃないか！」

「つまり、女顔だということは認めるわけか……」

「そ、そういうわけじゃないが──わざわざ髪かみまで伸のばしたのに、絵柄のモデルになっているのが一目でバレたんじゃ苦労が台無しだろうが！」

　絵に描かれているユートの髪は、肩にもつかないほどに短い。

　モデルだと気づかれるのがあまりに気き恥はずかしくて、少しでも印象を変えようと髪を伸ばしたのだが、顔そのものをそっくりに描かれたのでは効果はなかった。

「やれやれ……モデルにするのはいいが、そっくりには描かないでくれなんて無理難題を突きつけられることになろうとはな」

「お前が個人的に作る分については文句を言わんが、これは売り物の図ず柄がらなんだ！」

　あれだけ絵だの像だの作って、まだ足りてないのかとユートは顔をしかめる。ここには置かれていないが、リュイ個人の工房にはユートをモデルとした作品が山のように並べられているのだ。

「今までの絵柄に合わせて、顔を直してくれ──構図そのものは文句なしだから」

　ユートの付け加えた一言にまんざらでもないように顔をほころばせて、リュイは「仕方ないな」と紙を片手に机に戻っていく。

　リュイの背中を見送りながら、ユートは肩をすくめて小さく微び笑しようを浮かべた。

　ニーザベイムで〈遺稿ビブリオ〉を破は壊かいしてから一年。フォーレに帰き還かんしたユートが中心となって、王家主導で始めた事業は順調な滑り出しを見せていた。

　フォーレの国運をかけた新事業──それは、古くから国内で伝わるおとぎ話や伝承を題材とした絵柄の陶とう器きの生産だった。

　別々の場面を描いた皿やカップを、数点一組として売り出したのだ。

　フォーレで昔から作られていた陶とう磁じ器きは、絵柄こそ地味なものであったが質の高さは他国の有名な窯かまにも負けないものだった。そこに斬ざん新しんな絵柄が加わったことで、目め利ききの商人たちの関心を集め、各国の上流階級に注目されることとなった。

　ユートから離はなれようとせず、フォーレにまでついてきたリュイの手による下絵も一役買っていたといえるだろう。

　下絵を頼たのめないかというユートの申し出を、リュイは二つ返事で引き受けた。

　他ほかならぬユートの頼みであったし、自分の才能を認めてもらえたという思いが彼の意い欲よくに火を付けたようだった。

　もちろん作業の合間に、息いき抜ぬきと称しようしてユートをモデルとした塑そ像ぞうや絵画を制作することも忘れなかったが。現在最も人気の出ている『精せい霊れいの剣けん』と題される絵柄が誕生するきっかけになったのも、リュイが大量に描き散らしたユートの絵であった。

（そればかりは計算外だったが……まさか、本当に自分の顔の描かれた陶器が売りに出されることになるなんて思わなかったからな）

　ため息をつくユートの耳に、工房の外から呼びかける侍じ従じゆうの声が届いた。

「……あ、王子！　こちらにいらっしゃいましたか！」

　ふり返ったユートの目に、入口から顔をのぞかせる若い侍従の姿が入る。

　さほど慌あわてた様子もなく、のんびりとした口調で侍従はユートに客人の訪おとないを告げた。

「いつもの商人さん、お見えになってますよ！　時間よりもずいぶん早く着いちゃったんで、ゆっくり来てくれてかまわないそうですが」

「ああ……すぐ行く」

「厨ちゆう房ぼうにもお茶菓が子しの追加を頼んでおきますね！　絶対足りなくなるでしょうから……もう、先にお出しした分は全ぜん滅めつしてると思いますけど」

「遠えん慮りよというものを知らないからな、あいつは」

　口元に苦く笑しようを閃ひらめかせてユートは応こたえ、ちらりと室内に目をやってから侍従の立っている入口へと向かう。

　リュイは修正の作業に没ぼつ頭とうしているらしく、顔を上げようともしなかった。

　室内で他の作業をしている数人の男女が、目礼を返すのにうなずきで応えてユートは工房をあとにする。王族が顔を出そうと作業の手を休める必要はないと、ユートが口を酸すっぱくして言い続けたおかげで今ではそれが普ふ通つうとなっていた。

　工房の外へと出て行くユートの顔には、誇ほこらしげな色が満ちていた。

　一年がかりで築き上げてきた成果がこの場所にあった。忙いそがしげに働く職人たちの姿を目の端はしに留めて、ユートは客人の待つ応接間へと足早に向かっていった。







「おや、早かったね～。そんなに急いで来なくても良かったのに。のんびりお茶でもしながら待ってたよ～」

　応接間の扉とびらを開けたユートを出で迎むかえたのは、商人の親しげな笑え顔がおと声だった。

　いささか砕くだけすぎた言こと葉ば遣づかいにも気分を害した様子を見せず、ユートは茶の香かおりが漂ただよう室内へ踏み込んでいく。

　新調したばかりの毛足の長い絨じゆう毯たんが、靴くつ底ぞこを柔やわらかく受け止めた。

「いや、それほど忙しかったわけではないからな。せっかく来てくれたのに長く待たせるのも悪いし……」

　言いながら、ユートは絹張りの椅い子すに座った商人の顔をしげしげと見返す。

「……また肥えたんじゃないか、ケヴィン？」

「そ、そんなことないよ！　気のせいだよ、気のせい！」

　焦あせった顔で応えるのは、以前にも増して福々しい体格となったケヴィンである。

　一時はすっきりとした頰ほおの輪りん郭かくも丸みを取り戻し、仕立てのよい衣服に包まれた樽たるのような腹回りにはある種の貫かん禄ろくさえ漂っている。

　上背がある割に威い圧あつ感かんがないのは、丸っこい目とくるくると巻いた焦こげ茶の髪が愛あい嬌きようを感じさせるためだろう。人の好さそうな物もの腰ごしも相まって、起毛の毛織物で作られた特大の縫ぬいぐるみのような印象だった。

　一年前、ユートの招きに応じてフォーレを訪ね、ケヴィンは初めてユートがフォーレの王子であることを知った。一国の王子が傭よう兵へいとして働いていたことに驚おどろきながらも、フォーレで新しく作る陶器の販はん売ばいに協力して欲しいというユートの申し出に彼は笑顔でうなずいた。

　商人としてはまだ駆かけ出しのケヴィンだったが、父親の商会や組連の伝つ手ても駆く使しして販はん路ろの確保に奔ほん走そうしたのである。

　一年たってフォーレの陶器を扱あつかう商人の数も増えてきたが、初期の売り込みに尽じん力りよくしたケヴィンは最も信用ある商人として、陶器の販売の大半を任されていた。

「そりゃ、ここのところ会食の機会が多くて、ついつい食べ過ぎちゃったりしたけど……あと行く先々の名物料理に手を出しちゃったり。だって知り合いが増えてくると、美味おいしいお店の情報も入ってくるんだもの！　どんなものか食べてみたくなるのは当然だろう!?」

　美味しいものが多すぎるのが悪いんだ～、とケヴィンは両手で頭を抱かかえながら喚わめく。

　ユートは呆あきれたようにケヴィンを見やってから、小しよう卓たくをはさんで彼と向かい合って座る女性へと視線を移した。

「……すみません、リーシャ姉上。こんなののお相手をさせて」

「『こんなの』はないだろう……これでも一応、仕事の話で来てるんだから」

　ぼやくケヴィンの声はユートの耳をかすりもしなかったが、ユートのすぐ上の姉であるリーシャ姫ひめはたしなめるような表情で言った。

「まぁ、いくら親しくても『こんなの』呼ばわりは感心できませんわ、ユート。親しき仲にも礼れい儀ぎあり、と言いますでしょう？」

「う……は、はい」

「それに、わたくしが勝手に押しかけてお話ししていただけですから、ユートが気にする必要はありませんわよ。各国を歩いて回っているだけあって、ケヴィンさんのお話はとても面おも白しろいんですもの」

　緩ゆるく巻いた金きん褐かつ色しよくの髪を揺ゆらし、リーシャは小首をかしげてケヴィンに微笑みかける。

　少女めいた雰ふん囲い気きを残した美女の笑顔にケヴィンは舞まい上がった様子を見せたが、ユートに鋭するどい目つきで睨にらまれて伸びていた鼻の下を慌てて戻もどす。

「そ、そう言ってもらえるなら嬉うれしいです！　リーシャ姫のお話も興味深いですけど……特にユートの昔話とか」

「……そんな話をしてたのか」

　話を逸そらそうとして特大の墓ぼ穴けつを掘ほり、ケヴィンはあたふたと言葉を重ねる。

「いや……たいした話は聞いてないよ？　とっても可愛かわいい子供だったってくらい……そうですよね、リーシャ姫？」

「ええ、リボンがとてもよく似合って──お母様の誕生日に両手いっぱいのお花を摘つんできた時なんて、お花の妖よう精せいさんが現れたと思いましたわ」

「姉上……いつの話をしてるんですか！」

「たった十年前の話ですわよ？　舌っ足らずの言葉で『生まれてくださってありがとうございます、母上』なんて言った時は……」

「あ、姉上！　仕事の話をしますから、もう出ていってください！」

　顔を真っ赤にして追い出しにかかるユートに、リーシャはくすくすと笑いながら席を立って優ゆう雅がに一礼する。

「では失礼しますわ。ケヴィンさん、話の続きはまたあとで」

「はい！」

　目を輝かがやかせるケヴィンに「しなくていい、そんな話！」とユートは怒ど声せいを返す。

　その間にリーシャは部屋を出て行き、入れ違ちがいに部屋に入ってきた人物が目を丸くしてユートを見やった。

「いったいなんの騒さわぎだい？　ユート」

　原因は察しがついているらしく、声には半分笑みが含ふくまれている。

「たいした話じゃない。それより、ティエル姉上の用事のほうはもういいのか？」

「ああ。適当な士官に身代わり押しつけて逃にげてきた……兵の訓練のことで相談されてもね。私はもう駐ちゆう在ざい武官じゃないと何度言っても、聞く耳持たないんだよあの人は」

　口元に含んだ笑みを苦笑に変えて、タジェスは応接間の中へと足を踏ふみ入れる。

　開いた扉を手で押さえたのは、後方に両手で盆ぼんを捧ささげ持った侍じ女じよの姿があったためだった。申し訳なさそうにタジェスに頭を下げると、紺こんのお仕着せを身につけた侍女は卓たく上じように新しい茶と茶ちや菓が子しを並べていく。

　貴人が侍女のために扉を押さえるなど、他ほかの国ではあり得ない光景だったがフォーレではさして珍めずらしくもなかった。

　うっすらと顔を赤く染めた侍女が部屋を出て行ったあとで、タジェスはケヴィンを見やってしみじみ呟つぶやいた。

「……また丸くなったね、君」

「だから！　どうしてユートも君も、人の顔を見るなりそれなんだよ!?」

　駄だ々だっ子のように足を踏みならして立ち上がるケヴィンに、タジェスは軽快な笑い声とともに言葉を投げ返す。

「だって、見るたびに横よこ幅はばが増しているから……月の観測をしてるみたいだね。もっとも月の場合は、満月を過ぎたら少しずつ瘦やせていくわけだけど」

「僕だって瘦せるよ！　ちゃんと瘦せられるところを見せただろう!?」

「ああ、あれは驚きよう異い的だった。人体の神秘というものを見せつけてもらったよ。でも前回より今のほうが、落とす肉は増えてるんじゃないのかい？」

「ま……まだまだ成長期だから！　縦に伸のびるうちは大だい丈じよう夫ぶ！」

「自分の重さに引っ張られて、成長が阻そ害がいされる可能性も……そこで身長が止まれば、あとは横ばかりが増えていく運命……」

　ごく小さく声を落として、タジェスはおどろおどろしく不ふ吉きつな言葉を口にする。

　不幸にもそれはケヴィンの耳に届いたらしく、ケヴィンは恨うらめしげな目をタジェスに向けて強く首を振ふって言った。

「絶対に伸びる！　今に君の身長も追い抜ぬいてやるから覚かく悟ごしてなよ！」

「別にいいんだけど、いずれ成長は止まるよ？　私以上の身長で体重がどんどん増えていったら……もうほとんど人間に見えないと思うんだけど」

「うわあああああっ！　忘れてたっ!!」

　妙みように息のあった攻こう防ぼうをくり広げる二人を、ユートは呆れの混ざる眼まな差ざしで見やってぼそりと声を発した。

「……素す直なおに減量すればいいだけの話だろう」

　もっともな指し摘てきにケヴィンはうっと胸を押さえ、タジェスは何度もうなずきながらユートの側そばへと足を進める。

　袖そで無なしのシャツに、薄うすい上着を羽織っただけの軽装である。

　一国の王子とは思えないくらい簡素な服装だったが、短く整えた黒くろ髪かみと精せい悍かんな容姿にはよく似合っていた。

　ただフォーレにおいての彼の身分は、すでに駐在武官ではなくなっていた。

　ニーザベイムがフォーレの新事業に出資するにあたり、新たに設置された監かん査さ官というのが今の彼の役職だ。〈遺稿ビブリオ〉のからんだ事件のあと一度ニーザベイムに戻ったタジェスは、この春に新たな役職を得て再びフォーレを訪おとずれた。

　任期はフォーレの事業が軌き道どうに乗るまで──そのため、家令のシーバスを始めとする一部の使用人を伴ともなって、首都リーデンに購こう入にゆうした屋や敷しきに移り住んでいる。

　以前と同じように、シーゼルフォード城で寝ね起おきすればいいというフォーレの王家側からの申し出は、監査官という立場上受けるわけにはいかないと断った。ほとんど形だけの駐在武官としてならともかく、監査官として赴ふ任にんした以上王家とは一定の距きよ離りが求められる。

　もっとも、毎日のように王城に入り浸びたっている現状を見れば、単なる建前に過ぎないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが。

「……体重の話はいいから、本題に移らせてもらうぞ」

「って、人の顔を見るなり、肥えただの丸くなっただの言い出したのは君たちのほうじゃないか……」

「わかった、悪かったから！」

　じっとりとした目つきで呟くケヴィンに、ユートは根負けしたように謝る。

　少々ぞんざいな謝罪の言葉ではあったが、ケヴィンは満足したようにころりと表情を変えてユートに向き直った。

「じゃ、ちゃっちゃと用件を片付けちゃおうか──いや、商談に入らせてもらいましょうか、ユーディルシア王子」

　途と中ちゆうで口調を商人のものに切り替かえて、ケヴィンは如じよ才さいのない笑えみを浮うかべる。

　歴戦の商人というにはまだ貫かん禄ろくが足りないが、年若さを逆手にとって相手の警けい戒かい心しんを自然に解いてしまうような独自のしたたかさを持った笑顔だった。

「先日仕入れさせていただきましたフォーレの新作陶とう器きですが、おかげさまをもちまして『林りん檎ご姫ひめ』『風の巫女みこ』『精せい霊れいの剣けん』すべての絵え柄がらが好評のうちに完売となりました。つきましては、追加注文をお願いしたいのですが」

「生産点数には限りがあるから、あまり膨ぼう大だいな数の注文は受けられないぞ」

　毎度のことながら見事な切り替えに内心感心しながら、ユートは頭の中で陶器の生産状じよう況きようを確かく認にんする。

「そろそろ新しい絵柄の製作に取りかかりたいし……新しん柄がらの下絵が上がってきたところだからな。生産を委い託たくしている窯かまの稼か働どう状況を考えると、追加生産は一つの柄につき二十……がいいところか」

　むろん納品期限に余よ裕ゆうを持たせてもらえるなら話は別だが、とユートは言い添そえる。

　だがユートの言葉の大部分はケヴィンの耳を素す通どおりした様子で、彼は目を光らせてユートの口にした最初の言葉に食いついた。

「新柄ですか!?　それは、どのような──」

「『精霊の剣』の新作だ」

　少しばかり嫌いやそうに口元を歪ゆがめて、ユートはケヴィンの問いに答える。

　ユートの微び妙みような表情の理由に思い至ったタジェスがわずかに頰ほおを緩めたが、じろりと尖とがった目つきで睨まれて口を開くことはしなかった。

　ケヴィンは二人のやりとりに気づかず、ほくほくした笑顔になって声をあげた。

「ああ、『精霊の剣』ですか！　そりゃあいいですねぇ！　一番人気の絵柄だし、新柄が売り出されるとなったら注文が殺さつ到とうしますよ！」

「……正直、こっちとしては他の柄が売れてくれたほうが嬉うれしいんだが」

「いや、無理だろう。なんといっても絵師の意気込みが全然違うんだから……モデルが優すぐれているのが一番の理由なんだろうけど」

　忍しのび笑いを洩もらしながら告げるタジェスに、ユートは地の底まで届きそうなため息をついて言い返す。

「まさか、あんなに人気が出るなんて思わなかったんだ。誰だれだ、精せい霊れい剣けんの伝承を絵柄に使おうなどと言いだしたのは。実在すると知られたら面めん倒どうなことになるから、あれだけは使わないでおこうと言ったのに……」

「あくまでもおとぎ話の精霊剣なんだし、気にすることはないんじゃないか？　第一それならモデルなんて引き受けなければ良かったんじゃ？」

「断れるような状況じゃなかったろうが！　姉上たちまでリュイの味方についてたんだぞ！」

　自分たちも絵柄の人物のモデルになるのだからと、にこやかな笑顔や真しん剣けん付きの脅おどしや目の据すわった無表情で迫せまられ、半ば強ごう引いんに承しよう諾だくさせられたのである。

　政務が忙いそがしいからとモデルを断った長ちよう姉しのエイル王女を、心の底から羨うらやましく思ったユートだった。

「でも、本当に大人気なんですよ？　特にレイザムでは……若い女の子の間では、知らない者なんていないってくらいに」

「それは……エリシア嬢じようのおかげだろう」

　懐なつかしむとも困ったともつかない表情で、ユートはレイザムに移り住んだ旧知の女性の名を口にする。

　ユートの次姉であるファナ姫ひめの嫁とつぎ先、ローデの貴族の娘むすめのエリシアは物語作家としてレイザムで活かつ躍やくしていた。ユートとは浅からぬ縁えんもあり、大の本好き──というよりも知識中毒といえるユートの四姉のネイア姫とは、頻ひん繁ぱんに手紙をやりとりする仲となっていた。

　そのエリシアがユートをモデルとした絵柄の陶器が売り出されたと知った時、絵柄のもととなった伝承を物語にして出版していいかと尋たずねてきたのだ。

　多少の宣伝効果はあるだろうと考えてユートは了りよう承しようしたのだが、これが思った以上に効果的だった。絵柄と同じ『精霊の剣』という題名でエリシアが書いた物語は、レイザムの若い女性たちの間で爆ばく発はつ的人気を得たのである。

　もちろんエリシアは物語がフォーレの伝承をもとにしたものであることも、それを知るきっかけとなったのが陶器の絵柄であったことも明言していた。おかげで、『精霊の剣』の絵柄の陶器は生産が追いつかないほどの人気商品となったのだった。

「彼女の物語にはずいぶん助けられたからな。ちょっと脚きやく色しよくというか……美化が激しすぎて気き恥はずかしいものもあったが。いくら伝承の人物だからって、やりすぎなんじゃ……いや、物語そのものは十分面おも白しろかったんだが」

「……あれでもけっこう、遠えん慮りよして書いていたと思うけどね」

　わずかに顔を赤らめるユートから視線を逸そらして、タジェスはぼそりと呟つぶやく。

　数ヶ月前に届けられた本の内容に赤面しているユートだが、エリシアの趣しゆ味み嗜し好こうを知るタジェスから見ればまだまだ序の口だ。さらに架か空くうの人物として描えがかれている主人公が、ユートをモデルとしているのも一目瞭然だった。

（ユートは気づいてないからいいけど……本当のことを知ったら赤面どころじゃすまないだろうな）

　エリシアが変名で出している本の内容とともに、内ない緒しよにしておこうとタジェスは内心誓ちかう。

　ネイア姫のもとに届いていたのを興味半分で借りたのだが、ぱらりと目を通しただけで後こう悔かいして返したのだ。

　タジェスの微妙な表情には気づかず、ユートは赤くなった頰を冷ますように首を振る。

「まぁ、エリシア嬢にはどれだけ礼を言っても足りないが、いつまでも物語の人気に頼たよってもいられんだろう。ちゃんと陶器そのものの価値が認められて、長く売れ続ける商品になるようもっと色々考えていかないと……」

「そんなに心配しなくても、まだまだ『精霊の剣』で売っていけると思いますけど」

「順調な時こそ気を引き締しめないとな。組連の借金は残っていないが、事業に失敗したら出資してくれたニーザベイムに申し訳がたたん」

　アークが約束通り支し払はらってくれた報ほう酬しゆうのおかげで、フォーレを長年にわたって苦しめてきた借金は残らず返済することができた。

　大量の金きん塊かいや宝石をアークが持ち込んできた時は、正直目を疑ったものだったが。

　例のごとくカーマイクルの竜りゆうを足がわりにフォーレを訪れたアークは、宝石の換かん金きんが終わるまでしばらく王城に滞たい在ざいし、居い心ごこ地ちが良かったのか「また来るぞ」と言葉を残して立ち去っていった。

　カーマイクルは数ヶ月に一度くらいの頻ひん度どで、ユートのもとに顔を出しに来ている。

　毎回毎回別の人物に変装して現れる彼に驚おどろかされるユートとしては、〈疾風ベンダの紅バール〉の頭目はそんなに暇ひまなのかと文句を言いたい気分になることもしばしばだった。

「それだけしっかりしてくれていると、お目付役としては気が楽なんだけどね」

　微び笑しようを浮かべるタジェスの横で、ケヴィンは少し不満そうに唇くちびるを尖らせる。

「あまりに堅けん実じつすぎるという気もしますけどね……せっかく追い風が吹ふいているんですから、それこそ借金してでも窯の数や職人を増やせばいいでしょうに。こちらとしても、そのほうが儲もうけが増えてありがたいんですけど」

「今の品質を保って生産できるのはこれが限界だ。というか、本音がだだ漏もれになってるぞ、ケヴィン」

「商人なら当然の意見ですよ～。本音を言うんだったら、どんどん『精霊の剣』の新作だって出して欲しいし、いっそのこと今の王子のお姿をモデルにすれば、今以上に売れ行きが伸のびるんじゃないかな～とか思いますし」

「お前な……」

　じろりと目を細めて睨にらむユートに、ケヴィンは悪びれる様子もなく笑みを返す。

　抜ぬけ目のない商人の笑顔に、ユートは心底嫌そうな顔つきでため息をついた。

「なんかお前、だんだんジスカールに似てきてないか？　商人として成長するのは嬉しいが、頼たのむからあんな奴やつの影えい響きようは受けないでくれよ」

「そんな、僕なんてまだまだですよ。いつかは追いつきたいな～とは思っていますけど」

「追いかけないでいい！　あんなのが二人にも三人にも増えたら、こっちはたまったものじゃない！」

　本気の表情で身を震ふるわせるユートを見て、タジェスは苦笑いを浮うかべる。

　借金は返済したものの、ジスカールは組連の担当者としていまだに頻繁にフォーレに出入りしている。外国との取り引きには組連の協力が欠かせず、事業を興おこすにあたっても様々な──決して無む償しようではなかったが──助言を彼から受けていた。

　それでも、ことあるごとに融ゆう資しを勧すすめるジスカールが、ユートにとっての天敵であることに変わりはないようだった。

「いいから、追加の注文についてまとめるぞ！　いつもの納期でこちらが用意できるのは二十組──前回と同じ柄でいいんだろう!?」

　強引に話を断たち切って、ユートは中断されたままになっていた商談を再開する。

　ケヴィンはユートの意図を見み抜ぬいても笑えみを消すことなく、丁てい寧ねいながらも遠慮のない言葉を返した。

「あ、他ほかは十五ずつでもかまいませんから、『精せい霊れいの剣けん』だけ五十組にできませんか？　レイザムには、予約待ちのお客様が大勢いらっしゃるんですよ。『精霊の剣』の二番目と三番目の絵え柄がらを二十ずつ──それに一番目の絵柄を十でお願いしたいんですけど」

「そんなに大量に用意できるわけないだろう！　絵付け職人が過労死するぞっ！」

「う～ん、じゃあ他のを十にして、『精霊の剣』の二番目と三番目を十五ずつ。ああ、これで何人の令れい嬢じようが涙なみだを吞のむことになったか……」

「嫌いやな言い方をするな！　無理な増産をして質の悪いものを買わせるほうが失礼だろうが！」

「だからもっと生産規模を大きくしましょうって言ってるんですよ～。今の売れ行きなら借金なんてすぐ返せますって！」

「お前はジスカールの回し者か！　借金だけは絶対にしない！」

　熱の入ったやりとりが、茶と茶ちや菓が子しをのせた小しよう卓たくを挟はさんでくり広げられる。

　タジェスはあえて言葉を挟もうとはせず、冷めかけた茶を口に運びながら騒そう々ぞうしさを増していく会話に耳を傾かたむけていた。

　苦笑をたたえた瞳ひとみには、この場にいない誰かに思いを馳はせているような光ものぞいていた。







　ケヴィンとの商談を終えたあと、ユートは自分の執しつ務む室に戻もどって追加生産の命令書を手早く書き上げた。

　あらかじめ呼んでおいた侍じ従じゆうに書類を渡わたし、深く大きな息を吐はいて両りよう腕うでを伸ばす。

　寄りかかった椅い子すは解体寸前の骨こつ董とう品ではなく、実用的ではあるが一流の職人の手によるものとわかる新品になっていた。艶つややかな木目がまだ部屋に馴な染じんでいない様子だが、長く使い続けていくうちに調和が取れていくだろう。

　ユートの目に映る執務室には、他にも様々な変化が現れていた。

　擦すり切れて色いろ褪あせた壁かべ掛かけはフォーレの風景を織り込んだ新たなものに取り替かえられ、補修痕あとの目立つ敷しき物ものも目の詰つんだ真新しいものへと変わっている。重じゆう厚こうな黒こく檀たんの執務机はそのままだったが、上に置かれた小物類は丁寧に補修されたものか新品ばかりだ。

　部屋の中を見回すユートの目に、少しばかり満足そうな色が浮かぶ。

（ようやく……少しずつ前に進めてきたかな）

　新たな事業が軌き道どうに乗り始めて、フォーレの財政にも改善のきざしが見え始めてきていた。

　借金の返済に充あてる部分がなくなったのが一番の理由だが、陶とう器きの売り上げによって得られた収入も大きい。

　おかげで今まで放置し続けてきた、シーゼルフォード城のあまり人目に付かない部分の修復にも着手することができた。これまで修しゆう繕ぜんに修繕を重ねて使っていた王族の身のまわりの品も──ユートは自分は最後でいいと主張したのだが──次々と新調されつつある。

（よけいな贅ぜい沢たくをするつもりはないし、今まで通り使えるものは大事に使い続けていくつもりだが……国内の景気を良くするためにもある程度は金を使わないと）

　身体からだを伸ばしたままユートは胸の中で呟き、同時に執務室の扉とびらがコンコンと軽い調子で叩たたかれた。

　顔を向けるユートの耳に、「いいかい？」と扉とびら越ごしに声が届く。

　ユートの唇にほのかな笑みが浮かび、椅子の背によりかかっていた身体を戻してユートは応答する。

「ああ──入ってくれ、タジェス」

　扉の向こうから姿を現したのはタジェスで、彼はユートの向かっている執務机に歩み寄ると手にした書類を机の上に置いた。

「ニーザベイムに送る報告書、不備がないか一応確かく認にんしておいてくれるかい？」

「こういうものは普ふ通つう、監かん査さ相手には見せないんじゃないのか……」

　呆あきれた声を返しながらもユートは書類に目を通し、書かれている数字に間ま違ちがいがないか確認していく。

「別に見られて困るようなことは書いてないし。君だって、ニーザベイムに報告されると困るような後ろ暗い真似まねはしてないだろ？」

「そりゃそうだが……」

　頭の中の数字と突つき合わせながら素す早ばやく目を通し、ユートはひらりと書類の向きを変えるとタジェスに差し出した。

　言葉はなかったが、目の色で問題がないと悟さとってタジェスは礼を言って受け取る。

　脇わきに抱かかえた紙かみ綴とじに書類を挟み込み、タジェスは椅子にかけたユートに目をやって微笑ほほえみを浮かべた。

「……なんだ？」

「いや、いい顔をしてるなあと思って──あ、顔の造作のことじゃないよ？　もちろん前にも増して美人になったとは思ってるけど」

　タジェスが付け足した一言で、ユートはあからさまに不ふ機き嫌げんな表情になる。

「顔の話はもうたくさんだ！　どいつもこいつも……！」

「だから容姿の話じゃないって……とても充じゆう実じつした顔をしてるってこと。今の仕事に手て応ごたえを感じているんだろう？」

　笑顔で言葉を返されて、わずかにユートは沈ちん黙もくする。

　視線をさまよわせてからタジェスを横目に見やり、そっけなく投げ返した声には照れと誇ほこらしさが混ざっていた。

「……まあな」

　タジェスはにっこりと笑みを深め、ユートはその視線を避さけるように顔を背そむける。

　しかし瞳には和らいだ光が浮かんでおり、むっと尖とがらせていた口元にもタジェスにつられたような微笑が漂ただよっていた。

　ユートの目に映る部屋の変化は、一年かかって築き上げてきたものの成果だった。

　少しずつ着実に、フォーレという国は変わりつつある。

　その変化が悪い方向へ向かわないようにしっかりと手た綱づなを握にぎる必要もあったが、身の引き締しまるような感覚はユートにとって悪いものではなかった。

（……それに、俺は一人じゃない）

　愛する家族と守るべき国民、助力してくれるたくさんの友人や知ち己きがいる。

　迷ったり悩なやんだりする時、それらの人々の顔が心を支えてくれる。誰だれよりも恥はじることなく向き合いたいと願う人間の存在も。

　ちらりとタジェスの顔を見やり、ユートは胸の中で苦笑混じりの吐と息いきを洩もらす。

（結局、タジェスの存在に頼たよってばかりだな）

　わずかに細められたユートの目が、部屋の壁かべに掛かけられている一ひと振ふりの長ちよう剣けんに向けられる。

　装そう飾しよくの施ほどこされた銀の柄つかと、無色透とう明めいの刀身を有する優美な剣。

　起きている間は執務室の壁に、寝ねている間は寝しん室しつの壁にユートの手で運ばれている長剣は、ユートの奮ふん闘とうも迷いも悩みも常に見守っているはずだった。

　ユートの視線の先に気づき、タジェスの顔に気き遣づかうような表情がのぞく。

　精せい霊れい剣けん〈イリュウス〉は、いまだに目覚める気配を見せていない。

　フォーレを訪おとずれた際にアークが見た限りでは、着実に回復しつつはあるようだが以前と同じ状態に戻るまでにはまだ何年かかかりそうとのことだった。

　ユートの呼びかけに応こたえるように柄の宝玉や刀身がうっすらと輝かがやく時もあるが、言葉が返されることはない。

　それでも、ユートは胸の中に〈イリュウス〉との繫つながりがあることを確かに感じていた。

「……ユート」

　呼びかけるタジェスの声に、ユートは力強い笑みをのぞかせた瞳を向けた。

「イリュウスが──イルが目覚める頃ころには、フォーレは今よりもずっと豊かになっているはずだ。いや、必ず豊かな国にしてみせる」

　単純に暮らしが楽というだけでなく、多くの人々が希望を持ってそれぞれの未来へと向かうことができるような国に。

　当たり前のように人を信じ、人を助ける心の豊かさを失うことのない国に。

「何年かかったっていい。イルが目覚めた時にびっくりさせてやるさ。たった一年でこの変化なんだからな……本当にこれがあの借金に悩んでいたフォーレなのかって驚おどろくくらい、豊かな国にしてやるんだ」

　はっきりとした目標を遠い眼まな差ざしの先に掲かかげて、ユートは強い口調で告げる。

[image: ]

　そのためにできることはなんでもやる、と自身の胸に誓ちかうように呟つぶやくユートを、タジェスは眩まぶしいものを見つめるように見やった。

　自然にわき上がる感情を言葉にすると、ごく平へい凡ぼんな一言しか生まれなかった。

　だが、頰ほおにのぞいた混じり気のない笑えみが、幾いく多たの言葉を重ねるよりも明らかにタジェスの思いを形にした。

「……そうだね」

　ユートは壁の〈イリュウス〉に向けていた目をタジェスに移すと、心から嬉うれしそうにとびきりの笑顔を見せた。





──ひとまず、完済！



























「……よし」

　ぎっちりと壁かべ際ぎわに並んだ木製の額がく縁ぶちを見やって、ユートは満足そうなため息をついた。

「なんとか間に合った……あとは、誰だれにもここを見つけられないようにするだけだ──わかってるな、イル」

　肩かた越ごしに声を投げやると、背後に立つ影かげがのんびりとした口調で答える。

「はい、おまかせ下さい」

「……これで、大だい丈じよう夫ぶだ」

　安あん堵どの響ひびきを宿した声を聞いたのは、本人の他ほかにはその背後に立った銀の髪かみの青年一人きりだった。







「おーい、そっちの板とってくれ！」

「釘くぎはどこだ、釘!?」

　王宮の前庭でかわされるやりとりを、タジェスは窓まど枠わくに肘ひじをついて面おも白しろそうに眺ながめていた。

　開かれた窓から入る風が、金の光こう沢たくのある黒くろ髪かみを揺ゆらす。

　目め尻じりの切れ上がった琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに、精せい悍かんさと華か麗れいさを合わせ持つ美び貌ぼう。しかし近づきがたい印象はなく、むしろ人ひと懐なつっこい表情が親しみやすさを感じさせる。

　タジェス・ノール・ウェイ・デラ・スタインフェード──このフォーレよりもやや南に離はなれて位置する大国ニーザベイムの第六王子である。

「なんだろうねぇ、あれは……」

　独り言めいた呟つぶやきに、背後から答えが返ってきた。

「花祭りの準備ですわ」

「……驚おどろかさないで下さいませんか、リーシャ姫ひめ」

　苦く笑しよう混じりの表情でふり返ったタジェスの目に映ったのは、十七、八と見える少女の姿だった。

　長い金きん褐かつ色しよくの髪を後頭部で結ゆわえ、色いろ鮮あざやかなリボンや細く編んだ髪とともに垂らしている。若葉色の大きな瞳と薔ば薇ら色いろの頰ほおをしたとびきりの美少女だ。

「花祭りというのは……？」

「我が国の春のお祭りです。タジェス様の母国のニーザベイムで開かれる、春の大祭と同じようなものじゃないかしら。規模はまったく違ちがいますけれど」

　それでも街には屋台が並び、広場では皆みなで歌ったり踊おどったりして楽しみますのよ、とリーシャは笑う。

「なるほど……では、あれも踊りの舞ぶ台たいとかになるんですか？」

「いいえ。あれは王家主しゆ催さいで行われるオークションの会場なんですの。もっともほんのお遊び程度のものですけど……」

　フォーレ王家と首都リーデンの市民の親しん睦ぼくをはかるため、城の前庭を開放してちょっとした行事を行うのが毎年恒こう例れいとなっているらしい。

　今年は王家の所有する、絵や骨こつ董とう品を出品してオークションが開かれることになった。収益金は国庫に納められ、主に慈じ善ぜん事業を中心にして用いられることが決まっている。

　そこまで説明したところで、なにかを思い出したようにリーシャはほんの少しだけ顔をしかめた。

「……リーシャ姫？」

「ああ、申し訳ありません──ユートのことを思い出しましたの」

　すぐ下の弟の名を口にする声が、いつになく憤ふん然ぜんとした響きを帯びているのに気づいてタジェスは首をかしげる。

「ユートがどうかしたんですか？」

「あの子ったらオークションに出品するはずの絵を何枚か隠かくしてしまいましたのよ！　あの子の昔の肖しよう像ぞう画が──あんなにたくさんあるんだから、二、三枚くらい出品してくれたっていいでしょうに！」

「肖像画……？」

「ええ！　今回のオークションの一番の目玉になる予定でしたのよ！」

　頰を膨ふくらませるリーシャの顔を見返して、タジェスはさらに怪け訝げんそうな表情を浮うかべる。

「ええと……もしかして、とっても変な顔に描えがかれているとか？」

「そんなことありませんわ、ちゃんと可愛かわいく描かれてます！」

　すかさず言い返してから、リーシャはうっとりしたような笑え顔がおになった。

「とっても可愛かったんですのよ、昔のユート──もちろん、今でもですけど。城の絵師もあの子を描く時は、一番張り切っていましたもの！」

　だから変な顔に描かれるはずがありません、と言ってリーシャは鋭するどく光る目をタジェスの顔に向けた。

「タジェス様！」

「……は、はい？」

「タジェス様はユートと仲がよろしくていらっしゃいましたよね？」

「はぁ……私としては、そのつもりでいますけど」

　春の大祭で一ひと稼かせぎするために、ニーザベイムを訪おとずれたユートとタジェスはちょっとした縁えんで知り合い、ある事件を解決するために協力したこともあって親しく会話する仲となったのである。

　ただし、ユートに先の質問をした場合彼は全力で、それを否定しようとするだろうが……

「だったらお願いですわ！　絵を隠した場所をユートから聞き出して下さいませんか？　ユートの絵があるのとないのとでは、オークションの盛り上がりがまるきり違いますもの！」

　タジェスは少し考え込むような表情を見せてから、にこりと微笑ほほえんだ。

「……いいですよ」

「本当ですか!?」

「私としても、そこまでしてユートが隠したがる絵というのに興味がありますし──それにリーシャ姫のような美しい姫ひめ君ぎみからの頼たのみ事とあっては、お引き受けしないわけにはまいりません」

「まぁ、タジェス様ったら」

　ころころと笑いながら、リーシャはタジェスの手を握にぎる。

「本当にお願いいたしますわね。わたくしも探してみますけど──きっと簡単に見つかるような場所に隠してないと思いますの。タジェス様が頼たよりですわ」

「ええ、おまかせ下さい」

　微笑を浮かべて、タジェスは力強くうなずいてみせた。

「きっと探さぐり出してみせますとも！」







　リーシャと別れたあと、侍じ従じゆうの一人をつかまえてユートの居場所を聞き出し、タジェスは城の外へと向かった。

　ユートは姉のティエル姫に頼まれて、軍事訓練に参加しているという。

　丘おかを一つ越こえた先にある訓練場では百人以上の兵士が、練習用の木ぼつ剣けんを持って訓練に励はげんでいる。

　いささか危なっかしい手つきで剣けんをふるう彼らを横目に、タジェスは訓練場の奥へと進んでいった。

（……にしても、いざって時本当に役に立つのかね？）

　そう思わずにいられないほど、訓練の様子はのどかなものだった。

　おまけに兵士たちを指導しているのはどう見ても、御おん歳七十歳は超こえていようかと思われるお年寄りばかりだ。

（もしやニーザベイムの人間である私の目をあざむくため、わざとやる気のない様子を見せて──ってわけもないか）

　苦笑しながらタジェスは馬を進めて、訓練場の片かた隅すみで兵の一人に稽けい古こをつけているユートの姿を発見する。

「ユート！」

　近づきながら声をかけると、ユートはちらりとタジェスに目を向ける。

　その間も攻こう撃げきの手は休めず、二、三回剣を打ち合わせたところで相手の兵士の足がもつれ、彼は豪ごう快かいに背中から地面にひっくり返った。

「うわっ！」

「ノーウェ、上半身と下半身の動きがばらばらだ。もう少し腰こしをおとして全身で構えるようにしろ」

　きびきびとした口調でそう告げると、ユートは相手に背中を向けてタジェスへと歩み寄ってくる。

「……なにか用か？」

　尋たずねるその顔は、美少女とも見まごうものだった。黄みがかった茶色の髪かみを短くして、男物の衣服に身を包んでいるがその容姿の可か憐れんさはごまかせない。

　作り物のようにも見える顔を、かろうじて生きた人間の領域に留とどめているのは強い意志を秘ひめた深緑色の大きな瞳ひとみだ。

「さすがだね、相変わらずいい腕うでだ」

　タジェスの誉ほめ言葉にも、ユートは表情をゆるめようとはしなかった。

「単なる訓練だ。おまけに相手は素人しろうと同然の一いつ般ぱん兵だぞ。いい腕もへったくれもあったものか」

「それはそうだけど……」

　愛あい想そのない物言いにタジェスが苦笑した時、二人の背後から鋼はがねのような響ひびきを含ふくんだ声が飛んできた。

「なにをさぼってるんだ、ユート！」

「あ、姉上っ！」

　ぎくりと身をすくめてから、ユートは慌あわてたようにふり返る。

　そこに立っていたのは、男物の衣服に身を包んだ二十歳はたちくらいの女性だった。きつく巻いた黄金の髪を後頭部で無造作に束ね、腰には飾かざり気のない実用重視の剣を提さげている。

「やぁ、ティエル姫ひめ」

　タジェスが挨あい拶さつすると、ユートの三番目の姉であるその女性は紺こん碧ぺきの瞳でその顔をじろりと睨にらんだ。

「タジェス殿どの。わざわざお越しいただいてありがたいが、訓練の邪じや魔まをされては困る。こんな未熟者の弟でも、ここでは大事な労働力なのでな」

　言いながら、ティエルは二人のそばに置いてあった水差しを取り上げ、中身をごくごくと一気に飲み干す。

　ぶはっと大きく息を吐はく顔を、タジェスはなんともいえない顔つきで眺ながめた。

　見た目だけなら申し分のない美女なのだが、これではそこらのオヤジとまるで変わらない。

「にしても、さっきの指導はなんだ？　露ろ骨こつに手を抜ぬきおって──あんなお遊びみたいな訓練が実戦で役に立つと思っているのか、ユート！」

　厳しい言葉を投げられ、ユートはやや弱々しく反論した。

「相手は初心者ですよ！　本気を出したら訓練にならないでしょうが……怪け我がをさせるわけにもいかないし」

「骨の一本や二本、折れたところですぐ治る！　肝かん心じんな時にあいつらの剣が使い物にならないことのほうがよっぽど問題だろう！　少し痛い思いをするくらいでないと、あいつらも必死で剣を覚えようとはせんぞ!!」

　ユートはぐっと言葉に詰つまり、旗色が悪くなったのをごまかすようにタジェスへと声をかけた。

「……ところでなんの用だ？　わざわざこんなところまで来るあたり、急ぎの用でもあるのか？」

「ああ、それは……」

　ティエルに鋭いまなざしを向けられ、タジェスは口にしようとしていた言葉を吞のみこんだ。

「その……一応、駐ちゆう在ざい武官としてここに来ているのだから、少しは仕事をしとかないとまずいかなぁと思ってね」

　そう言いながら、タジェスはちらりと周囲の兵たちに目をやって、その必要もなさそうだけど──と続けようとする。

　だが、それよりも早くティエルが顔を輝かがやかせて口を開いていた。

「そうか！　手伝いに来てくれたのか。それはありがたい!!」

「え、いや……」

「実は教官役が足りなくて困っていたところだ──仮にも武官として派は遣けんされるくらいなのだから、腕には自信があるのだろう？」

　まずは腕うで試だめしだ、とティエルは嬉き々きとしてタジェスを引っ張っていく。

「ちょっと……あの、ユート？」

　助けを求めるようなその声に対して、ユートが返したのは自じ業ごう自じ得とくだと言わんばかりにひらひらと片手を振ふってみせる仕草のみだった。

「ユートぉっ!?」

　悲鳴じみた声に背を向けて、ユートは再び兵の指導に戻もどっていった。







「あ～、大変な目に遭あった……」

　その夜。疲つかれ果てた表情でタジェスは城の廊ろう下かを歩いていた。

　昼間、なりゆき上訓練の手伝いをすることになったタジェスをティエルは遠えん慮りよなしにこき使ってくれたのだ。

「やれやれ……こりゃ確実に明日あしたは筋肉痛だな」

　すでにそのきざしが見え始めている上じよう腕わん部を軽く手で揉もみながら、タジェスは小さくため息を吐つく。

「……タジェス様」

　その時、突とつ然ぜん物もの陰かげから声をかけられてタジェスはぎくりと身をすくめてから、ゆっくりとふり返った。

「リーシャ姫……」

　燃料代の節約のため、城の廊下には最小限の明かりしか灯ともされていない。

　薄うす暗ぐらい廊下の片隅から女性の声がするのはちょっとした怪かい談だんのようだったが、リーシャはかまう様子もなく言った。

「絵の隠かくし場所はわかりまして？」

「それがその……ちょっと、今日は日が悪かったみたいでして」

　苦い笑いを浮うかべたタジェスの言葉に、リーシャは落らく胆たんした様子を隠そうともせずに深い息を吐いた。

「すみません、私の力不足で」

　タジェスが謝ると、リーシャは慌てて首を横に振った。

「仕方ありませんわ！　そうでなくとも春先は忙いそがしいのに、さらに今は花祭りの準備や軍事訓練まで加わっているんですもの──おまけに今年は、ファナ姉様の婚こん礼れい仕じ度たくまで……ユートを捕つかまえて話をするだけでも一苦労ですわよ」

　多た忙ぼうなユートの身を案じるようなため息を吐いたあと、リーシャはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「でも、それはそれとして、今は一刻も早くユートから絵の隠し場所を聞き出す方法を考えないと！　こうしている間も祭りの日は刻一刻と近づいてきているんですのよ──こうなったら、もはや手段など選んではいられません！」

「……どうするんですか？」

　どことなく不ふ穏おんなものを感じて、タジェスは心もち身を引き気味にしながら、恐おそる恐る問い返す。

　リーシャはふっと、口元に余よ裕ゆうのある笑えみを浮かべて言った。

「最終兵器にお出ましいただきます」

「さ……最終兵器？」

　タジェスの言葉には答えず、これですべてが解決したと言わんばかりの笑顔でリーシャは歩き出したのだった。







「……アルカーナ、ですか？」

　翌日。まだ夜も明けきらぬ時刻。

　日課である朝の鍛たん錬れんをこなすユートの前に、ふらりとやってきた人物はそんな言葉を彼に伝えたのだった。

「それがフォーレに自生しているとして……いったいなぜ、そんな話を私に？」

「勉強不足ですね、ユート」

　感情のまるで読み取れない声だった。

「アルカーナの根は稀き少しような染せん料りようとして高額で取り引きされています。このフォーレの国内で自生しているなら──フォーレの気候や土ど壌じようがアルカーナの栽さい培ばいに適しているということになるでしょう」

　そう告げるのは、きつく巻いた黄金の髪を一つに結ゆい、白い顔に眼鏡をかけた女性である。結い上げた髪は三つ編みになって背中に垂らされ、古ぼけた地味なドレスに彩いろどりを添そえている。

　ユートの四番目の姉──ネイア姫だ。

　ティエルとは双ふた子ごのため顔は瓜うり二ふたつだが、表情や物もの腰ごしは正反対に近い。

「うまく栽培して数を増やすことができれば、フォーレの新たな収入源にできるかもしれません」

「本当ですか！」

　顔を輝かせてユートはそう答えると、手にしていた剣けんを鞘さやに収めた。

　すかさず「どうぞ、王子」と乾かわいた布を差し出したのは、離はなれた場所でずっと鍛錬を見守っていた世話係のイルだ。

　ひょろりとした長身に癖くせのない銀色の髪かみ。ネイアよりも型の古い眼鏡をかけた顔立ちは端たん整せいそのものだったが、まるで緊きん張ちよう感かんのない表情のためか、人じん畜ちく無む害がいといった印象のほうが強い。

「うまくいくといいですね。そうしたら王子も、年中出で稼かせぎに行かなくても済むようになるでしょうし」

「年中というのはよけいだ。そんなに頻ひん繁ぱんには行っていないぞ」

　顔をしかめて言い返してから、ユートはあらためてネイアに向き直った。

「では姉上、花祭りのあとにでもすぐ調査を──」

「至急行ってきて下さい」

　表情をわずかにも変えず、ネイアが放った一言がユートの言葉を止めた。

「……は？　今、なんと……」

「アルカーナは、他ほかの野草に比べていち早く芽め吹ぶきます。ほとんど草が伸のびてない今のうちに見つけないと、他の野草にまぎれて発見するのが非常に難しくなるのです」

「しかし、私は仕事が……」

「──行ってきて下さい」

　感情のない瞳ひとみで見み据すえられ、ユートはわずかに天を仰あおいでから観念したような表情になって言った。

「わかりました！　すぐに行ってまいります！」

「わかってもらえて嬉うれしいです」

　ちらりとも笑みを見せずにネイアは言い、小さく折りたたんだ紙し片へんをユートの手に握らせた。

「アルカーナが自生していそうな場所のリストです。城から近い場所を中心にまとめておきました──細かい生育条件もこの中に」

「……どうも、ご丁てい寧ねいに」

　複雑な表情で紙片を見下ろすユートに、彼女はついでのような口調でぽつりと付け加えた。

「暇ひまを持て余しているようですから、タジェス殿どのも誘さそって行かれては？　人手は多いに越こしたことはないでしょう？」

「そうですね……」

　眉まゆを寄せながらも、ユートはネイアの言葉を素す直なおに認める。

　イルを従えて歩み去っていくユートの姿を、ネイアは無表情のまま見送った。

　その口元にうっすらとした微び笑しようが浮かんでいることに気づいた者は、ユートを含ふくめ誰だれ一人としていなかった。







「……それで、私を誘いにきたと？」

「嫌いやなら別にいい。イルと二人で行けばすむだけのことだ」

　無ぶ愛あい想そうに告げるユートに、タジェスは慌あわてて手を振ふってみせた。

「ちょっと驚おどろいただけだよ。君から私を誘ってくれるなんて……それが、たとえ染料探しなんて色気のない用件でもね」

　愛あい嬌きようたっぷりに片目を閉じてみせるタジェスに、ユートは酸すっぱいものを口にしたような顔つきとなる。

「俺だってお前など誘いたくはなかったが……他に暇な奴やつがいないのだから仕方あるまい。探す人数が多いほうがいいのは確かだし……」

「だろう？　でもせっかくだから、もう少し可愛かわいくお願いしてくれないかな？」

「……やっぱり置いていく」

　すたすたと歩み出しかけるユートの背を、タジェスは笑いをこらえながら急ぎ足で追いかけた。

「やだなぁ、冗じよう談だんだってば！　喜んでお付き合いさせてもらうよ！」

　弾はずんだ声で言いながらも、タジェスは内心で舌を巻いていた。

　リーシャに呼び出されて、ネイアの私室へと足を運んだのは昨晩遅おそくになってからのことである。

『──タジェス殿を見込んで、お願いしたいことがございます』

　そう言ってネイアが机の上に置いたのは、褐かつ色しよくの硝子ガラス瓶びんだった。

　手のひらにすっぽりと収まってしまいそうな大きさの瓶には、油紙とコルクの栓せんで厳重に封ふうがしてある。

『これをユートに飲ませていただきたいのです──ご心配なく、中身はただの自白剤ざいです』

『………』

『ユートの隠かくし事を暴あばきたいとリーシャから相談を受けまして。飲み物にでも入れてユートに勧すすめてください──城の外でなら、ユートもさほど不ふ審しんに思わないでしょう』

『あの……ネイア姫ひめ』

　微び妙みような笑みを浮かべたまま、タジェスはネイアに問いかけた。

『どうして……ネイア姫がそんなものをお持ちで？』

　返されたのは言葉ではなく、背筋の寒くなるような微笑だけだった。

　タジェスはそれ以上問いの言葉を重ねようとはせず、黙だまって机の上に置かれた硝子瓶を取り上げたのだった。







　ユートが向かったのは、城から二時間ほど馬で走ったところにある険しい山の中だった。

　山の麓ふもとにある村で馬を預け、そこから先は徒歩で目的地へと向かう。

「……けっこう遠いね」

　獣けもの道みち同然の細い山道を、息を荒あらくして登りながらタジェスが言った。

　すでに山を登り始めて一時間──周囲には鳥の声や木々の葉は擦ずれの音ばかりが満ちている。

「もうへばったのか？　情けない奴だ」

「君みたいに無む尽じん蔵ぞうの体力を持っているわけじゃないんだよ──そうでなくても筋肉痛がひどいのに」

　言いながら後ろのイルに目をやると、彼はいつもと同じのんびりした顔つきで急な坂道を登っていた。

　タジェスと目が合うと、にこりと微笑ほほえんでなにか言いかけ──同時に足を木の根に引っかけて転びそうになる。

「──うきゃあっ!!」

「お前は足元に集中しろ。それからタジェス、姉上の書き付けにあった場所まであと少しだから文句を言わずに進め」

　ユートの言葉通り、目的地までさほど時間はかからなかった。

　山の中腹にある小さな平地でユートは足を止め、広げた書き付けと周囲の地形とを見比べる。

「水はけの良い日ひ陰かげの場所──あのへんか。タジェスとイルも手分けして探せ。兎うさぎの耳の形をした、色の濃こい葉だ」

「了りよう解かい」

「わかりました！」

　三人はまばらに草の生えた平地に散らばり、目的の草を探し始める。

　ユートとイルは真しん剣けんだったが、これがネイアの策略とわかっているタジェスは今一つ作業に身が入らなかった。

　しばらく探すふりをしたあとで、彼はユートにさりげなく声をかける。

「ちょっと休きゆう憩けいしないかい、ユート？」

「早すぎるだろうが！　探し始めてから全然時間が経たっていないぞ！」

「休憩もなしに山を登ってきたから喉のどが渇かわいちゃって……お茶を用意してきたんだけど、ユートもどうだい？」

　城を出る前に調達してきた茶の入った水すい筒とうを見せると、ユートは興味なさげに背を向けて声だけを放ほうりやった。

「だったら一人で休んでいろ。俺はまだ全然疲つかれていない」

「………」

　タジェスは水筒を背負い袋ぶくろに戻もどして、再び探たん索さくに参加する。

　小一時間ほども探したのち、ユートは屈かがめていた腰こしを伸ばしてうーんと大きく伸びをした。

「見つからんな……ここにはないのか。イル、そっちは──」

　目を向けると、イルはせっせと山菜を摘つんでいるところだった。

　ユートの顔に青筋が浮うかび、彼はずかずかと歩み寄ってイルの背中に思いきり蹴けりを入れる。

「なにを探してるんだ、お前は！」

「でも王子、こんなにたくさんあるのに──摘まないでおくなんてもったいないじゃありませんか！」

「あとにしろ、あとに！　アルカーナを探すほうが先だ!!」

　ユートに怒ど鳴なられてイルは山菜を手に提さげていた袋にしまい、別の場所に移動して再びアルカーナを探し始める。

　背中越ごしにそのやりとりを耳にして、タジェスはそっと肩かたをすくめた──その時だった。

「……あれ？」

　すぐ前の藪やぶが揺ゆれているのに気づき、タジェスは首をかしげる。

　風にしてはずいぶん不自然な──そう考えた時、がさりと音を立てて分かれた藪の向こうから、大きな黒い影かげが現れてタジェスに襲おそいかかった。

「──うわっ!!」

　反射的に横に身を投げ出し、一転してタジェスは起き上がる。

　タジェスのすぐ前にいたのは、巨きよ大だいな一頭の熊くまだった。灰はい褐かつ色しよくの毛に覆おおわれた身体からだは、立ち上がれば大人の身長の高さまで達するだろう。

「どけっ!!」

　背後から声が届くのと同時に、一いち陣じんの風と化してユートがタジェスの脇わきを走り抜ぬけていった。

　腰に帯びていた剣けんを抜き放って、彼は振り上げた熊の前まえ脚あしを斬きりつける。

　浅い一いち撃げきは傷を負わせるまで至らなかったが、ユートの剣を恐おそれてか熊はやや距きよ離りをおいて二人を威い嚇かくするような唸うなり声をあげた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　熊に向かって身構えたまま、ユートはタジェスに目を向ける。

「おかげさまで──ちょっと寿じゆ命みようが縮まったけどね」

「お前だったら、それでも人並み以上に長生きするはずだ。安心しろ」

　熊に視線を戻して冷たい口調で告げるユートに、タジェスは苦笑いを浮かべてひどいなぁ、と言い返す。

　その声を聞こうともせずに、ユートは地面を蹴って熊に斬りかかる。鋭するどい爪つめを持つ前脚の攻こう撃げきを避よけ、熊の喉のど笛ぶえに刃やいばを突つき立てようとした時──ユートの目がはっとしたように見開かれた。

　攻撃を半ばで中断して、ユートはタジェスの腕うでをつかんで走り出す。

「──ユート!?」

　全速力で走り出したユートを、慌てた顔でイルが追いかける。

「ど、どうしちゃったんですか王子？」

「いいから来い！　話はあとだ!!」

　ユートは藪の薄うすい方向に向かってひたすら走り、息を切らしたタジェスが腕を引いて限界を訴うつたえる頃ころになってようやく速度をゆるめた。

　背後に目をやって、熊の姿がないのを確かく認にんしてから彼は足を止める。

「な……いったい、どうしたって言うんだい？　熊の一頭や二頭、君なら余よ裕ゆうで仕留められるだろう……？」

「……子こ熊ぐまが一いつ緒しよだった」

　低い声でユートが言い、タジェスは思わず「え？」と問い返した。

「子連れだったんだ。母熊を子供の目の前で殺すわけにはいかないだろう」

　そう告げるユートの顔を見返し、タジェスは思わず顔をほころばせた。

「……なんだ、気味の悪い」

「いや……君らしいと思ってね」

　満開の笑え顔がおでそう告げて、タジェスはあらためて周囲に目をやった。

「……ところで、麓に下りる道はどっちだい？」

「………」

　微妙な顔つきになって、ユートは視線をさまよわせる。

「もしかして……道に迷った？」

　返事は「わかっているなら聞くな」という愛あい想そのないものだった。







　夕方近くまで歩き回ったものの、麓ふもとに下りる道は見つからず結局三人は山中で一夜を明かすこととなった。

「うーん……こんな状じよう況きようじゃなかったら大だい歓かん迎げいなんだけどねぇ」

　ぶつくさとぼやきながら、タジェスはユートを手伝って野宿の準備を整える。万が一に備えてマントや簡単な調理器具などは用意してあったため、タジェスの声にもさほど危機感はなかった。

「文句を言うな！　不測の事態が起こるのは山では日常茶さ飯はん事じだぞ！」

「君が後先考えずにめちゃくちゃに逃にげなかったら、その不測の事態も発生しなかったと思うんだけど？」

　ユートはぐっと黙だまり込み、火をおこすのに集中する。

　やがてとっぷりと日は暮れ、三人は焚たき火のまわりに座り込んで湯気を立てるスープを口に運んでいた。

「うん、なかなか美味おいしいじゃないか。ちょっと味にクセがあるけど……そこがまたいかにも自然の味、という感じで」

　タジェスの誉ほめ言葉に、ユートは少し照れたように顔を赤くしながら、黙もく々もくとスプーンを動かす。

　イルが採ってきた山菜と持参した食料を使って、夕食の準備をしたのはユートである。最初は下準備だけして、残りをイルに任せようとしたのだが、からかうようにタジェスが投げた一言がユートの表情を一変させたのだ。

『さすがの君も料理は苦手かい？』

　むっとした顔で、ユートは調理を始めようとしていたイルを押しのけ、意外に手て際ぎわよく料理を完成させたのだった。

　それも少ない食材と簡単な調理器具でよく作れたと思うような、いかにも手の込んだ料理ばかりだ。王宮の正せい餐さんとして出されたとしても、誰だれも文句は言わなかっただろう。

「本当に君は器用になんでもこなすね。本職の料理人も真っ青の腕うで前まえだ……このパイ包み焼きなんて最高だよ」

　舌した鼓つづみを打つタジェスを、なぜかイルがあたふたした表情で見つめていることにタジェスは気づかなかった。

　食事が終わったところで、タジェスは錫すずのカップに水筒の茶を注いでユートに差し出した。

「すっかり温ぬるくなっちゃったと思うけど……よかったらどうぞ」

「ああ、悪いな」

　ユートは素す直なおにカップを受け取って、中の茶を一口含ふくむ。

　きらりとタジェスの目が光るのに気づかず、ユートはカップに半分ほど入っていた茶を残らず飲み干した。

　しばらくたわいもない話をしてから、タジェスがユートの様子をうかがうと、大きな瞳ひとみが霞かすみがかかったようにぼんやりしているのがわかった。

「王子……？」

　声をかけようとするイルを手で制し、タジェスはユートにそっと呼びかける。

「ユート……寝ねちゃったのかい？」

「……起きてる」

　答える声に抑よく揚ようはなく、その表情にも普ふ段だんの強きよう靱じんな意志はかけらものぞいてはいなかった。

　目を半分閉じて、無む警けい戒かいな表情で座り込んでいる姿は可愛かわいらしい女の子そのものだ。タジェスは思わず吹ふき出しそうになるのをこらえながら、何気ない口調を作ってユートに問いかけた。

「今日はここへ、なにをするために来たんだっけ？」

「アルカーナを探しに……高価な染せん料りようになるから、栽さい培ばいに成功すれば国の借金を減らせる……」

　やや間延びした声でそう答えてから、ユートはわずかに表情を厳しいものへと変える。

「国の将来がかかっているんだ。なんとしてもアルカーナを見つけ出さなくては……少しでも借金を減らすことができれば、もっと国民のために金を使うことができる……教育も医い療りようもまだまだ足りていないんだ……」

「ユート……」

　タジェスは胸を衝つかれたような表情でユートの顔を見返したあと、やや苦笑の混ざる笑みを浮うかべた。

「まったく、君って人は……」

　それでも薬が効いていることは間ま違ちがいないと確信して、彼はユートに肖しよう像ぞう画がの隠かくし場所を聞こうとする。

　だが寸前、淡あわ雪ゆきが溶とけるように言葉は口の中で消えた。

　タジェスはユートの顔を黙って見つめやってから、悪戯いたずらっぽい笑みを瞳にのぞかせて予定していたものとは別の質問を投げやった。

「……君、私のことをどう思ってる？」

　わずかな間をおいて、ユートは一いつ片ぺんのためらいもなく言い切った。

「迷めい惑わく」

「………」

「仕事の邪じや魔まばかりするし、どこにでもついて回ってうっとうしいし、悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんで人をからかうし──頭が悪くないのは認めるが、ふざけることにしか使わないのではせっかくの頭も持ち腐ぐされだ」

　よくこれだけすらすらと出てくるものだと感心するほどの悪口の羅ら列れつに、タジェスは思わず力のない笑い声を洩もらす。

　ユートの文句はさらに続き、品切れになったかと思ったところでぽつりと彼は付け加えた。

「……だが、信しん頼らいはできる男だと思っている」

　ちょっと驚おどろいたようにタジェスはその顔を見返し、ユートが目を閉じてさらになにか言いかけたところで──

「……うっ」

　強い目め眩まいと手足の痺しびれを感じ、タジェスはその場にくずおれた。

　がんがんと頭の奥で破われ鐘がねが鳴っているような感覚に耐たえながら、タジェスは懸けん命めいにユートの声を聞き取ろうとする。

（なんだこれは……？　いや、それより今はユートの……！）

　しかし激しさを増す目眩と耳鳴りに邪魔されて、ユートの言葉がタジェスの耳に入ることはなかった。意識そのものも、やがて吸い込まれるように闇やみに消えていく。

　ぐったりと倒たおれ伏ふしたタジェスの姿を見やって、イルは困ったように軽く頰ほおを搔かいた。

　薄うす水色のその目には、やっぱりと言いたげな光が揺ゆれていた。







　次の日、タジェスはイルに半ば背負われるようにして山を下りた。

　ユートもやや体調が悪いように見えたが、しっかりした足取りで尾お根ねに登って方向を見定め、下で待機していた二人を案内して麓に向かった。

　ほとんど荷物同然に馬の背に揺られ、シーゼルフォード城に到とう着ちやくするなりタジェスは寝しん台だいの住人となった。

「ううう……なんなんだ、いったい？　まさか、昨日のスープに毒草でも入っていたとか……？」

　寝台で唸うなっているタジェスのところに姿を現したのは、ユートの長ちよう姉しのエイル姫ひめだった。

　ユートとは十歳以上歳が離はなれており、すでに結けつ婚こんして一児をもうけている。

　だが、すらりとした身体からだつきも衰おとろえを知らぬ色白の肌はだも、そんな事実を微み塵じんも感じさせなかった。高く結ゆい上げられた黒くろ髪かみだけが、彼女が既き婚こん者である事実を証明している。

「お加減はいかがですか、タジェス様」

　タジェスは寝台に横たわったまま、力なく笑って答えた。

「ごらんの通りです。見苦しい姿をお目にかけてまことに申し訳ない……」

「いいえ──イルから話は聞きました」

　寝台の脇わきに歩み寄ると、エイルは深く頭を下げた。

「……エイル姫？」

「ユートが迷惑をかけたことを、心からお詫わび申し上げます。大事に至らなくてなによりでした」

「そんな、大おお袈げ裟さな……」

　タジェスは苦く笑しようして、顔を上げるようエイルに告げる。

「私からついていくと言ったのですし、ユートに責任はありませんよ……確かに道に迷いはしましたが、それだって理由あってのことですから」

「いえ──そのことではなく」

　ゆっくり顔を上げると、エイルは深い藍あい色いろの瞳に気き遣づかわしげな光をのぞかせてタジェスの顔を見つめやった。

「タジェス様が体調を崩くずすことになった原因はユートにあります。イルがついていながら、自分で料理をするなど……」

「……え？」

　困こん惑わくした様子のタジェスに向かって、エイルはきっぱりと言い放った。

「ユートは極度の料理音おん痴ちです」

「………」

「それも類を見ないほどの。まるで食べられない味ならまだ可愛いほうで、味に問題がない場合のほうがむしろ被ひ害がい甚じん大だい──食べた人間の九割以上が身体を壊こわすほどなのですから」

　きわめて事務的な口調で説明するエイルの顔を、タジェスは呆ぼう然ぜんと眺ながめやる。

「父上が以前ユートの手料理を完食した時は、まる七日寝台から起き上がれなくなりました。今回はそこまでのことにはならないと思いますが──平へい癒ゆをお祈いのりいたしております」

「え……？　ちょっと、それって……」

　声をあげるタジェスに背を向けて、エイルは部屋を出て行く。

　狼ろう狽ばいをにじませたタジェスの声は閉じられた扉とびらに、むなしく跳はね返されただけだった。







　その四日後、フォーレの花祭りが盛大に行われた。

　とは言っても、国にも国民にも余よ裕ゆうがないので、飾かざり付けも行事も質素なものだ。何度も補修した痕あとのある垂れ幕やリボンが、野で摘つんできた花とともに街のあちこちに飾られ、その下をささやかに着き飾かざった人々が行き交かう。

「……ついに、この日が来ちゃったか」

　開かれた窓から前庭に集まりつつある人々を見下ろして、タジェスはため息の混ざる声を発した。

　体調は完全に回復したが、その表情はすぐれない。結局、ユートから肖像画の隠し場所を聞き出すことはできなかったのである。

　リーシャは「ユートの手料理を食べて無事だっただけで僥ぎよう倖こうですわ」と笑って言ったものの、肩かたを落とした後ろ姿に責められる思いだったし、ネイアに至っては「使えない人ですね」と肺はい腑ふをえぐるような一言を放ってくれた。

（ユートが小さい頃ころの肖像画か……私も見たかったけどな）

　城内には肖像画を含ふくめたくさんの絵が飾られていたが、ユートの姉たちの肖像画は（幼い頃のものも含め）あっても、幼い頃のユートを描えがいたものは一枚たりとも見当たらなかったのである。

「──タジェス様！」

　その時、リーシャの声がタジェスの物思いを打ち破った。

「タジェス様、やりましたわ！」

　目を向けると、ドレスの裾すそを蹴け立たてるようにして廊ろう下かを走ってくるリーシャの姿があった。

　その顔に浮かぶ笑えみを見て、タジェスは軽く目を見開いた。

「もしかして──隠し場所がわかったんですか？」

「いいえ！」

　きっぱり否定したあとで、リーシャはでも、と言葉を続ける。

　その言葉を耳にするのと同時に、タジェスの顔にリーシャが浮うかべているのと同じような微び笑しようが広がった。







　太陽が沈しずんだあと、シーゼルフォード城の前庭では王家主しゆ催さいのオークションが華はな々ばなしく開かい催さいされた。

　いつもは暗い庭にも、この日ばかりは煌こう々こうと明かりが灯ともされている。

　闇に浮かぶ明かりは、集まった人々の楽しそうな表情までもくっきりと浮かび上がらせていた。

「……さて次は、リーシャ姫出品の猫ねこの人形です！　なんと姫のお手製！　縫ぬい目がふぞろいなのはご愛あい嬌きよう──って姫、痛い痛い！」

　リーシャが顔を真っ赤にして司会役の背中を台本でばしばし叩たたくと、観衆の間からどっと笑い声があがる。

　離れた場所でその様子を見守っていたタジェスの横に、かさりと草を踏ふむ音をたててユートが現れた。

「──お疲つかれさま、ユート」

　手にした杯さかずきを軽くかかげてみせるタジェスに、ユートは答えようとせず乱暴にどさりと座り込む。

　その背後には、普ふ段だんと変わらぬ笑みを浮かべたイルの姿があった。

「色々と忙いそがしかったみたいだね。こんな日にまで雑用で駆かけ回っているなんて、君らしいとは思うけど……」

「姉上がたの人使いの荒あらさにはとっくに慣れっこだ」

　ため息混じりに言って、ユートはイルから飲み物のグラスを受け取った。

　ごくごくと喉のどを鳴らして中の果実水を一気に飲み干し、生き返ったように深く息を吐はいて言葉を続ける。

「それにしても、ネイア姉上にも困ったものだ……この忙しい時期に人を調査に送り出しておいて、結局アルカーナの話は単なる勘かん違ちがいだったというじゃないか……骨折り損もいいところだ」

　憤ふん慨がいするユートからタジェスはそっと目をそらし、なんでもないような口調で問いの言葉を放った。

「ところで、用事は全部済んだのかい？」

「……ああ」

「じゃあ、一いつ緒しよにオークションを見ようじゃないか。せっかく頑がん張ばって準備したんだから、君も楽しまないと！」

　笑顔で告げるタジェスを見返し、ユートもわずかに表情をゆるめる。

「そうだな……なんとか姉上もごまかしきれたようだし」

　後半の言葉は呟つぶやくようで、タジェスの耳には届かなかった。

　くつろいだ表情で明かりに照らされた舞ぶ台たいを眺めるユートの顔を、タジェスはちらりと目の端はしで見やる。

　その顔には、悪戯いたずらの成功を待つ子供のような表情がのぞいていた。

「お次は──本日の目玉商品！　ユート王子の八歳の頃の肖しよう像ぞう画がです！　ここでしか見ることのできない超ちようレア商品！　原則非公開の品物ですので、この会場に居合わせたあなたはラッキーですよ！」

「──なんだとっ!?」

　危あやうくひっくり返りそうになってからユートは勢いよく立ち上がった。顔色を変えて舞台に駆け寄ろうとするが、それよりも壇だん上じように一いつ幅ぷくの絵画が運び込まれるほうが早かった。

　縦が大人の身長の半分ほどある、大きな絵だ。

　精せい緻ちな筆使いでそこに描かれていたのは、黄みがかった明るい茶色の髪かみをした──幼い少女の姿だった。

　フリルとレースで飾られた衣服を身につけ、無む邪じや気きな笑みを浮かべるその顔は愛くるしいの一語に尽つきる。端たん整せいな目鼻立ちは血の通っていない彫ちよう刻こくのようにも見えたが、生きた宝石のような深緑色の瞳ひとみがその印象を拭ぬぐっていた。

「これは……また」

　壇上の絵を見つめるタジェスの目に、楽しげな色が浮かぶ。

「これは特別に、王様からご提供いただいた品です。王様秘蔵のコレクションのうちの一点！　さぁ、いくらの値をつけますか──っ!?」

　集まった人々がいっせいに値段を叫さけび始める中、ユートはへたりと力が抜ぬけたようにしゃがみ込む。

「ち、父上……」

　がっくりと首を落とすユートの後ろに歩み寄って、タジェスがぽんとその肩に手を置いた。

「まぁまぁ、お父上を恨うらむものではないよ──リーシャ姫ひめに涙なみだながらに頼たのまれて、お父上も大事なコレクションの一部を手放すことにしたみたいだから」

「……タジェス」

　ユートは肩かた越ごしに、殺気のにじむ目をタジェスへと向けた。

「お前もグルだったのか……？」

「いや、私はリーシャ姫から話を聞いただけで……君が隠かくした絵を捜さがす手伝いをして欲しいと頼まれはしたけどね」

「やっぱりグルだったんだろうがっ！」

　怒ど声せいとともに突つき上げられたユートの拳こぶしを、身を捻ねじって避よけながらタジェスはまぁまぁ、と笑い混じりの声を投げる。

「いいじゃないか、そのくらい──私も君の幼少時代の絵というのに、ちょっと興味があったし。まさか、あんな格好をしてたなんて思わなかったけど」

「言うな──っ！」

「もしかして、隠したっていう他ほかの絵も全部そうなのかい？」

　続けざまにくり出される拳や蹴けりをかわしながらタジェスが尋たずねると、二人の様子を困ったように見つめていたイルが笑顔になって答えた。

「そうですよ。王子は幼い頃、女の子の格好で育てられていましたから」

「お前も答えるな──っ！」

　怒ど鳴なりながらユートの放った回し蹴りが、イルの胴どう体たいに命中する。

　くの字に折れて吹ふっ飛んでいったイルには目もやらず、ユートは苛いら立だたしげな光を目に浮かべて呟いた。

「まったく……こいつにだけは、絶対見られたくないと思っていたのに。苦労が全部水の泡あわだ」

「それは私を、特別意識してくれていると思っていいのかな？」

「そういう冗じよう談だんを言うからだっ！　誰だれがお前のことなど──台所に出しゆつ没ぼつする虫と同程度にしか認にん識しきしとらん!!」

　声を荒らげるユートに向かって、タジェスは切なそうなため息をついた。

「『信しん頼らいはできる男』と言ってくれたのに……あれは君の本心じゃなかったということなのかい？」

「……は？」

　虚きよをつかれたような表情をのぞかせるユートに、タジェスはにっこりと笑って言った。

「でも私は、そんな君も可愛かわいく思ってるよ──もちろん昔の君もね。さて、私も入札に参加してくるかな」

「待て！　死んでもお前にあの絵は落札させんっ!!」

　羽は交がい締じめにしようと襲おそいかかるユートの手をかわして、タジェスは会場へと駆け出していった。







　しかしタジェスがオークション会場に到とう着ちやくした時には、すでに絵は落札されたあとだった。

　競せり落としたのは、ユートの二番目の姉のファナ姫である。

　嫁よめ入いり先にその絵を持っていくつもりだと言うファナに、ユートはなにか言いたげな表情を見せたものの結局口に出すことはしなかった。

　祭りのあとで、ユートは父王に隠した絵をもとの場所に戻もどすように命じられ、そのうちの一枚が知らぬ間になくなっていたりもしたが──それはまた別の話。







　あとがき







　こんにちは、岩城です。「王子はただいま出稼ぎ中」、こうして無事に最終巻を迎むかえることができました。応おう援えんしてくださった皆みな様さま、本当にありがとうございます。

　たくさんの人のお力ちから添ぞえのおかげで、コミックになったりＣＤドラマになったりとたいへん恵めぐまれた作品でした。制作に関かかわった皆様、そしてなによりキャラクターを愛してくださった読者の皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。重ね重ね、お礼申し上げます。

　最終巻の刊行にあたっては、地力のない作者のせいで各方面にいつも以上に多大なご迷めい惑わくをおかけいたしました。特に担当様、心臓に悪いメールを何度も送りまして申し訳ありません。イラストのサマミヤアカザ様にも、今までで一番極ごく悪あくなスケジュールを押しつけてしまうこととなったと思います。本当に申し訳ありませんでした。

　最後に、今回収録の短編ですが一点だけお断りを。野生の熊くまに遭そう遇ぐうした際は絶対に走って逃にげたりせず、刺し激げきしないようゆっくり離はなれてください！　もし文庫収録することがあったら、これだけは書いておかなければならないと思っていたので……。
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